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菊
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友
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仲
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熱
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西
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理
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社
会
を
め
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し
、
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ら
も
争
議
団
の
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意
気
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松
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司
（
ま
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け
ん
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99

全
国
に
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が
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た
日
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フ
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ル
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た
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か
い
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松
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伸
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100

「
日
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ル
物
語
・
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の
第
五
楽
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」
を
映
画
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●
松
本　

平　

101
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理
解
し
、
励
ま
し
て
く
れ
た
●
松
本
哲
男　

102

希
望
を
語
り
つ
づ
け
た
今
崎
さ
ん
●
三
上　

満　

103　
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は
「
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野
事
件
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の
被
告
●
三
澤
節
子　

103

た
ば
こ
病
を
な
く
す
横
浜
裁
判
、
原
告
と
し
て
●
水
野
雅
信　

104

今
崎
暁
巳
・
小
倉
寛
太
郎
・
山
崎
豊
子　

　

そ
し
て
恩
地
元
が
…
●
溝
畑
和
利　

104

今
崎
暁
巳
さ
ん
の
志
を
つ
な
い
で
●
道
下
英
夫　

105

も
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し
か
っ
た
●
三
井　

敏
雄　

106

常
に
前
向
き
の
人
●
宮
腰　

賢　

107

継
承
す
べ
き
お
お
く
の
も
の
を
残
さ
れ
た
●
宮
寺
清
一　

107

「
‘99
子
育
て
文
化
協
同
か
な
が
わ
集
会
」
の
想
い
出
●
森
悠
紀
子　

108
　
　《
や
》
行

あ
る
思
い
出
●
山
形
暁
子　

108

子
育
て
文
化
協
同
の
運
動
で
ご
一
緒
に
●
野
々
垣
務　

91

映
画
人
の
墓
碑
に
合
葬
●
野
原
嘉
一
郎　

92

　
　《
は
行
》

御
著
書
『
吼
え
ろ
青
春
』
を
通
し
て
●
橋
本　

勇　

92

弱
き
も
の
に
い
つ
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
人
●
波
多
野
章　

93

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
●
浜
口
武
人　

93

革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
で
出
逢
っ
て
●
原　

徹　

94

感
動
し
た
『
い
の
ち
の
証
言
』
●
原
美
佐
男　

94

「
ガ
ン
バ
レ
日
フ
ィ
ル
」
出
版
記
念
会
で
の
こ
と
●
日
野
三
郎　

95

前
向
き
の
人
●
比
留
間
柏
子　

96

心
か
ら
ご
冥
福
を
●
藤
井　

都　

96

穏
や
か
な
中
に
情
熱
が
こ
も
っ
た
作
品
●
藤
田
越
子　

97

“
灯
の
会
”
の
中
で
お
会
い
で
き
た
●
藤
村
記
一
郎　

97

群
馬
の
勤
評
闘
争
の
実
態
調
査
時
か
ら

　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
才
が
●
古
屋
孝
夫　

98

　
　
《
ま
行
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ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
先
駆
者
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松
井
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競
争
社
会
の
競
争
相
手
で
は
な
く
て

　
　
　
　
　
　
共
生
・
協
同
の
人
間
社
会
・
人
間
関
係
を
結
ぶ
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と
し
て
生
き
る

                                         　
　

   

● 

偲
ぶ
会
実
行
委
員
長  

柳
澤
明
朗

                                                    　

 

（
元
労
働
旬
報
社
社
長
・
早
稲
田
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       　
　

法
学
研
究
科
労
働
法
専
攻
で
同
窓
）

 

　
◇
今
崎
ル
ポ
の
目
線
と
そ
の
土
台
　

　

彼
は
早
大
仏
文
卒
業
後
、
労
働
組
合
運
動
に
出
会
い
、
２
年
た
っ
て
労
働
法
の
専
門
の
知
識
を
身

に
つ
け
て
運
動
に
参
加
し
た
い
、「
共
生
・
協
同
の
社
会
を
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

大
学
院
の
法
学
研
究
科
労
働
法
専
攻
に
入
っ
て
き
た
。

　

当
時
の
労
働
法
ゼ
ミ
は
野
村
平
爾
教
授
、
沼
田
稲
次
郎
都
立
大
教
授
、
松
岡
三
郎
明
大
教
授
と
い
う

労
働
法
学
会
の
３
巨
頭
が
教
授
陣
、
助
教
授
、
講
師
な
ど
の
野
村
教
室
の
先
輩
が
キ
ラ
星
の
如
く
並
ぶ

ゼ
ミ
の
１
学
年
下
に
入
学
し
て
き
た
。
こ
れ
が
以
後
50
余
年
、
人
生
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
友
、
著
者

と
編
集
者
と
し
て
歩
む
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

良
心
を
守
る
た
た
か
い
を
伝
え
て
く
れ
た
人
●
山
口
克
己　

109

一
生
の
仕
事
と
な
っ
た
学
生
時
代
の
約
束
●
山
口
義
夫　

110

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
を
創
る
い
と
な
み
●
山
科
三
郎　

111

あ
り
が
と
う
や
さ
し
い
兄
貴
！
●
山
田
晃
一　

112

真
正
面
か
ら
肯
定
さ
れ
た
こ
と
●
山
田
多
恵
子　

113

今
崎
暁
巳
さ
ん
と
日
本
フ
ィ
ル
と
私
●
山
本
武
司　

114

松
江
の
美
少
年
●
山
本
元
恵　

115

点
か
ら
線
へ
、
そ
し
て
面
へ
●
湯
沢
満
男　

倫　

115

丸
紅
と
の
人
権
問
題
で
の
出
会
い
●
吉
田
昂
弘　

116

い
つ
も
感
動
を
与
え
る
人
で
し
た
●
吉
田
博
德　

117

今
も
生
き
る
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
』
●
若
月
司
郎　

118

□
今
崎
暁
巳
さ
ん
の
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載
の
ル
ポ
・
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
　
127

□
今
崎
暁
巳
さ
ん
の
主
な
単
行
本
・
映
画
・
テ
レ
ビ
の
脚
本
　
130
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な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
を
書
く
か
と
い
う
ワ
ケ
を
一
言
。
彼
が
文
学
だ
け
で
な
く
労
働
法
を
専
攻
し
た

こ
と
と
今
崎
ル
ポ
の
方
法
論
と
か
、
ル
ポ
を
構
成
し
て
い
く
事
実
・
現
象
を
捉
え
て
い
く
視
点
、
実
際

に
起
き
た
事
件
・
現
象
の
正
体
や
問
題
点
の
把
握
、
双
方
の
正
当
性
・
口
実
を
論
じ
る
形
で
の
記
録
づ

く
り
の
手
法
を
駆
使
す
る
今
崎
作
品
の
方
法
な
ど
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
う
か
ら
だ
。

　

野
村
ゼ
ミ
は
『
旬
刊
・
労
働
法
律
旬
報
』
別
冊
に
毎
号
数
本
掲
載
さ
れ
る
「
労
働
判
例
」
が
テ
キ
ス
ト
。

そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が
、
ま
だ
そ
の
実
際
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
、
労
働
組
合
や
労
働
者
の
権
利
の

実
際
・
運
動
・
法
的
問
題
点
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
目
が
覚
め
て
し
ま
う
ば
か
り
の
「
人
間
ら
し

く
生
き
、
働
く
権
利
」
が
凝
縮
・
集
約
さ
れ
た
条
約
や
国
際
労
働
運
動
の
成
果
・
判
例
も
読
み
学
習
し

て
い
く
。
国
際
常
識
の
権
利
の
到
達
点
と
日
本
の
労
使
関
係
、
権
利
の
す
さ
ま
じ
い
ズ
レ
な
ど
が
み
ご

と
に
わ
か
っ
た
り
す
る
。

  

沼
田
先
生
の
最
初
の
授
業
の
時
の
こ
と
。「
君
た
ち
は
自
治
会
活
動
や
平
和
運
動
な
ど
の
学
生
運
動

に
経
験
が
あ
る
の
だ
と
思
う
し
、
労
働
法
の
ゼ
ミ
を
選
択
し
て
く
れ
た
が
、
こ
の
ゼ
ミ
は
戦
前
の
旧
憲

法
時
代
に
は
無
か
っ
た
の
だ
。
戦
前
が
な
ぜ
、
ど
ん
な
体
制
・
土
台
か
を
解
明
す
る
文
献
一
覧
を
書
く

か
ら
読
ん
で
く
る
よ
う
に
…
…
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
新
憲
法
体
制
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
存
在
し
た
ゼ
ミ

の
意
味
を
と
ら
え
る
た
め
に
も
不
可
欠
だ
…
…
」
と
宿
題
を
提
起
。
大
き
な
黒
板
い
っ
ぱ
い
の
文
献
を

書
き
上
げ
て
い
く
後
姿
に
身
が
し
ま
る
想
い
が
し
た
。
今
思
う
と
、
他
学
部
か
ら
来
た
今
崎
君
歓
迎
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
こ
め
ら
れ
た
授
業
だ
っ
た
の
か
と
思
っ
た
り
す
る
。

 

こ
う
し
て
今
崎
作
品
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
人
間
ら
し
く
生
き
働
く
」
典
型
的
な
権
利
や
そ
の
事
例
な

ど
の
国
際
労
働
運
動
の
成
果
や
条
約
も
学
び
、
身
に
つ
け
て
い
く
な
か
で
、
作
家
と
し
て
自
信
を
も
っ

て
現
場
取
材
を
す
る
前
提
・
視
点
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
の
だ
。

　
　
◇
“
自
由
”
が
あ
る
家
庭
で
の
育
ち
―
―
今
崎
ル
ポ
の
土
台
の
ひ
と
つ

　

今
崎
ル
ポ
の
も
う
一
つ
の
要
素
に
、
夫
妻
の
家
族
・
家
庭
の
要
素
が
あ
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

鰺
坂
真
・
上
田
浩
・
宮
田
哲
夫
・
村
瀬
裕
也
編
著
『
日
本
に
お
け
る
唯
物
論
の
開
拓
者
―
―
永
田
廣

志
の
生
涯
と
業
績
』(

２
０
０
８
年
８
月
30
日
、 

学
習
の
友
社
）
の
永
田
先
生
の
一
人
娘
が
今
崎
夫
人

の
則
子
さ
ん
。
本
書
に
「
父
・
永
田
廣
志
の
思
い
出
」
で
「
治
安
維
持
法
下
で
」、「
戦
中
の
暮
ら
し
」

な
ど
を
書
い
て
い
る
。
今
崎
君
は
、
企
画
や
原
稿
の
良
し
悪
し
を
夫
人
に
語
り
判
断
し
て
き
た
癖
が
あ

る
。
私
に
企
画
を
持
ち
込
む
と
き
に
「
則
子
が
企
画
も
原
稿
も
い
い
と
い
っ
て
る
か
ら
な
」
と
及
第
点

を
受
け
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
私
に
原
稿
を
読
む
こ
と
を
頼
む
の
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

　

今
崎
君
の
お
か
あ
さ
ん
の
静
枝
さ
ん
は
作
品
集
も
出
し
て
い
る
作
家
。
日
本
の
第
２
回
メ
ー
デ
ー
に

初
め
て
５
人
の
女
性
が
参
加
し
た
と
き
の
一
人
だ
と
、
彼
は
誇
ら
し
げ
に
よ
く
語
っ
て
い
た
。

　

お
父
さ
ん
の
義
則
さ
ん
は
日
本
の
金
鉱
山
で
の
珪
肺
症
の
研
究
・
開
拓
を
し
て
い
っ
た
医
師
で
、
金

鉱
山
の
労
働
者
の
集
団
検
診
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
取
り
組
ん
で
い
っ
た
方
。
こ
の
山
陰
の
民
医
連
・

出
雲
市
民
病
院
の
院
長
だ
っ
た
父
上
が
、
１
９
６
０
年
３
月
に
過
疎
化
日
本
一
の
島
根
県
の
三
瓶
町
志

学
に
「
三
瓶
診
療
所
」
を
設
立
し
地
域
医
療
に
と
り
く
ん
で
き
て
い
た
が
、
高
齢
と
病
気
が
ち
の
父
上

の
後
継
を
決
意
し
た
長
男
の
正
生
先
生
が
、
長
年
の
高
校
教
師
を
退
職
し
、
39
歳
で
東
邦
医
科
大
を
受
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験
し
て
合
格
、
夫
人
・
子
ど
も
の
３
人
で
上
京
し
て
医
学
部
を
卒
業
し
た
正
生
先
生
が
診
療
所
を
引
き

継
い
で
い
き
、
今
日
に
な
っ
て
い
る
。
今
崎
君
が
、
日
本
の
近
代
の
な
か
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
個
の

権
利
な
ど
、
両
家
と
も
、“
自
由
が
あ
っ
た
家
だ
っ
た
ん
だ
よ
な
…
…
”
と
語
っ
て
い
た
。

　

正
生
先
生
が
県
の
教
員
組
合
で
役
員
を
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
を
う
け
な
が
ら
今

崎
家
に
長
期
に
滞
在
さ
せ
て
貰
っ
て
、
勤
評
闘
争
の
実
態
・
意
識
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
後
に

群
馬
県
の
都
市
で
も
、
大
学
院
の
民
法
専
攻
で
今
は
「
９
条
の
会
」
な
ど
で
一
緒
の
、
今
崎
君
の
長
年

の
友
人
の
古
屋
孝
夫
君
も
参
加
し
て
、
群
馬
の
私
の
家
に
３
人
で
合
宿
し
て
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
っ

た
。

　

勤
評
闘
争
が
最
後
ま
で
も
り
あ
が
っ
て
い
た
闘
争
の
共
闘
団
体
、
群
馬
民
擁
連
の
金
子
満
広
副
代
表

に
、
意
識
調
査
の
対
象
分
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
調
査
が
で
き
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
「
上
野
の
森

に
『
広
島
・
長
崎
の
火
』
を
永
遠
に
灯
す
会
」
や
今
崎
作
品
『
人
生
つ
ね
に
始
発
駅　

人
間
金
子
満
広
』

の
元
衆
議
院
議
員
の
金
子
先
生
と
の
最
初
の
出
会
い
で
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い
る
。　

　
◇
す
べ
て
の
作
品
を
貫
く
人
間
讃
歌
―
―
共
生
の
社
会
・
人
間
関
係
を
紡
ぎ
だ
す
ル
ポ

　
『
競
争
と
共
生
』
…
…
内
橋
克
人
さ
ん
の
提
起
。

　
「
競
争
の
原
理
は
分
断
で
す
。
分
断
し
て
対
立
さ
せ
、
競
争
さ
せ
る
。
…
…
共
生
は
連
帯
と
参
加
と

協
同
を
原
理
と
し
て
食
料
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
介
護
な
ど
人
間
の
基
本
的
な
生
存
権
を
大
事
に
す
る
。
Ｆ

と
Ｅ
と
Ｃ
を
自
給
し
、
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
そ
こ
に
雇
用
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
価
値
観
の
下
で
新

た
な
基
幹
産
業
を
創
出
し
持
続
可
能
な
社
会
に
変
え
る
」
―
―
市
場
万
能
、
競
争
至
上
の
新
自
由
主
義

経
済
に
異
議
を
唱
え
、「
企
業
破
壊
、
社
会
の
絆
が
断
た
れ
る
」
と
警
告
す
る
内
橋
論
（『
朝
日
新
聞
』

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

資
本
主
義
社
会
は
ど
こ
へ
。
２
０
０
９
年
２
月
23
日
）。

　

こ
の
指
摘
の
時
に
今
崎
君
が
以
前
、
著
書
で
書
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。「
高
橋
ち
ば
市
民

生
協
理
事
長
が
『
ど
ぶ
川
学
級
』
の
著
者
・
須
長
茂
夫
さ
ん
の
“
子
育
て
、
人
づ
く
り
”
の
一
緒
に
育

ち
発
達
す
る
と
い
う
思
想
か
ら
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
結
ぶ
“
ご
い
っ
し
ょ
に
”
と
い
う
、
生
活
協
同

の
新
し
い
理
念
、
用
語
を
を
ひ
き
だ
し
た
事
実
は
、
大
変
示
唆
に
と
ん
で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
人
間

の
成
長
そ
の
も
の
、
人
間
そ
の
も
の
を
、
生
活
協
同
の
運
動
、
事
業
の
ま
ん
中
に
す
え
た
と
い
う
こ
と

で
す
…
…
」（『
生
活　

ご
い
っ
し
ょ
に
』
エ
ピ
ロ
ー
グ
。
１
９
９
０
年
３
月
15
日
刊
。
今
崎
著
）。

　

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
極
限
に
ま
で
組
み
立
て
ら
れ
た
分
断
・
競
争
社
会
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
協

同
し
て
生
き
る
活
動
・
社
会
づ
く
り
の
活
動
の
ま
っ
た
だ
な
か
に
飛
び
込
ん
で
、
今
崎
君
自
身
が
生
協

の
配
達
車
に
も
乗
っ
た
り
し
て
、
生
活
の
、
女
性
の
、
子
育
て
の
、
教
育
の
、
平
和
の
と
り
く
み
の
現

場
の
た
だ
な
か
に
と
び
こ
ん
で
い
っ
て
と
り
く
む
な
か
で
、
本
書
や
作
品
群
が
創
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ

と
思
う
。

　
　
◇
人
間
ド
ラ
マ
・
人
間
関
係
ル
ポ

　

１
９
６
２
年
10
月
か
ら
４
年
間
、
大
好
評
だ
っ
た
テ
レ
ビ
「
判
決
」
で
シ
ナ
リ
オ
作
家
の
一
員
と

し
て
参
加
し
た
の
が
彼
の
デ
ビ
ュ
ー
。
し
か
し
番
組
へ
の
政
府
・
自
民
党
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
「
偏
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向
番
組
だ
」の
干
渉
が
繰
り
返
さ
れ
て
、１
９
６
６
年
８
月
10
日
の
番
組
を
最
後
に
放
送
は
中
止
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、『
コ
ブ
だ
ら
け
の
勝
利
』（
１
９
６
９
年
刊
）
で
ル
ポ
の
最
初
の
単
行
本
を
出
版
、
以
後

35
点
の
単
行
本
（
共
著
も
含
む
）
と
70
点
以
上
の
エ
ッ
セ
ー
と
い
う
業
績
を
残
し
て
、昨
年(

２
０
１
０

年
）
12
月
に
旅
立
っ
て
い
っ
た
。

　

い
ま
、「
無
縁
社
会
」
と
か
「
絶
縁
社
会
」
と
か
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
絆
・
共
生
に
か
え
て
、

お
互
い
が
人
間
の
尊
厳
で
結
ば
れ
響
き
合
っ
て
絆
を
結
ぶ
の
で
は
な
く
、
友
人
も
ふ
く
め
て
、
他
者
を

競
争
の
相
手
と
し
て
の
み
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
く
企
業
社
会
・
人
間
関
係
が
う
み
落
と
し
た
産
物
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
今
崎
作
品
が
貫
く
も
の
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
て
、
家
庭
も
地
域
も
、
仕
事
の
な
か
で

も
描
か
れ
る
人
間
讃
歌
。
す
べ
て
の
作
品
で
、「
ご
一
緒
に
人
生
を
創
っ
て
い
こ
う
…
…
」と
呼
び
か
け
、

出
会
い
を
創
り
、
絆
を
結
び
、
共
生
が
創
り
あ
げ
て
い
く
人
間
社
会
・
人
間
関
係
が
生
み
だ
す
す
ば
ら

し
い
営
み
を
描
く
作
品
群
だ
。

　

激
動
・
激
変
を
し
て
い
く
時
代
・
社
会
で
生
じ
る
人
間
疎
外
へ
の
人
間
回
復
の
取
り
組
み
の
ル
ポ
群

で
あ
っ
た
り
、
日
フ
ィ
ル
な
ど
文
化
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
作
品
、
官
公
労
中
心
か
ら
民
間
、
と
り

わ
け
日
本
の
企
業
社
会
に
最
大
の
特
色
で
あ
る
極
少
数
の
大
企
業
の
も
と
に
何
階
層
も
重
ね
ら
れ
た
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
中
小
企
業
群
社
会
、
町
工
場
、
地
域
で
の
た
た
か
い
の
な
か
で
生
ま
れ
て
く
る
、
人
間
ら

し
い
労
働
の
回
復
、
人
生
づ
く
り
の
現
場
か
ら
の
ル
ポ
群
で
あ
っ
た
。

　

傷
つ
い
た
モ
デ
ル
や
不
当
な
人
間
扱
い
を
受
け
た
労
働
者
た
ち
が
、
作
家
・
作
品
と
の
出
会
い
を
と

お
し
て
、
自
分
や
友
人
た
ち
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
し
、
希
望
・
夢
を
も
っ
て
歩
み
出
す
人
間
ド
ラ
マ
・

ル
ポ
群
だ
。

　
　
◇
取
材
魔
の
方
法

　

作
品
づ
く
り
に
関
係
す
る
こ
と
だ
が
、
彼
の
感
性
に
ひ
っ
か
か
っ
た
り
、
気
が
か
り
な
情
報
に
出

会
っ
た
場
合
、
私
を
企
画
に
巻
き
込
む
た
め
の
説
得
に
く
る
。「
魅
力
が
あ
る
ん
だ
な
…
…
こ
の
人
物

…
…
」。
彼
独
特
の
感
覚
で
捉
え
た
、相
手
の
人
間
丸
ご
と
の
魅
力
を
懸
命
に
言
い
張
り
、お
し
て
く
る
。

そ
し
て
企
画
書
を
ま
た
も
と
ぼ
け
て
い
る
。

　
「
そ
れ
で
ど
う
し
た
…
…
」。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
な
ぜ
、
な
に
を
描
き
、
読
者
に
届
け
た
い
ん
だ
と

追
求
す
る
と
、
取
材
魔
の
彼
が
録
音
し
た
日
フ
ィ
ル
団
員
の
２
０
０
時
間
の
テ
ー
プ
を
あ
ん
た
が
聞
い

て
め
ぼ
し
い
人
物
を
決
め
、
そ
の
取
材
を
し
な
が
ら
決
め
よ
う
よ
…
…
と
か
、
長
崎
造
船
の
４
３
０
人

の
取
材
と
か
…
…
に
ま
き
こ
ま
れ
て
い
く
。

　

彼
の
目
を
つ
け
た
人
物
の
家
庭
に
も
お
し
か
け
て
取
材
し
て
い
く
仕
掛
け
・
ワ
ナ
を
か
け
て
く
る
こ

と
に
な
る
の
だ
が
、
日
フ
ィ
ル
企
画
で
は
、
山
本
武
司
宅
に
ま
ず
連
れ
て
行
か
れ
た
。
家
に
入
る
と
、

天
井
の
３
カ
所
く
ら
い
に
あ
る
す
ご
い
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
楽
が
流
れ
続
け
る
。
何
回
訪
ね
て
も
同

じ
だ
。
い
わ
ば
、
お
客
さ
ん
が
き
て
い
る
の
に
な
～
と
思
い
、「
い
つ
も
そ
う
な
ん
で
す
か
」
と
聞
く

と
…
…
「
こ
れ
は
私
の
空
気
で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
ね
…
…
」
と
い
う
。
父
上
も
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
有
名
な
演
奏
者
と
か
。
し
ゃ
く
だ
け
れ
ど
、
帰
り
に
は
「
日
フ
ィ
ル
企
画
を
し
な
い
よ
う

な
ら
人
間
じ
ゃ
ね
ー
」
と
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
だ
し
て
し
ま
う
。
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そ
ん
な
場
面
に
と
ま
ど
っ
た
り
、
楽
員
の
よ
ご
れ
た
小
さ
な
下
宿
に
い
く
と
、
天
井
か
ら
バ
イ
オ
リ

ン
が
紐
で
つ
る
し
て
あ
る
。「
天
井
に
つ
る
し
て
置
く
ん
で
す
か
」
と
聞
く
と
、「
置
く
と
こ
ろ
が
な
い

か
ら
ね
…
…
」
と
い
う
。
そ
し
て
「
あ
れ
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
か
ら
か
う
よ
う
に

い
う
。「
い
ま
な
ら
４
億
円
く
ら
い
は
し
ま
す
よ
…
…
」。
３
度
の
食
事
も
満
足
に
で
き
な
い
よ
う
な
状

態
の
争
議
団
の
家
に
あ
る
宝
物
に
驚
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
◇
作
品
の
思
い
出
…
…
別
掲
の
作
品
群
の
案
内
板
　

　

１　
『
日
フ
ィ
ル
』
と
、
と
も
に
あ
ゆ
み
な
が
ら
。　

　

今
崎
君
の
凄
い
と
こ
ろ
は
、
解
散
・
解
雇
に
さ
ら
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、
こ
れ
ま
で
の
殿
堂

で
「
音
楽
を
聴
か
せ
て
や
る
」
か
ら
ぬ
け
だ
し
て
、
市
民
と
と
も
に
創
り
あ
げ
て
い
く
12
年
に
わ
た
る

新
し
い
音
楽
運
動
の
な
か
で
再
建
し
て
い
く
と
り
く
み
を
、
文
字
通
り
、
全
国
を
共
に
歩
き
な
が
ら

…
…
、『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』（
正
・
続
）、『
新
世
界
へ
―
―
日
本
フ
ィ
ル
の
旅
立
ち
』
３
冊
で
刊
行
。

映
画
化
も
さ
れ
、
世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
く
。

　

そ
の
と
き
に
今
崎
君
の
位
置
は
、
著
者
と
い
う
よ
り
は
、
日
フ
ィ
ル
と
市
民
が
生
み
だ
し
た
新
し
い

音
楽
運
動
の
担
い
手
そ
の
も
の
の
一
人
と
し
て
、
全
国
に
展
開
さ
れ
て
い
く
各
地
の
市
民
の
コ
ン
サ
ー

ト
づ
く
り
の
と
り
く
み
に
も
率
先
し
て
参
加
し
な
が
ら
、
描
い
て
い
く
現
場
ル
ポ
と
い
う
こ
と
だ
。

  

彼
の
作
品
の
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
に
、
取
材
と
い
う
よ
り
は
「
俺
た
ち
は
人
間
だ
。
人
間
扱
い
を
せ

よ
…
…
」
と
た
た
か
う
一
人
ひ
と
り
の
争
議
団
員
と
と
も
に
生
き
、
あ
る
い
は
日
本
フ
ィ
ル
の
活
動
の

ど
真
ん
中
に
参
加
し
つ
つ
ル
ポ
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
う
し
て
音
楽
家
・
音
楽
が
描

き
出
す
人
間
讃
歌
・
人
間
変
革
に
感
動
の
連
続
の
作
品
が
う
ま
れ
て
く
る
の
だ
。

　

２　
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
―
国
民
の
翼
を
め
ざ
し
て
』・
単
行
本
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し

た
取
材
、
企
画
な
ど
を
描
い
た
『
日
航
機
事
故
の
深
部
と
労
使
問
題
―
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
」

を
書
き
終
え
て
』（「
賃
金
と
社
会
保
障
」
特
集
＝
労
務

管
理
の
あ
り
方
と
事
故
な
ど
見
事
な
記
事
・
１
９
８
３

年
）、
日
航
問
題
の
単
行
本
と
雑
誌
評
論
、
日
航
機
事

故
の
深
部
と
労
使
問
題
な
ど
、
今
日
の
日
本
航
空
問
題

を
も
解
明
す
る
作
品
群
な
ど
い
い
も
の
あ
り
。　

　　

３　

東
京
争
議
団
関
係
。
技
術
革
新
が
人
間
疎
外
に

直
結
す
る
労
働
の
質
も
形
も
激
変
の
な
か
で
の
人
間
ら

し
く
働
く
状
態
の
ル
ポ
群
。
重
厚
・
長
大
か
ら
軽
薄
・

短
小
、
Ｉ
Ｔ
時
代
へ
の
出
発
の
な
か
で
、
日
本
フ
ィ
ル

や
沖
電
気
を
は
じ
め
争
議
団
の
「
人
間
疎
外
の
回
復
」

「
人
間
ら
し
い
労
働
を
」
を
求
め
て
た
た
か
う
ル
ポ
―

―
沖
電
気
『
な
に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
―
―
沖
電
気

『いのちの証言』出版記念の集いが、2006 年 11 月
10 日（金）に開かれ、その集い開会前の打ち会わせ。
右から木村康子さん、今崎さん、山本眞一弁護士、柳
沢明朗さん、渡辺治さん、山科三郎さん。
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け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
に
、
民
医
連
・
医
療
生
協
の
福
島
病
院
が
受
け
入
れ
て
く
れ
て
無
事
出
産

し
、
子
育
て
に
取
り
組
む
ル
ポ
。

　

担
当
の
江
森
看
護
師
か
ら
の
連
絡
で
今
崎
君
と
と
ん
だ
。
そ
の
江
森
さ
ん
に
今
崎
君
の
偲
ぶ
会
の
連

絡
を
し
た
と
き
に
、「
私
は
今
崎
先
生
が
人
間
と
い
う
も
の
を
捉
え
る
と
き
の
人
生
の
師
で
し
た
。
人

間
と
し
て
、
医
療
の
仕
事
に
い
る
私
が
患
者
と
向
き
合
う
と
き
の
姿
勢
、
か
か
わ
り
方
を
浩
子
さ
ん
に

向
き
合
う
今
崎
先
生
の
姿
か
ら
本
当
に
学
び
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

足
指
で
よ
う
か
ん
を
切
り
、
皿
を
ふ
き
、
楊
子
を
そ
え
て
、
皿
を
押
し
て
く
る
浩
子
さ
ん
の
歓
待
に
、

今
崎
君
は
ま
こ
と
に
な
に
も
な
か
っ
た
よ
う
に
羊
羹
を
食
べ
て
い
っ
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
手
が
出
な

か
っ
た
。
浩
子
さ
ん
が
大
笑
い
。「
社
長
さ
ん
は
正
直
だ
ね
。
い
い
ん
だ
よ
…
…
」
と
い
っ
て
、
み
ん

な
で
大
笑
い
し
た
。
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど
恥
じ
た
。

　

作
品
と
こ
の
事
実
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
日
本
の
障
が
い
者
の
発
達

論
―
―
人
間
論
の
根
底
と
も
い
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
テ
レ
ビ
局
は
も
と
よ
り
各
関
係
者
・
専
門
家
集
団

が
い
っ
せ
い
に
研
究
会
な
ど
を
し
て
、
取
り
上
げ
て
く
れ
た
。

　

７　
『
明
け
な
い
夜
は
な
い
』
の
映
画
化
…
…
村
山
ひ
で
さ
ん
の
３
冊
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
出
版
。

何
人
か
の
監
督
や
作
家
の
先
生
方
か
ら
映
画
化
の
話
が
き
た
が
、
山
形
県
教
組
が
教
組
の
企
画
で
映
画

化
を
大
会
決
定
し
て
く
れ
た
。
山
本
薩
夫
監
督
・
伊
藤
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
コ
ン
ビ
で
話

が
進
む
。
シ
ナ
リ
オ
を
依
頼
さ
れ
た
飲
め
な
い
今
崎
君
も
、
毎
度
参
加
し
て
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
山
形
県

指
名
解
雇
を
こ
え
て
』、
報
知
新
聞
・
印
刷
の
た
た
か
い
の
連
作
各
種
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
戦
後
の
企

業
社
会
の
変
動
・
労
働
現
場
の
変
質
・
変
化
の
も
と
で
の
人
間
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
作
品
群
。

　　

４　

生
協
と
一
緒
に
３
年
連
続
し
た
イ
タ
リ
ア
訪
問
な
ど
国
際
的
な
連
携
活
動
を
通
し
て
、文
化
で
、

く
ら
し
の
な
か
で
―
―
日
本
よ
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
は
る
か
に
低
い
国
の
見
事
な
豊
か
な
く
ら
し
の
事
実
に
ふ

れ
、「
豊
か
さ
と
は
な
に
か
」「
文
化
と
は
」
な
ど
を
根
底
か
ら
問
い
か
け
提
起
し
て
い
く
作
品
群
。
共

生
・
協
同
の
典
型
的
先
進
国
の
事
実
を
ル
ポ
し
続
け
て
い
る
。

　　

５　

日
本
の
生
協
も
ま
た
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
発
展
、
な
ぜ
か
。
く
ら
し
の
な
か
で
、
地
域
の
な

か
で
、
子
育
て
・
教
育
・
平
和
の
問
題
で
絆
結
ん
で
、「
競
争
を
こ
え
た
共
生
・
協
同
」
に
と
り
く
む
、

各
地
の
生
協
を
中
心
に
進
め
ら
れ
た
単
行
本
と
評
論
。
本
も
評
論
も
す
ぐ
れ
た
も
の
が
多
数
あ
り
。

　

６　
『
い
の
ち
の
讃
歌
』
…
…
２
歳
の
時
の
脳
性
小
児
麻
痺
が
原
因
で
、
左
足
指
し
か
動
か
な
い
重

度
身
障
者
の
木
村
浩
子
さ
ん
が
、
座
敷
牢
に
と
じ
こ
め
ら
れ
て
育
つ
な
か
で
文
字
を
憶
え
、
短
歌
を
つ

く
り
、
足
指
で
絵
を
描
き
つ
づ
け
て
き
た
彼
女
が
、
軽
い
が
や
は
り
障
が
い
を
持
つ
ご
主
人
と
結
婚
さ

れ
て
出
産
と
な
っ
て
き
た
と
き
の
物
語
。
障
が
い
者
の
見
方
、発
達
論
な
ど
人
間
の
発
達
観
・
論
を
リ
ー

ド
し
、
問
い
か
け
て
い
く
絶
好
の
題
材
・
問
題
提
起
の
書
で
も
あ
っ
た
。

　
「
こ
ん
な
重
度
身
障
者
の
出
産
は
世
界
に
例
が
な
い
」
…
…
と
出
産
が
せ
ま
る
な
か
で
病
院
か
ら
受
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に
取
材
し
た
り
し
て
深
め
て
い
っ
た
、
実
に
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
た
。

　

第
１
稿
が
あ
が
り
提
出
さ
れ
た
と
き
山
本
監
督
の
Ｏ
Ｋ
が
で
な
い
。
結
局
、
書
い
て
は
直
し
て
７
回

書
き
な
お
し
た
と
き
に
、
山
本
監
督
が
他
の
映
画
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
映
画
化
の
夢
は
消
え
た
。
今

崎
シ
ナ
リ
オ
の
他
に
４
本
、
計
11
本
の
シ
ナ
リ
オ
が
シ
ナ
リ
オ
作
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
が
、
監
督
の
Ｏ

Ｋ
が
で
な
か
っ
た
。
か
な
り
激
し
く
論
議
を
重
ね
て
は
き
た
が
、
夫
の
逮
捕
投
獄
や
結
核
で
喀
血
し
た

り
、
河
原
に
建
て
た
掘
建
て
小
屋
で
「
水
あ
が
っ
た
」
と
泣
く
子
ど
も
と
泣
く
ひ
で
さ
ん
が
、
な
ぜ
あ

ん
な
に
明
る
い
の
か
、
生
ま
れ
つ
き
、
童
女
の
様
な
…
…
で
は
な
く
て
、
立
体
的
に
、
映
像
で
…
…
と

い
う
の
が
要
求
だ
っ
た
。

　

戦
前
の
治
安
維
持
法
体
制
や
軍
事
大
国
の
ひ
ど
さ
も
、
怖
さ
も
く
ぐ
っ
た
監
督
た
ち
の
指
摘
は
わ
か

り
つ
つ
も
、
ひ
で
さ
ん
の
明
る
さ
と
暗
さ
の
葛
藤
・
変
革
が
映
像
化
で
き
な
い
苦
闘
の
な
か
で
、
映
画

化
の
夢
は
消
え
た
。
才
能
と
個
性
あ
ふ
れ
る
作
家
た
ち
、表
現
者
の
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
葛
藤
を
み
た
。

　　

８　

モ
デ
ル
の
み
な
さ
ん
の
人
物
伝
・
人
生
伝

  

『
人
生
つ
ね
に
始
発
駅　

人
間
金
子
満
広
』（
１
９
９
０
年
）

  

『
人
生
い
つ
も
素
人
―
弁
護
士　

尾
崎
陞
の
挑
戦
』（
１
９
９
２
年
）

  

『
北
の
砦
―
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ　

鳥
生
忠
佑
と
北
法
律
事
務
所
』（
２
０
０
９
年
）

　
　

月
刊
誌
『
生
協
運
動
』
の
連
載
で
●
青
竹　

豊

　　

今
崎
さ
ん
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
私
が
就
職
し
た
１
９
８
３
年
で
し
た
。
４
月
に
出
版

部
門
に
配
属
さ
れ
、
す
ぐ
に
、
山
形
の
鶴
岡
生
協
に
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
月
刊
誌
『
生
協
運
動
』
の
連

載
に
向
け
た
取
材
の
お
手
伝
い
の
た
め
で
す
。
１
週
間
以
上
ご
一
緒
し
、
今
崎
さ
ん
の
正
義
感
な
ど
も

の
の
見
方
を
肌
身
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
、
生
協
で
の
人
生
の
原
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
も
、
友
人
が
日
本
フ
ィ
ル
に
い
た
り
、
弟
も
娘
さ
ん
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
時
々
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
初
め
に
、
東
北
の
被
災
地
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
こ
も
津
波
の
傷
痕
は
ひ
ど
く
、
福
島
は
先

の
見
通
し
さ
え
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
、「
信
頼
、
き
ず
な
、
た
す
け
あ
い
」
の
大
切
さ
が
あ
ら
た
め

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
今
崎
さ
ん
が
、
さ
き
の
『
生
協
運
動
』
の
連
載
で
ま
さ
に
訴

え
た
か
っ
た
こ
と
で
す
。
被
災
地
の
生
協
の
取
材
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）

　
　
「
変
な
受
験
者
」
●
青
野　

暉

　

１
９
５
４
年
初
頭
―
―
。
Ｔ
Ｖ
放
送
開
始
を
控
え
た
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
50
人
の
大
卒
を
募
集
。
今
崎
氏
も
私
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今崎暁巳さんと私

も
応
募
し
た
。
最
終
試
験
に
残
っ
た
の
は
52
人
、彼
も
私
も
含
ま
れ
て
い
た
。
最
終
試
験
の
形
式
は
、「
グ

ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」。「
恋
愛
結
婚
か
見
合
い
結
婚
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
出
さ
れ
、
ど
ち

ら
か
を
選
ぶ
。
テ
ー
マ
の
提
示
を
受
け
て
30
分
後
に
討
論
が
開
始
と
な
る
。

　
「
こ
の
テ
ー
マ
で
は
全
員
が
恋
愛
結
婚
を
選
ぶ
に
違
い
な
い
、
と
な
る
と
討
論
は
成
立
し
な
く
な
る
。

俺
た
ち
、
見
合
い
を
選
ぼ
う
か
」
と
提
案
す
る
と
今
崎
君
も
す
ぐ
乗
っ
て
き
た
。
し
か
し
見
合
い
結
婚

を
選
ん
だ
の
は
、私
と
彼
の
二
人
き
り
だ
っ
た
。
他
の
50
人
か
ら
責
め
立
て
ら
れ
二
人
は
タ
ジ
タ
ジ
ー
。

受
験
者
と
番
組
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
と
を
取
り
違
え
た
私
と
今
崎
君
の
二
人
だ
け
が
不
合
格
と
な
っ
た
。
し

か
し
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
合
格
し
て
い
れ
ば
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
今
崎
暁
巳
の
誕
生
は
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
大
仏
文
科
同
窓
生
）

　
　

今
崎
先
生
と
「
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
」
●
浅
利　

正

　

１
９
７
８
年
秋
、
中
央
労
働
学
院
の
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
教
室
」
に
学
ん
だ
。
そ
の
時
の
主
任
講
師

が
今
崎
暁
巳
先
生
だ
っ
た
。
そ
の
年
の
11
月
、私
が
勤
め
る
沖
電
気
が
大
量
の
指
名
解
雇
を
強
行
し
た
。

今
崎
教
室
の
受
講
生
で
沖
電
気
争
議
団
の
事
務
所
を
訪
問
取
材
し
、
教
室
終
了
後
も
勉
強
を
続
け
よ
う

と
「
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
」
を
設
立
。
機
関
誌
創
刊
号
で
「
特
集
沖
電
気
争
議
」
を
組
み
、

争
議
団
の
全
国
オ
ル
グ
・「
赤
旗
ま
つ
り
」
な
ど
で
１
０
０
０
冊
以
上
を
普
及
し
た
。

　

争
議
支
援
を
理
由
に
私
は
仕
事
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
都
労
委
で
た
た
か
っ
た
体
験
を
書
い
た
。
今
崎

先
生
は
「
単
な
る
『
被
害
届
』『
告
発
』
に
終
わ
ら
ず
、
企
業
社
会
の
本
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、
そ
の

あ
り
方
を
問
う
よ
う
な
も
の
、そ
れ
を“
人
間
”を
通
し
て
描
く
と
い
い
」と
言
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
、

職
場
同
僚
に
心
を
寄
せ
、
連
帯
に
気
を
配
り
、
職
場
で
の
仕
事
の
あ
り
よ
う
を
模
索
で
き
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
ル
ポ
を
書
く
こ
と
は
自
分
自
身
の
生
き
方
で
あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　　
　

惜
し
い
人
を
な
く
し
ま
し
た
●
鰺
坂　

真

　

共
著
『
日
本
に
お
け
る
唯
物
論
の
開
拓
者
―
永
田
廣
志
の
生
涯
と
業
績
』（
学
習
の
友
社
、

２
０
０
８
年
）
を
上
梓
す
る
に
当
た
り
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

永
田
廣
志
の
遺
児
、
則
子
様
の
お
連
れ
合
い
が
今
崎
暁
巳
さ
ん
で
し
た
。
惜
し
い
人
を
な
く
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
活
躍
し
て
ほ
し
い
人
で
し
た
。
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。　
　
　
（
関
西
大
学
）

　　
　

人
間
の
生
き
様
を
丁
寧
に
描
い
た
今
崎
さ
ん
●
阿
部　

敦

　

２
０
０
４
年
、
今
崎
夫
妻
と
戸
口
好
太
郎
さ
ん
の
４
人
で
シ
ベ
リ
ア
へ
行
き
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
中
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今崎暁巳さんと私

で
“
あ
き
ら
め
な
い
で
生
き
た
一
人
の
人
生
の
側
面
”
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
時
は
手
術

後
４
～
５
年
で
あ
り
、
奥
さ
ん
共
々
、
元
気
に
取
材
で
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
あ
る
人
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
間
の
生

き
様
を
丁
寧
に
描
い
て
い
た
だ
き
、今
崎
さ
ん
の
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）

　
　

生
協
と
文
化
協
同
で
の
出
会
い
●
新
井
千
明

　

今
崎
さ
ん
と
は
、
お
そ
ら
く
生
協
の
講
演
会
か
文
化
協
同
の
集
ま
り
の
場
で
お
会
い
し
た
こ
と
で
親

し
く
お
話
し
す
る
機
会
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
崎
さ
ん
は
埼
玉
県
北
地
で
の
生
協
活
動
や
文
化
活
動
に
も
関
心
を
も
た
れ
私
た
ち
の
活
動
を
評

価
し
良
く
励
ま
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
時
々
電
話
を
い
た
だ
き
、
映
画
作
り
の
構
想
を
述
べ

ら
れ
「
脚
本
を
送
る
か
ら
」
と
意
見
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
今
崎
さ
ん
の
映

画
製
作
へ
の
情
熱
と
思
い
、
社
会
問
題
に
対
す
る
真
摯
な
目
と
姿
勢
に
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
深
谷
の
民
主
保
育
園
の
指
導
者
が
同
郷
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
深
谷
に
も
お
出
で
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
美
里
で
あ
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
に
元
衆
議

院
議
員
の
金
子
満
広
さ
ん
と
お
出
で
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
、
足
尾
鉱
毒
事
件
の
田
中
正
造
の
記
念
集
会
で
し
た
。
そ
の
時
は
体
調
も

回
復
さ
れ
お
元
気
に
な
ら
れ
た
様
子
で
し
た
の
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
協
活
動
を
通
じ
て
）

　
　

今
崎
さ
ん
の
こ
と
●
荒
木
紀
理
子

　

今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
20
年
前
に
遡
る
。
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
、
一
緒
に
歌
い
た
い
と
「
川
口

ぞ
う
」に
お
見
え
に
な
っ
た
。
随
分
高
名
な
方
で
あ
り
、私
も
今
崎
さ
ん
の
ル
ポ
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ

た
と
気
が
つ
い
た
の
は
、
そ
の
ず
っ
と
後
の
こ
と
。
そ
の
頃
の｢

川
口
ぞ
う｣

は
実
に
パ
ワ
フ
ル
で
、

怖
い
も
の
知
ら
ず
。
言
い
た
い
放
題
の
私
た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ

う
が
、
い
つ
も
優
し
い
ま
な
ざ
し
で
、
楽
し
そ
う
に
「
ぞ
う
」
を
歌
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

大
学
３
年
の
時
、
高
校
時
代
の
恩
師
か
ら
、「
吹
奏
楽
部
で
客
演
を
お
願
い
し
た
読
売
日
響
山
岡
重

信
さ
ん
の
こ
と
が
出
て
い
る
よ
」
と
１
冊
の
本
を
紹
介
さ
れ
、
夢
中
で
読
ん
だ
。
そ
れ
が
『
友
よ
！
未

来
を
う
た
え
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
５
年
）
だ
っ
た
。
権
威
を
振
り
か
ざ
さ
な
い
方
だ
っ
た
か
ら
、

全
く
気
づ
か
な
か
っ
た
。
一
度
ゆ
っ
く
り
当
時
の
山
岡
さ
ん
の
事
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
か
な
う
こ
と
な
く
旅
立
た
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
川
口
ぞ
う
」
は
昨
年
結
成
20
周
年
を
迎
え
た
。
そ
の
間
、
歌
い
手
か
ら
観
客
へ
と
立
場
は
変
わ
っ

た
が
、
今
崎
さ
ん
は
一
貫
し
て
「
川
口
ぞ
う
」
を
支
え
て
下
さ
っ
た
。
６
月
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
寄
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今崎暁巳さんと私

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
温
も
り
は
、
一
緒
に
歩
ん
だ
仲
間
の
証
。
そ
う
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
口
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団
）

　
　

音
楽
の
良
き
理
解
者
、
今
崎
先
生
●
安
藤
由
布
樹

　

今
崎
先
生
の
著
書
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
物
語
』（
労
働
旬
報
社
、

１
９
７
５
年
）
は
、
私
た
ち
音
楽
の
世
界
に
生
き
て
い
る
者
に
と
り
ま
し
て
、
自
分
た
ち
の
た
め
に
書

か
れ
て
い
る
よ
う
な
本
で
し
た
。

　

最
後
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
も
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
弦
楽
四
重
奏
団
と
協
演
し
た
演
奏
会

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
曲
家
・
指
揮
者
）

　
　

職
人
的
編
集
者
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
●
飯
島
信
吾

　

私
に
は
、
若
い
時
に
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、「
職
人
的
編
集
者
」（
エ
デ
ィ
タ
ー
）
に
は
な
れ
な

か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
え
る
人
が
い
る
。
木
檜
哲
夫
さ
ん
（
労
働
旬
報
社
代
表
・
当
時
）、
川
崎
忠
文
さ

ん
（
同
編
集
部
・
当
時
）、柳
沢
明
朗
さ
ん
（
後
の
労
働
旬
報
社
社
長
）、中
林
賢
二
郎
先
生
（
法
政
大
学
）、

そ
し
て
今
崎
暁
巳
さ
ん
で
す
。

　

今
崎
さ
ん
は
、
60
年
代
後
半
か
ら
出
版
界
で
数
多
く
う
ま
れ
た
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
方
法

で
、
著
作
を
始
め
た
人
で
し
た
。
第
一
作
の
『
コ
ブ
だ
ら
け
の
勝
利
』
で
現
場
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た

だ
き
、
原
稿
運
び
を
し
た
経
験
が
、
最
初
で
す
。

　

し
か
し
、
編
集
者
と
し
て
、
事
実
を
発
見
し
て
時
代
の
テ
ー
マ
に
マ
ッ
チ
し
て
、
読
者
を
見
つ
け

る
に
は
相
当
、
時
間
が
か
か
り
、
30
代
に
な
っ
て
、
や
っ
と
今
崎
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

沖
電
気
の
大
量
指
名
解
雇
事
件
（『
な
に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
―
沖
電
気
指
名
解
雇
を
こ
え
て
』〈
労

働
旬
報
社
、
１
９
８
０
年
〉）
と
、
大
企
業
に
お
け
る
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
訴
え
、
た
た
か
い
を
す

す
め
て
い
た
日
本
航
空
労
組
の
み
な
さ
ん
と
出
版
し
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
日
本
航
空
―
国
民
の
翼

を
め
ざ
し
て
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
２
年
）、
そ
し
て
薬
害
ス
モ
ン
と
の
た
た
か
い
を
描
い
た
『
こ

の
人
生
に
愛
な
く
ば
―
い
の
ち
と
自
立
の
う
た
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
１
年
）
で
す
。

　

当
時
、
労
働
関
係
編
集
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
素
材
と
事
実
を
学
ん
だ
の
は
、
東
京
の
中
心
部
で
起

こ
っ
た
千
代
田
総
行
動
（
東
京
争
議
団
を
核
と
し
た
東
京
総
行
動
に
発
展
）
か
ら
で
す
。
こ
の
運
動
に

は
、
人
間
的
で
大
衆
的
な
統
一
を
め
ざ
す
労
働
組
合
づ
く
り
の
胎
動
が
あ
り
、
そ
の
事
実
と
読
者
を
結

び
つ
け
て
く
れ
た
の
は
、
今
崎
さ
ん
の
ル
ポ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
た
が
い
の
道
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
東
京
争
議
団
を
経
験
し
た
リ
ー
ダ
ー
が
組
織
し

た
、
非
正
規
労
働
者
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
の
た
た
か
い
を
描
い
て
ほ
し
い
と
話
し

合
っ
た
の
が
、
最
後
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
元
労
働
旬
報
社
編
集
部
・
シ
ー
ア
ン
ド
シ
ー
出
版
）
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今崎暁巳さんと私

　
　

　
　

今
崎
さ
ん
と
の
不
思
議
な
出
会
い
●
生
熊
茂
実

　

今
崎
さ
ん
の
訃
報
を
聞
き
、
残
念
で
す
。
１
９
７
７
年
、
私
た
ち
が
た
た
か
っ
て
い
た
全
金
渡
辺
製

鋼
の
破
産
闘
争
、
破
産
か
ら
強
制
和
議
で
会
社
を
生
き
返
ら
せ
る
、
そ
ん
な
珍
し
い
成
果
を
か
ち
と
っ

た
た
た
か
い
の
な
か
の
若
者
の
群
像
、
そ
の
ひ
と
り
と
し
て
取
材
を
う
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ

れ
は
『
学
習
の
友
』（
１
９
７
８
年
１
～
３
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
、
ル
ポ
集
『
新
た
な
る
連

帯
を
求
め
て
』（
学
習
の
友
社
）
に
収
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
労
働
旬
報
社
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
た
今
崎
さ
ん
の
労
働
者
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
愛
読
者
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
以
降
も
、
お
つ
き
あ
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
が
出
版
す
る
と
、
必
ず
贈
呈
を
い
た
だ
き
、
私
も
共
著
の
出
版
を
す
る
と
、
必
ず
お
贈
り

し
て
い
た
も
の
で
し
た
。
奇
遇
だ
っ
た
の
は
、
今
崎
さ
ん
が
、
か
つ
て
働
い
て
い
た
職
場
が
、
現
在
の

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
リ
ガ
ク
支
部
の
職
場
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ご

冥
福
を
祈
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
中
央
執
行
委
員
長
）

　
　

回
し
読
み
を
し
て
読
ん
だ
本
●
石
井
啓
一
郎

　

35
年
前
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
留
学
中
、
映
画
「
炎
の
第
五
楽
章
」
の
原
本
、『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』

を
在
住
の
日
本
人
仲
間
と
回
し
読
み
を
し
て
語
り
あ
っ
た
こ
と
を
、
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
）

　
　

今
崎
さ
ん
を
偲
ん
で
●
石
井
次
雄

　

旬
報
社
60
周
年
記
念
企
画
の
「
旬
報
社
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
今
崎
さ
ん
の
『
三
菱
帝
国
の
神
話
』（
１
９
７
７
年
刊
）
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
７
０
年
代
、
日
本
最
大
の
企
業
グ
ル
ー
プ
三
菱
の
拠
点
で
あ
っ
た
三
菱
重
工
業
長
崎
造
船
所
で

行
わ
れ
た
少
数
組
合
に
対
す
る
差
別
と
支
配
の
思
想
と
実
態
を
告
発
し
た
迫
真
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

で
す
。
こ
の
本
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
今
崎
さ
ん
は
多
く
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
か
れ
ま
し
た
が
、

私
は
こ
の
本
が
一
番
好
き
で
す
。「
旬
報
社
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
無
料
公
開
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

そ
し
て
21
世
紀
の
い
ま
、
原
発
を
手
に
し
た
人
類
は
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
崎
さ

ん
だ
っ
た
ら
こ
れ
に
ど
う
立
ち
向
か
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
想
う
。　
　
（
前
労
働
旬
報
社
社
長
）

　
　

今
で
も
あ
り
が
と
う
●
板
垣
道
明

　

私
は
石
見
の
益
田
（
鎌
手
）
出
身
で
す
。
東
京
都
港
区
の
沖
電
気
で
働
い
て
い
て
、
１
９
７
８
年
、

*http://www.junposha.com/library/?_page=book_contents&sys_id=56

*
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今崎暁巳さんと私

妻
の
て
つ
子
を
含
む
78
名
が
不
当
に
も
指
名
解
雇
さ
れ
（
私
は
切
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
が
）、
裁
判

闘
争
を
た
た
か
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
は
、仲
間
の
た
た
か
い
を
『
な
に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
―
沖
電
気
指
名
解
雇
を
こ
え
て
』

（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
０
年
）
と
い
う
ル
ポ
に
ま
と
め
、
大
き
く
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
勝
利
・
和
解
し
て
、
職
場
復
帰
を
実
現
す
る
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
で
す
。
今
で
も
本
当

に
あ
り
が
と
う
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
沖
電
気
）

　
　

人
間
讃
歌
の
作
品
群
●
市
原
千
春

　

今
崎
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

未
曾
有
の
大
震
災
に
み
ま
わ
れ
た
今
日
こ
そ
、
逆
境
下
に
生
き
る
人
び
と
に
対
し
温
か
な
ま
な
ざ
し

を
も
っ
て
人
間
讃
歌
を
謳
い
あ
げ
た
先
生
の
作
品
群
が
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
先
生
の
ご
逝
去
は
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
重
ね
て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
先
生
と
の
知
己
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（『
こ
の
人
生
に
愛
な
く
ば
―
い
の
ち
と
自
立
の
う
た
』 〈
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
１
年
〉、

　
　
　
　
　

ス
モ
ン
患
者
）

　　
　

今
崎
さ
ん
の
よ
う
な
ル
ポ
が
書
け
る
記
者
に
な
り
た
い
●
伊
藤
千
尋

　

学
生
時
代
か
ら
今
崎
暁
巳
さ
ん
の
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
新
聞
記
者
に
な
る
と
「
今
崎
さ
ん

の
よ
う
な
ル
ポ
が
書
け
る
記
者
に
な
り
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
駆
け
出
し
の
記
者
だ
っ
た
朝
日
新

聞
の
長
崎
支
局
時
代
に
、
日
フ
ィ
ル
の
取
材
の
た
め
長
崎
に
来
ら
れ
た
今
崎
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
朝
日
新
聞
に
書
い
た
記
事
が
、『
続
・
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
が
「
中
立
」
の
名
の
も
と
に
く
だ
ら
な
い
ニ
ュ
ー
ス
を
垂
れ
流
す
こ
と
が
多
い
今
、
弱

者
の
視
点
に
立
ち
、
社
会
正
義
の
実
現
を
目
指
し
て
果
敢
に
書
い
て
こ
ら
れ
た
今
崎
さ
ん
の
仕
事
が
、

い
っ
そ
う
光
っ
て
見
え
ま
す
。

　

あ
れ
だ
け
多
く
の
作
品
を
出
さ
れ
る
過
程
で
、
い
っ
た
い
何
人
の
人
に
取
材
さ
れ
た
の
か
、
そ
し

て
何
人
の
人
生
に
影
響
を
与
え
ら
れ
た
の
か
。
今
崎
さ
ん
は
ご
自
分
も
輝
き
つ
つ
、
周
り
の
人
々
に

も
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

長
崎
で
お
会
い
し
た
の
は
、
も
う
35
年
も
前
で
す
。
で
も
、
あ
な
た
の
笑
顔
、
気
さ
く
な
人
柄
は

今
で
も
生
き
生
き
と
思
い
出
し
ま
す
。
合
掌
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
日
新
聞
）
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今崎暁巳さんと私

　　
　

今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
●
伊
藤
縫
子

　

今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
学
生
時
代
の
グ
ル
ー
プ
登
山
で
北
ア
ル
プ
ス
で
し
た
。
楽
し
い
想
い

出
で
、
女
子
は
男
子
た
ち
に
あ
だ
名
を
つ
け
ま
し
た
。
彼
は
「
坊
や
」
で
し
た
。
当
時
、
私
は
ノ
ン

ポ
リ
で
し
た
が
、
社
会
に
出
て
か
ら
は
労
働
運
動
に
か
か
わ
り
、
労
働
者
代
表
と
し
て
、
党
の
主
催

の
宴
会
に
招
待
さ
れ
、
偶
然
に
も
指
定
席
が
彼
の
隣
で
し
た
。
そ
の
時
は
じ
め
て
お
互
い
の
身
上
を

確
認
し
た
次
第
で
す
。
し
か
し
そ
の
後
、
お
た
が
い
多
忙
で
、
彼
の
多
く
の
作
品
は
そ
の
都
度
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
話
し
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

上
野
の
６
・
９
行
動
で
最
後
に
お
会
い
し
た
と
き
は
、
体
調
を
く
ず
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
話
し
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
お

悼
み
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
原
水
協
常
任
理
事
）

　　
　

一
枚
の
風
呂
敷
●
今
田
克
彦

　

突
然
の
便
り
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
新
聞
で
訃
報
を
よ
み
ま
し
た
。
本
当
に
惜
し
い
人
が
ま
た

一
人
逝
か
れ
た
と
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
と
は
今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
日
本
共
産
党
島
根
県
人
会
の
席
上
で
ご
一
緒
し
た
こ
と
が
記

憶
に
の
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
の
こ
と
で
す
が
、
第
22
回
赤
旗
ま
つ
り
に
島
根
県
共
産
党
後
援
会
の

上
京
を
歓
迎
し
、
風
呂
敷
が
作
製
さ
れ
、
今
崎
さ
ん
の
名
前
も
刻
ま
れ
て
い
る
一
枚
を
今
で
も
保
存
し

て
い
ま
す
。
私
が
島
根
県
か
ら
上
京
す
る
以
前
に
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』
を
読
ん
で
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
そ
の
感
動
が
さ
め
な
い
時
期
に
今
崎
さ
ん
に
お
会
い
し
、
温
厚
で
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な

く
話
さ
れ
る
姿
に
改
め
て
感
動
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
時
、
ル
ポ
に
愛
情
が
こ
も
っ
て
い
る
訳
が
理
解

で
き
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
崎
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　
　
（
県
人
会
―
オ
ー
ル
島
根
の
会
）　

　　
　

や
さ
し
さ
と
鋭
さ
の
交
錯
す
る
ま
な
ざ
し
を

　
　

あ
り
が
と
う
●
今
野
強　

和
子

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
は
、松
本
克
巳
と
私
た
ち
で
長
く
続
け
て
い
る
《
愛
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
》

活
動
を
ず
っ
と
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
病
身
を
押
し
て
近
郊
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
駆
け
つ
け
ら
れ

た
。
ま
た
そ
の
主
催
者
に
も
丹
念
に
取
材
を
さ
れ
て
い
た
。
埼
玉
県
坂
戸
市
の
我
が
家
に
も
何
度
足
を

運
ば
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
。
ペ
ン
を
片
手
に
小
さ
な
愛
用
の
録
音
機
を
そ
ば
に
し
て
、
や
さ
し
さ
と
鋭

さ
が
交
錯
す
る
ま
な
ざ
し
は
い
つ
も
輝
い
て
い
た
。

　

私
の
家
は
40
年
前
に
、
奥
武
蔵
東
秩
父
連
峰
の
山
裾
に
あ
る
、
木
工
の
町
越
生
の
大
工
さ
ん
に
建
て
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今崎暁巳さんと私

て
い
た
だ
い
た
。
職
人
の
思
い
入
れ
と
技
が
込
め
ら
れ
た
家
で
、
今
度
の
地
震
で
も
揺
れ
に
揺
れ
た
が

細
長
い
ワ
イ
ン
の
空
き
瓶
が
２
、３
本
横
に
な
っ
た
だ
け
、
手
を
合
わ
せ
て
大
工
さ
ん
に
感
謝
し
た
。

　

偶
然
で
あ
る
が
今
崎
暁
巳
さ
ん
が
数
年
前
に
越
生
出
身
の
木
工
職
人
の
波
瀾
万
丈
の
生
き
ざ
ま
を

『
い
の
ち
の
証
言
』（
２
０
０
６
年
、
ふ
き
の
と
う
書
房
）
と
い
う
本
に
し
て
出
版
さ
れ
た
。
私
は
梅
香

る
越
生
の
町
で
出
版
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
今
崎
さ
ん
が
目
の
中
に
入
れ

て
も
痛
く
な
い
松
本
克
巳
だ
っ
た
。
今
崎
さ
ん
が
バ
ラ
を
贈
ら
れ
た
後
に
ス
テ
ー
ジ
で
そ
れ
を
抱
い
て

松
本
の
奏
で
る
ア
ン
コ
ー
ル
曲
に
酔
い
な
が
ら
笑
み
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
企
画
し
て
き
た
中
で
も
こ
と
さ
ら
思
い
出
深
い
。

　

今
崎
さ
ん
は
４
０
０
字
原
稿
用
紙
に
、
４
３
０
枚
の
遺
稿
を
残
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
絶
筆
で
あ
ろ
う

そ
の
中
に
は
、
人
権
、
正
義
、
平
和
を
希
求
し
て
志
半
ば
に
オ
ウ
ム
の
凶
刃
に
倒
れ
た
坂
本
弁
護
士
一

家
の
遺
志
を
音
楽
で
伝
え
る
《
愛
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
》
が
数
多
く
書
か
れ
て
い
た
。
病
と

た
た
か
い
な
が
ら
必
死
に
書
か
れ
た
根
跡
が
痛
い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
く
る
。
い
つ
の
日
か
旧
友
の
み
な
さ

ん
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。　
　
　
　
（
愛
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
）

　
　

お
誘
い
い
た
だ
き
、
痛
み
入
り
ま
し
た
●
岩
崎
京
子

　　

立
春
が
過
ぎ
ま
し
た
の
に
、
雪
が
降
っ
た
り
で
、
地
球
が
病
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
今
崎
先
生
の
追
悼
の
御
催
し
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
痛
み
入
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

実
は
会
の
六
月
四
日
、
大
阪
の
国
際
児
童
文
学
館
が
、
大
阪
府
知
事
橋
下
徹
氏
に
よ
り
閉
鎖
。
中
の

本
、
資
料
な
ど
三
つ
に
分
け
て
方
々
の
図
書
館
に
あ
ず
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
再
生
を
求
め
て
訴
訟
中

で
、
六
月
四
日
、
五
日
、
再
生
を
求
め
る
会
で
講
演
を
頼
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

先
月
は
証
人
喚
問
で
（
オ
シ
ラ
ス

0

0

0

0

で
証
言
も
し
ま
し
た
）、
と
い
う
わ
け
で
、
今
崎
先
生
の
偲
ぶ
会

に
は
う
か
が
え
な
い
の
で
す
が
、
勝
手
を
申
し
上
げ
て
、
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ど
う
か
ど
う
か
、

会
の
皆
様
に
も
よ
ろ
し
く
御
芳
声
く
だ
さ
い
ま
せ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
児
童
文
学
作
家
）

　
　
「
生
あ
る
限
り
書
き
続
け
る
」
と
の
意
欲
● 

岩
垂　

弘

　

１
９
５
０
年
代
に
早
稲
田
大
学
で
学
生
運
動
に
関
わ
っ
た
同
大
学
Ｏ
Ｂ
が
、
十
数
年
前
か
ら
年
一
回

集
ま
っ
て
懇
親
会
を
開
い
て
い
ま
す
。「
早
稲
田
50
年
会
」と
い
い
ま
す
。
今
崎
さ
ん
も
そ
の
メ
ン
バ
ー

で
し
た
が
、
こ
の
会
に
見
え
ら
れ
た
の
は
２
０
０
９
年
７
月
に
開
か
れ
た
懇
親
会
が
最
後
で
し
た
。
長

い
闘
病
生
活
か
ら
奇
跡
的
に
快
復
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
ス
ピ
ー
チ
の
制
限
時
間
を
超
え
て
「
共
産
党

の
綱
領
は
今
な
お
正
し
い
」「
生
命
の
続
く
限
り
書
き
続
け
た
い
」
と
、
低
い
声
で
延
々
と
話
さ
れ
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

お
び
た
だ
し
い
著
作
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、印
象
に
残
る
の
は
『
す
て
き
な
出
会
い
』（
１
９
８
７
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年
、
旬
報
社
）
で
す
。
生
協
活
動
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
す
が
、
そ
こ
に
は
、
人
間
同
士
が
協
同
す
る

こ
と
の
意
義
が
具
体
例
を
通
じ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。生
協
運
動
に
注
目
し
た
先
駆
的
作
品
で
あ
り
、

今
崎
さ
ん
の
思
想
が
込
め
ら
れ
た
傑
作
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

  　　

ま
だ
ま
だ
教
え
て
ほ
し
か
っ
た
●
岩
手
山
武

　

労
働
運
動
に
つ
い
て
、
30
数
年
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
下
町
人
間
の
会
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ろ

ん
な
こ
と
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
の
に
残
念
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
町
人
間
の
会
）

　　
　

現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
の
生
み
の
親
●
上
田
裕
子
（
牧　

泉
）　

　

現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
は
、
１
９
７
８
年
に
中
央
労
働
学
院
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
教
室
の
卒

業
生
達
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
沖
電
気
の
指
名
解
雇
事
件
が
起
こ
っ
た
年
で
す
。
先
生
の
授
業
で
は
、
そ

の
解
雇
撤
回
闘
争
を
取
材
す
る
こ
と
で
始
ま
り
、
如
何
に
描
く
か
を
学
び
、
卒
業
に
あ
た
っ
て
会
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
崎
先
生
は
、
こ
の
会
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
ま
た
育
て
の
親
で
も
あ
り
ま
し
た
。
研
究
会
の
30
年

の
歩
み
の
な
か
で
、
働
き
な
が
ら
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
書
く
こ
と
の
意
味
を
深
く
考
え
さ
せ
、
私
た
ち

を
鍛
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
、
あ
り
が
と
う
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　
　

早
稲
田
は
生
涯
の
原
点
●
梅
田
欽
治

　

今
崎
君
は
１
９
４
８
年
に
早
稲
田
で
出
会
っ
て
以
来
の
友
人
。

　

そ
の
後
、
ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
機
会
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
会
え
ば
す
べ
て
が
判
り
あ
え
、
早
稲

田
は
生
涯
の
原
点
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。　
　
　
（
宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
・
早
稲
田
大
学
学
友
）

　
　

い
の
ち
と
愛
と
・
人
間
の
た
た
か
い
の
書

　
　
『
い
の
ち
の
讃
歌
』（
重
度
身
体
障
が
い
者
の
出
産
の
記
錬
）
●
江
森
け
さ
子

　　

41
年
前
に
、
本
作
り
に
情
熱
的
な
柳
沢
さ
ん
と
、
物
静
か
な
今
崎
さ
ん
の
対
照
的
な
お
二
人
が
広
島

の
地
を
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
。
重
度
の
障
が
い
を
も
つ
木
村
浩
子
さ
ん
が
人
間
の
尊
厳
を
守
り
生
き
ぬ
く

た
め
に
挑
戦
し
続
け
、
自
ら
の
命
と
対
峙
し
出
産
と
い
う
大
事
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
に
関
心
を
示
さ

れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
新
た
な
命
の
誕
生
に
関
わ
っ
た
医
療
関
係
者
の
取
り
組
み
に
、あ
る
べ
き
医
療
・

看
護
の
姿
を
見
つ
け
取
材
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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こ
の
実
践
記
録
を
出
版
す
る
意
義
を
熱
く
語
る
柳
沢
さ
ん
に
対
し
、
今
崎
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
背
を
丸

め
て
穏
や
か
な
口
調
で
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

言
葉
が
う
ま
く
出
な
い
浩
子
さ
ん
の
聞
き
取
り
は
、
非
常
に
困
難
が
伴
い
ま
し
た
が
、
全
身
全
霊
を

掛
け
、
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
物
珍
し
さ
を
追
い
か
け
る
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
は
違
い
誠
実
性

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
崎
さ
ん
に
は
何
を
語
っ
て
も
登
場
人
物
の
気
持
ち
を
代
弁
し
て
く
れ
る
と

そ
の
時
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
引
き
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
『
い
の
ち
の
讃
歌
』（
労
働
旬
報
社
、 

１
９
７
０
年
12
月
）
は
人
間
の
優
し
さ
と
、
生
き

る
勇
気
と
感
動
を
世
の
人
び
と
に
与
え
ま
し
た
。
素
敵
な
方
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
看
護
師
）

　
　
　

人
間
連
帯
の
運
動
と
し
て
●
及
川
和
男　

　

今
崎
さ
ん
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
に
は
、人
間
へ
の
あ
た
た
か
な
「
ま
な
ざ
し
」
が
深
く
働
い
て
い
て
、

文
体
に
も
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
人
間
が
連
帯
し
て
い
く
運
動
に
、
ペ
ン
を
も
っ
て
か
か
わ
っ
て
い
く

と
い
う
基
本
姿
勢
か
ら
、
そ
れ
は
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
崎
さ
ん
の
お
仕
事
自
体
が
運

動
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

静
か
で
粘
り
強
い
現
実
へ
の
体
当
た
り
の
仕
事
ぶ
り
は
、
今
も
光
り
続
け
て
い
ま
す
。　
（
作
家
）

　　　　
　

労
働
法
専
攻
・
今
崎
暁
巳
●
大
石　

進

　

私
が
大
学
に
入
学
し
た
頃
、
今
崎
さ
ん
は
大
先
輩
の
活
動
家
だ
っ
た
。
ダ
ン
デ
ィ
で
、
さ
す
が
仏
文

科
、
と
眺
め
た
も
の
だ
。
私
が
４
年
間
罹
患
し
て
い
た
怠
け
病
治
療
の
た
め
に
早
稲
田
大
学
大
学
院
の

野
村
平
爾
ゼ
ミ
に
入
院
し
た
と
き
、
同
室
の
患
者
に
彼
を
発
見
し
、「
な
ん
で
場
違
い
な
労
働
法
ゼ
ミ

な
ど
に
」、
と
驚
い
た
も
の
だ
。
２
年
間
、
と
も
に
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

野
村
先
生
か
ら
の
ご
下
命
で
、「
理
学
電
気
」
な
る
医
療
機
器
の
会
社
へ
の
就
職
を
、
彼
に
持
ち
か

け
た
こ
と
が
あ
る
。
就
職
難
の
当
時
、野
村
先
生
は
ゼ
ミ
生
の
行
く
末
に
心
配
ひ
と
し
お
だ
っ
た
の
だ
。

彼
は
何
人
か
の
野
村
門
下
生
と
と
も
に
こ
の
会
社
の
戦
略
部
門
に
一
時
、
籍
を
置
い
た
。

　

彼
が
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
を
経
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
と
し
て
世
に
出
る
ま
で
に
は
、
10
年
ほ

ど
の
年
月
が
あ
っ
た
。
作
品
に
は
、
大
学
院
で
の
労
働
運
動
の
学
び
、
理
学
電
気
で
の
摩
訶
不
思
議
な

経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
彼
の
歩
ん
だ
道
は
、
無
駄
で
は
な
か
っ
た
の

だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
の
野
村
平
爾
ゼ
ミ
・
学
友
、
元
日
本
評
論
社
）

　
　

誇
り
あ
る
島
根
県
人
●
大
田
宣
也

　

今
崎
さ
ん
は
す
ぐ
れ
た
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
首
都
圏
の
「
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
」
代
表
と
し
て
日
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本
共
産
党
の
躍
進
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
故
吉
岡
吉
典
さ
ん
と
と
も
に
誇
り
あ
る
島
根
県
人
で

し
た
。
当
日
・
所
属
団
体
（
日
中
友
好
協
会
）
の
全
国
大
会
の
た
め
参
加
で
き
ず
残
念
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
）

　
　

サ
ン
キ
ュ
ー
今
崎
さ
ん
、
そ
し
て
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
！
●
岡
田　

尚

　

ハ
チ
マ
キ
を
頭
に
キ
リ
リ
ッ
と
し
め
た
青
年
労
働
者
が
コ
ブ
シ
を
挙
げ
て
演
説
し
て
い
る
写
真
の

表
紙
を
今
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。『
コ
ブ
だ
ら
け
の
勝
利
』
に
接
し
た
の
は
、
司
法
修
習
生
と
し

て
横
浜
に
き
た
１
９
７
２
年
。
青
法
協
の
学
習
会
で
、
こ
の
本
の
主
人
公
で
あ
る
当
時
の
総
評
全
国
一

般
神
奈
川
地
本
油
研
工
業
分
会
の
組
合
員
を
講
師
に
呼
ん
で
読
書
会
を
開
い
た
と
き
で
あ
っ
た
。

　

司
法
試
験
に
合
格
し
た
だ
け
で
「
ど
の
よ
う
な
法
律
実
務
家
に
な
る
の
か
」
を
真
剣
に
模
索
し
て
い

た
私
に
、
湘
南
の
若
い
労
働
者
を
イ
キ
イ
キ
と
描
い
た
こ
の
本
は
、
そ
の
後
の
私
の
生
き
方
を
決
め
る

一
つ
の
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

弁
護
士
と
な
っ
て
、
油
研
分
会
の
差
別
撤
廃
闘
争
の
代
理
人
と
な
り
、
本
の
主
人
公
た
ち
と
深
く
つ

き
合
う
（
特
に
よ
く
飲
ん
だ
）
よ
う
に
な
り
、
加
え
て
『
三
菱
帝
国
の
神
話
』
で
描
か
れ
た
全
造
船
三

菱
重
工
支
部
の
代
理
人
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
２
年
程
前
、
今
崎
さ
ん
を
囲
ん
で
油
研
分
会
、
三

菱
横
船
分
会
の
今
は
退
職
し
て
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ
た
組
合
員
と
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
な

が
ら
、
一
杯
や
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
恩
返
し
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
幸
せ
で
あ
る　
　
（
弁
護
士
）

　
　
「
若
者
は
い
ま
歩
み
は
じ
め
る
」、「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て
く
る
」

　
　

そ
し
て
「
三
瓶
」
●
岡
村
信
秀　

　

故
今
崎
先
生
と
出
会
っ
て
か
ら
四
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し
た
。
青
年
の
進
路
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
『
若
者
は
い
ま
歩
み
は
じ
め
る
―
高
校
生
活
へ
の
挑
戦
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
８
年
）、

そ
し
て
「
ぞ
う
」
と
の
出
会
い
。
92
年
１
月
、
今
崎
先
生
の
仲
介
で
柳
沢
さ
ん
に
会
い
、「
ぞ
う
」
の

話
し
を
聞
い
た
と
き
は
感
動
で
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
夏
、
ヒ
ロ
シ
マ
で
大
合
唱
が
実
現
。
つ
づ
い
て

阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
の
神
戸
で
の
「
ぞ
う
」
は
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
16
年
が
経
過
。
今
度
は
国
内
最
大
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
こ
の
夏
の
８
月
５
日
、
生

協
の
虹
の
ひ
ろ
ば
で
再
び
「
ぞ
う
」
を
唱
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
三
瓶
を
訪
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）

　
　
「
た
た
か
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
15
号
」
発
行
と

　
　

今
崎
顧
問
●
小
川　

緑　

　  

現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
が
３
年
半
ぶ
り
に
機
関
誌
「
た
た
か
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
15
号
を

発
行
し
ま
し
た
。
ル
ポ
研
で
は
、会
員
が
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
す
る
企
画
段
階
か
ら
集
団
討
議
に
か
け
、
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レ
ジ
ュ
メ
、
第
１
次
原
稿
、
第
２
次
原
稿
と
例
会
で
、
皆
が
侃
々
諤
々
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
作

品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
例
会
を
開
い
て
い
き
ま
し
た
が
、
毎
回
、
こ
の
例
会
に
今
崎
暁
巳
さ
ん

は
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
代
と
い
う
時
代
の
本
質
を
ど
う
見
る
の
か
、
人
間
回
復
の
た
た
か

い
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
例
に
よ
っ
て
鋭
い
質
問
を
突
き
つ
け
る
柳
沢
明
朗
顧
問
の
追
及
を

横
で
力
強
く
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
、
ニ
コ
ニ
コ
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
の
例
会
に
は
、
あ
ま
り
体
調
が
良
く
な
い
な
か
、
ど
う
し
て
も
参
加
す
る
ん
だ
と
い
う
今
崎
さ

ん
の
た
め
に
、
奥
様
が
付
き
添
っ
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
15
号
を
発
行
さ
せ
た
い
と
い
う
今
崎
さ
ん
の

執
念
の
よ
う
な
情
熱
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
15
日
、
思
い
が
け
な
い
訃
報
に
接
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
作
品
を
ま
だ
完
成
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今
崎
氏
の
遺

志
に
こ
た
え
よ
う
と
、
作
品
を
仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
ど
れ
だ
け
こ
の
今
崎
さ
ん
の
思
い
に
こ

た
え
ら
れ
た
か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
15
号
を
世
に
出
す
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
か
け
て
た
た
か
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
出
向
い
て
は
、
人
と
人
を

つ
な
ぐ
ル
ポ
を
書
き
、
た
た
か
い
を
励
ま
し
続
け
て
き
た
両
顧
問
の
思
い
を
私
た
ち
は
次
代
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　
　

平
和
へ
の
熱
い
お
も
い
に
勇
気
と
学
び
を
●
小
野
寺
利
孝

　
「
灯
す
会
」
活
動
で
、
長
い
間
ご
一
緒
し
た
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
近
年
は
、
不
自
由
な
条
件
の
下
で
最
後
ま
で
反
核
・
平
和
の
草
の
根
の
活
動
を
熱
い
お
も

い
一
杯
に
し
て
担
い
続
け
ら
れ
る
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
学
ん
だ
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
の
森
に
「
広
島
・
長
崎
の
火
」
を
永
遠
に
灯
す
会
理
事
長
、
弁
護
士
）

　
　

50
年
を
越
す
知
友
●
鍛
冶
利
秀

　　

早
大
・
野
村
平
爾
教
授
の
大
学
院
ゼ
ミ
か
ら
で
す
か
ら
、
も
う
50
年
を
越
す
知
友
で
し
た
。
い
つ
も

温
顔
で
、
聞
き
上
手
で
、
ツ
ボ
を
は
ず
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
良
質
な
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
淋
し
く
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
大
か
ら
の
友
人
・
弁
護
士
）　

　
　

　
　

一
介
の
読
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
●
風
祭
豊
志
雄

　

今
崎
先
生
の
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
紙
上
に
て
、
か
つ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
先
生
の
諸
論
評
な
ど
を
拝
読
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
一
介
の
読
者
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
偲
ぶ
会
へ
の
お
誘
い
の
書
状
を
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
不
参
加
の
こ
と
何
と
ぞ
ご
容
赦
下
さ
い
。　

不
一　

４
月
３
日　
　
　
　
（
島
根
県
人
会
）
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東
京
憲
法
会
議
で
再
会
●
片
桐
公
男

　

私
は
造
船
重
機
産
業
大
手
の
Ｉ
Ｈ
Ｉ
（
石
川
島
播
磨
）
で
会
社
に
賃
金
差
別
の
是
正
を
求
め
て
た
た

か
っ
て
い
た
。
30
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
今
崎
さ
ん
と
は
、
そ
の
当
時
は
じ
め
て
知
り
合
っ
た
が
、

そ
の
後
今
崎
さ
ん
は
、沖
電
気
の
争
議
を
ル
ポ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
私
よ
り
10
歳
ほ
ど
兄
貴
だ
っ
た
が
、

も
の
静
か
な
人
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て
東
京
憲
法
会
議
の
総
会
で
再
会
し
た
。
私
は
助
っ
人
と
し
て

憲
法
会
議
へ
来
て
い
た
。
今
崎
さ
ん
は
、
東
京
憲
法
会
議
の
代
表
委
員
と
し
て
憲
法
運
動
の
最
前
線
に

い
た
の
だ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
今
崎
さ
ん
の
意
志
を
継
い
で
、
憲
法
を
守
り
、
生
か
す
た
た
か
い
を
進

め
て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
憲
法
会
議
）

　
　

　　
　

揺
る
ぎ
の
な
い
一
生
で
し
た
ね
●
片
野
純
恵

　

１
９
５
０
年
４
月
、
大
学
に
入
っ
た
と
た
ん
、
私
た
ち
は
前
年
か
ら
続
く
反
イ
ー
ル
ズ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民

間
情
報
教
育
顧
問
）闘
争
の
教
室
で
の
反
対
集
会
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
、メ
ー

デ
ー
事
件
、
早
大
事
件
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
反
対
集
会
と
、
学
生
闘
争
に
明
け
暮
れ
、
あ
げ
く
の
果
て
は
、

就
職
難
で
走
り
廻
り
ま
し
た
。

　

そ
の
都
度
、
今
崎
さ
ん
は
、
あ
の
、
昔
、
隠
岐
に
流
さ
れ
た
お
公
家
さ
ん
の
末
裔
か
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
色
白
で
穏
や
か
な
顔
で
、
し
か
し
、
し
っ
か
り
と
宙
を
見
す
え
て
控
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
。
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
六
〇
年
安
保
闘
争
で
し
た
か
、
何
処
の
集
会
に
駆
け

つ
け
て
い
い
か
解
ら
ず
、
臨
月
の
お
腹
を
抱
え
て
警
視
庁
の
石
段
に
へ
た
り
込
ん
で
い
た
私
に
「
お
ー

い
、
お
ー
い
」
と
声
を
掛
け
、
フ
ラ
ン
ス
・
デ
モ
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

　

あ
れ
か
ら
幾
星
霜
、
常
に
変
わ
ら
ず
、
貴
方
は
困
っ
た
人
、
虐
げ
ら
れ
た
人
の
側
に
立
っ
て
発
言
を

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
見
事
な
人
生
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
学
友
）

　
　
「
紹
介
し
た
い
人
が
い
る
ん
だ
け
れ
ど
…
…
」
●
加
藤
雅
代

　

今
崎
先
生
と
の
出
会
い
は
、
ち
ば
市
民
生
協
（
現
ち
ば
コ
ー
プ
）
の
組
合
員
理
事
を
し
て
い
た
時
で

し
た
。
暮
ら
し
の
視
点
か
ら
、
自
分
サ
イ
ズ
で
発
信
が
で
き
る
生
協
運
動
は
、
あ
の
頃
の
専
業
主
婦
に

と
っ
て
社
会
参
加
の
大
切
な
場
で
し
た
。
そ
ん
な
活
動
を
表
し
た
『
暮
ら
し
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―
生
活

を
つ
く
り
変
え
る
女
た
ち
』 (

労
働
旬
報
社
、１
９
８
４
年) 

、『
お
母
さ
ん
き
れ
い
だ
ね
』（
日
本
生
協
連
、

１
９
８
６
年
）
な
ど
を
感
動
い
っ
ぱ
い
で
読
ん
だ
も
の
で
す
。
実
際
の
今
崎
先
生
は
照
れ
屋
で
、
話
も

ボ
ソ
ボ
ソ
と
上
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、
人
を
惹
き
つ
け
る
不
思
議
な
魅
力
あ
る
方
で
し
た
。
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今
崎
先
生
の
「
紹
介
し
た
い
人
が
い
る
ん
だ
け
れ
ど
…
…
」
の
言
葉
と
と
も
に
生
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
の
出
会
い
は
、
私
の
行
動
範
囲
を
広
げ
ま
し
た
。
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
、
子
育
て
文
化
協
同
…
…
。

　

人
と
人
が
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
そ
こ
か
ら
広
が
る
可
能
性
を
教
え
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ち
ば
市
民
生
協
〈
現
ち
ば
コ
ー
プ
〉）　

　　
　
苦
楽
を
と
も
に
し
た
仲
で
こ
そ　

　
　

わ
か
る
人
生
の
味
、
庶
民
の
こ
こ
ろ
●
金
子
満
広

　

私
よ
り
も
若
い
今
崎
さ
ん
と
お
別
れ
す
る
こ
と
な
ど
、ま
っ
た
く
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

無
念
残
念
。
だ
が
悲
し
み
は
現
実
で
す
。
今
崎
さ
ん
と
は
50
年
を
こ
え
る
心
を
開
い
た
交
流
の
継
続

で
す
。
そ
こ
で
い
ま
頭
に
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
は
、

　
　

  　
　
「
苦
楽
を
と
も
に
し
た
仲
で
こ
そ

　
　
　
　

わ
か
る
人
生
の
味
、
庶
民
の
こ
こ
ろ
」
―
―
で
す
。

　　

初
め
て
の
出
会
い
は
、
あ
の
「
六
〇
年
安
保
闘
争
」
の
と
き
の
群
馬
で
す
（
民
擁
連
＝
民
主
主
義
擁

護
群
馬
県
民
連
合
）
―
―
以
後
、
私
は
１
９
６
１
年
か
ら
党
本
部
勤
務
。
そ
こ
で
衆
院
選
、
旧
東
京
八

区
か
ら
立
候
補
。
落
選
も
あ
り
ま
し
た
が
、
６
期
19
年
、
国
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
し
い
選
挙
戦
、
こ
こ
で
も
今
崎
さ
ん
の
個
性
豊
か
な
活
動
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

だ
が
そ
の
今
崎
さ
ん
に
再
び
お
会
い
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
崎
さ
ん
の
作
品
、
心
、
人
柄
は
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
の
心
に
生
き
続
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
共
産
党
名
誉
役
員
、
元
衆
議
院
議
員
）

　
　

生
命
輝
く
●
上
条
貞
夫　
　

　
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』
の
感
動
は
、
い
ま
な
お
新
鮮
で
す
。　
　
　
　
　
　

     　
（
弁
護
士
）

　　
　
『
良
心
の
歴
史
を
つ
く
り
た
い
』
●
嘉
村
健
彦　

　

突
然
の
ご
逝
去
に
大
変
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。
今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
「
報
知
争
議
」
の
時
で
し

た
。
１
９
７
０
年
６
月
に
発
行
さ
れ
た
パ
ン
フ
『
良
心
の
歴
史
を
つ
く
り
た
い
』（
労
働
旬
報
社
）
の

製
作
に
あ
た
っ
て
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
パ
ン
フ
が
争
議
の
勝
利
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し

た
か
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
今
で
も
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
故
人
の
在
り
し
日
を
偲
び
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
知
争
議
で
知
り
合
う
）
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３
つ
の
顔
を
知
る
の
は
私
だ
け
？
●
加
茂
和
子

　

今
崎
先
生
と
私
の
家
は
同
じ
町
内
会
に
あ
り
、
ご
近
所
さ
ん
で
あ
る
。
地
域
で
民
主
的
運
動
や
共
産

党
の
区
議
会
議
員
と
と
も
に
宣
伝
カ
ー
に
乗
っ
て
い
る
地
域
の
活
動
家
と
し
て
の
今
崎
さ
ん
の
顔

0

0

0

0

0

0

。

　

６
年
間
勤
め
て
い
た
保
母
の
仕
事
を
辞
め
、
中
央
労
働
学
院
の
文
芸
科
（
夜
間
）
に
２
年
間
通
っ
て

い
た
と
き
の｢
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
教
室｣

の
講
師
お
よ
び
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
の
顧
問
と
し

て
の
今
崎
先
生
の
顔

0

0

0

0

0

0

。

　

最
後
に
あ
ま
り
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
少
な
い
が
３
人
の
お
孫
さ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
。
一
番

上
の
お
孫
さ
ん
と
我
が
家
の
息
子
は
一
つ
違
い
で
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
と
も
お
な
じ
と
こ
ろ
な
の

で
、
お
孫
さ
ん
の
運
動
会
等
の
行
事
で
お
会
い
す
る
と
き
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

阪
神
大
震
災
の
後
、
娘
さ
ん
夫
婦
と
二
人
の
お
孫
さ
ん
（
そ
の
と
き
は
）
と
と
も
に
我
が
家
も
母
子

で
神
戸
で
行
わ
れ
た
「
ぞ
う
列
車
」
の
合
唱
に
参
加
し
た
。
合
唱
練
習
の
と
き
に
見
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん

0

0

0

0

0

0

の
顔
0

0

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　
　

人
間
の
尊
厳
で
、
愛
を
も
っ
て
描
い
た
人
●
川
杉
元
延

　

今
崎
さ
ん
は
、
科
学
的
社
会
主
義
に
も
と
づ
き
、
自
ら
昇
華
さ
せ
た
世
界
観
で
作
品
を
書
か
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
人
間
の
尊
厳
で
あ
り
、
権
力
に
対
す
る
多
く
の
仲
間
を
、
自

分
の
目
線
で
、
愛
を
も
っ
て
描
い
た
人
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

私
は
下
町
人
間
の
会
や
上
野
の
森
に
「
広
島
・
長
崎
の
火
」
を
永
遠
に
灯
す
会
の
運
動
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
今
崎
さ
ん
と
直
接
話
を
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
慎
重
に
発

言
さ
れ
る
真
摯
な
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

思
い
起
こ
す
と「
ご
自
分
の
お
母
さ
ん
の
歩
み
」を
書
き
上
げ
、下
町
総
研（
下
町
人
間
総
合
研
究
所
）

に
原
稿
を
持
ち
込
み
た
い
と
言
わ
れ
た
時
、「
自
費
出
版
し
か
お
受
け
で
き
な
い
」
旨
、お
伝
え
し
た
時
、

電
話
の
向
こ
う
で
「
そ
う
で
す
か
、分
か
り
ま
し
た
」
と
細
い
声
で
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

お
役
に
立
て
ず
、
申
し
訳
な
い
こ
と
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
下
町
人
間
の
会
）

　
　

生
協
の
活
動
か
ら
●
菊
池
陽
子

　

今
崎
さ
ん
と
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代
は
じ
め
こ
ろ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
非
核

会
議
に
派
遣
さ
れ
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
組
合
員
の
活
動
を
取
材

と
い
う
こ
と
で
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
、
生
協
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
頃
で
し
た
。
協
同
で
の
学
び
あ
い
が
広
が
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
暮
ら
し
を
変
え
、
地

域
を
変
え
、
そ
の
力
で
社
会
を
も
変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
、「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
だ
ね
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と
ス
テ
キ
な
笑
顔
で
ほ
ん
と
に
よ
く
お
し
ゃ
べ
り
に
付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
の
生
き
方
、
考
え
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
た
お

別
れ
で
す
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
大
先
輩
で
す
。
心
か
ら
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
生
活
文
化
・
地
域
協
同
研
究
会
（
暮
ら
し
の
質
を
問
う
・
お
と
な
の
学
び
場
〉
代
表
）

　
　

一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
環
が
次
々
と
つ
な
が
り
●
岸
井
雄
作

　

今
崎
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
入
社
２
年
目
の
駆
け
出
し
新
聞
記
者
時
代
、
１
９
８
１
年
の
鹿
児
島
で

し
た
。
日
フ
ィ
ル
を
描
い
た
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』
を
映
画
化
し
た
「
炎
の
第
五
楽
章
」
の
上
映

運
動
の
た
め
来
訪
さ
れ
、
名
刺
交
換
し
た
の
で
し
た
。

　

年
賀
状
だ
け
の
や
り
取
り
が
続
き
、
15
年
後
、
私
が
千
葉
に
転
勤
。
当
時
、
ち
ば
コ
ー
プ
の
取
材
に

通
っ
て
お
ら
れ
た
今
崎
さ
ん
と
奇
跡
的
に
再
会
し
た
の
で
す
。
生
協
の
方
た
ち
が
取
り
組
む
「
ぞ
う

れ
っ
し
ゃ
合
唱
団
」
の
活
動
を
知
り
、
震
災
後
の
神
戸
や
被
爆
50
周
年
の
広
島
へ
の
、
新
幹
線
の
何
両

か
を
借
り
切
っ
た
「
ぞ
う
列
車
」
に
お
供
し
、
子
育
て
文
化
協
同
の
催
し
に
も
参
加
。

　

千
葉
県
在
住
の
ス
モ
ン
患
者
を
描
き
絶
版
に
な
っ
て
い
た
『
こ
の
人
生
に
愛
な
く
ば
』
を
主
人
公
の

元
同
級
生
ら
が
復
刊
（
自
費
出
版
）
し
た
と
の
記
事
も
書
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
巡
り
合
い
の
妙
。
一

つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な
環
が
次
々
と
つ
な
が
り
、
気
が
つ
け
ば
ず
い
ぶ
ん
長
い
鎖
に
な
り
ま
し
た
。
折
し

も
、
こ
の
大
震
災
。
鎖
の
重
み
を
有
難
く
背
負
っ
て
、
大
先
輩
の
後
を
追
い
か
け
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
後
輩
＝
毎
日
新
聞
）

　　
　

半
世
紀
以
上
も
前
の
出
会
い
●
北
村　

実

　

私
も
そ
ん
な
に
長
く
は
な
か
ろ
う
。
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、半
世
紀
以
上
前
の
、昔
の
早
稲
田
だ
っ

た
。
学
部
か
ら
大
学
院
に
か
け
て
数
年
間
、
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
の
し
歩
い
て
い
た
こ

ろ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
は
、
た
ま
に
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
だ
っ
た
が
…
合
掌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昔
の
早
稲
田
で
）

　
　

か
れ
こ
れ
44
年
も
前
…
…
●
杵
渕
智
子

　　

今
崎
さ
ん
と
お
会
い
し
た
の
は
、
柳
沢
明
朗
さ
ん
を
通
じ
て
で
、
か
れ
こ
れ
44
年
も
前
に
な
り
ま
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
お
仕
事
を
た
く
さ
ん
な
さ
い
ま
し
た
。
日
本
航
空
の

労
働
者
の
こ
と
、
経
営
の
体
質
に
つ
い
て
鋭
く
描
か
れ
た
最
初
の
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

マ
ス
コ
ミ
に
、
ま
だ
民
主
主
義
と
正
義
が
あ
っ
た
頃
に
人
気
番
組
（「
判
決
」。
日
本
教
育
テ
レ
ビ
・

Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
現
・
テ
レ
ビ
朝
日
）
の
シ
リ
ー
ズ
の
脚
本
を
書
い
て
い
ら
し
た
こ
と
も
存
じ
て
お
り
ま
す
。
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ご
病
気
に
な
ら
れ
て
、
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
見
舞
い
も
申
し
上
げ
な
い
ま
ま
お
別
れ
す

る
こ
と
に
な
り
、
心
残
り
で
な
り
ま
せ
ん
。
偲
ぶ
会
に
は
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
知
人
）

　
　
「
白は
く

皙せ
き

の
貴
公
子
」
の
よ
う
な
今
崎
さ
ん
●
木
村
康
子　

　

は
じ
め
て
、
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
も
う
40
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
、「
身
体
障
が
い
者
の
女
性

の
出
産
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
品
（『
い
の
ち
の
讃
歌 

』〈
労
働
旬
報
社
、１
９
７
０
年
12
月
〉
に
感
想
を
」

と
母
親
大
会
事
務
局
に
い
ら
し
た
と
き
で
し
た
。
感
動
的
な
作
品
で
し
た
。

　

そ
の
と
き
、「
貴
公
子
」
の
様
な
今
崎
さ
ん
に
見
と
れ
た
私
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
の
森
に
「
広
島
・
長
崎
の
火
」
を
永
遠
に
灯
す
会
代
表
理
事
）

　
　

教
育
者
と
し
て
の
今
崎
暁
巳
先
生
●
木
村
正
明

　

今
崎
暁
巳
先
生
に
は
、
１
９
８
０
年
か
ら
82
年
ま
で
中
央
労
働
学
院
の
土
曜
講
座
で
「
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
教
室
」
を
御
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
労
が
港
区
か
ら
武
蔵
野
市
に
移
っ
て
東
京
文
科
ア
カ

デ
ミ
ー
に
な
っ
て
か
ら
も
、84
年
、85
年
と
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
教
室
」
を
御
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
年
間
に
50
人
か
ら
80
人
の
書
き
手
の
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
作
家
養
成

に
た
い
へ
ん
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
７
年
に
武
蔵
野
外
語
専
門
学
校
に
な
っ
て
か
ら
も
、「
日
本
語
表
現
法
」
と
い
う
科
目
（
１

年
間
30
回
）
を
御
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作
家
、
シ
ナ
リ
オ
作
家
と
し
て
の
お
仕

事
の
他
に
文
章
表
現
の
指
導
・
教
育
、
ル
ポ
作
家
の
養
成
な
ど
多
面
的
に
旺
盛
に
活
動
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
、
若
い
学
生
た
ち
と
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
楽
し
そ
う
に
会
話
し
、
文
章

指
導
を
し
て
お
ら
れ
た
姿
が
今
で
も
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
蔵
野
外
語
専
門
学
校
）

　
　

本
作
り
の
出
発
点
●
久
保
則
之

　

小
生
、
あ
け
び
書
房
を
興
し
た
の
が
１
９
８
３
年
２
月
１
日
。
あ
の
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
た
日

を
会
社
創
立
日
に
選
び
ま
し
た
。
そ
の
日
の
日
記
に
こ
う
記
し
ま
し
た
。「
今
後
吹
き
荒
れ
る
で
あ
ろ

う
い
の
ち
切
り
捨
て
の
臨
調
行
革
路
線
に
出
版
で
抗
し
て
や
ろ
う
。
そ
れ
も
国
民
的
読
み
物
と
な
る
出

版
で
」。
そ
し
て
最
初
に
出
し
た
本
が
『
沢
内
村
奮
戦
記
』
で
す
。

　

出
版
の
道
を
志
し
た
に
は
多
く
の
先
達
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
今
崎
暁
巳
さ
ん
と
柳
沢
明
朗

（
当
時
労
働
旬
報
社
）
社
長
の
影
響
は
大
で
す
。
今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
１
９
７
４
年
、
小
生
が
日

本
機
関
紙
協
会
に
入
局
し
、
月
刊
誌
『
機
関
紙
と
宣
伝
』
の
編
集
に
携
わ
っ
て
か
ら
で
す
。
よ
く
執
筆

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
こ
と
で
熱
い
語
ら
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

味
で
硬
い
と
言
わ
れ
る
福
祉
問
題
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で
国
民
に
訴
え
て
い
く
―
―
お
二
人
の
影
響
が
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小
生
の
本
作
り
の
出
発
点
で
あ
り
、
基
礎
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
９
２
年
に
柳
沢
さ
ん

の
呼
び
か
け
で
、今
崎
さ
ん
著
の
『
人
生
い
つ
も
素
人
―
弁
護
士
尾
崎
陞
の
挑
戦
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

今
崎
さ
ん
の
人
な
つ
っ
こ
い
笑
顔
、
話
し
ぶ
り
を
小
生
、
忘
れ
ま
せ
ん
。　
　
（
あ
け
び
書
房
代
表
）

　
　

心
に
秘
め
た
文
学
へ
の
熱
情
●
工
藤　

威

　

ご
返
事
が
遅
く
な
り
ま
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
崎
暁
巳
さ
ん
と
は
、
民
主
主
義
文
学
会
の

会
議
や
会
員
の
出
版
記
念
会
な
ど
で
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
心
に
秘
め
た
文
学

へ
の
熱
情
は
強
く
て
も
会
う
と
や
さ
し
い
柔
和
な
態
度
で
い
つ
も
接
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
）

　
　

平
和
を
な
に
よ
り
も
愛
し
た
今
崎
さ
ん
●
熊
谷
金
道

　

今
崎
さ
ん
と
は
国
公
労
連
時
代
に
仕
事
を
お
願
い
し
て
以
来
の
お
つ
き
あ
い
で
し
た
が
、
有
事
法

制
反
対
の
明
治
公
園
の
集
会
で
お
会
い
し
た
の
が
最
後
の
対
面
と
な
り
ま
し
た
。　

　

平
和
を
な
に
よ
り
も
愛
し
た
今
崎
さ
ん
の
遺
志
を
つ
い
で
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
（
労
働
総
研
）

　
　

　　
　

先
生
は
何
を
思
う
か
●
倉
沢
知
裕

　

い
ま
の
日
本
の
未
曾
有
の
大
災
害
に
接
し
た
ら
、
今
崎
先
生
は
何
を
思
い
、
ど
ん
な
発
信
を
さ
れ
る

か
、
考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、
早
稲
田
大
学
、
ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
、
子
育
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
協
同
研
究
会
で
教
え
を
受
け
る
）

　
　

い
つ
ま
で
も
「
若
者
は
い
ま
、
歩
み
は
じ
め
る
」
●
黒
澤
幸
江

　

今
崎
さ
ん
の
数
あ
る
作
品
の
な
か
で
『
若
者
は
い
ま
、歩
み
は
じ
め
る
―
高
校
生
活
へ
の
挑
戦
』（
労

働
旬
報
社
、
１
９
７
８
年
）
に
「
こ
の
道
の
か
な
た
に
日
本
の
未
来
を
つ
く
る
若
者
の
世
界
が
ひ
ら
か

れ
て
い
る
の
だ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、
未
来
に
希
望
を
抱
き
、
精
一
杯
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
地
域
に
根
を
お
ろ
し
、
生
協
活
動
、
映
画
の
自
主
上
映
（
シ
ネ
マ
サ
ー
ク
ル
お
が
わ
）
活
動

な
ど
、
今
崎
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
今
夏
、
私
た
ち
親
子
は
力
を
合
わ
せ
て
困

難
な
状
況
に
あ
る
庶
民
の
暮
ら
し
を
切
り
拓
く
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　

　

合
掌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ネ
マ
サ
ー
ク
ル
お
が
わ
）
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今
崎
暁
巳
さ
ん
を
偲
ん
で
…
●
小
生
富
夫

　

今
崎
さ
ん
と
私
の
付
き
合
い
は
、下
町
人
間
の
会
が
主
催
す
る
下
町
人
間
庶
民
文
化
賞
授
賞
式
と
か
、

総
会
の
時
と
か
、
大
山
で
の
天
狗
講
酒
祭
の
時
に
来
賓
挨
拶
さ
れ
た
時
と
か
に
、
お
会
い
す
る
程
度
で

し
た
が
、
静
か
に
話
を
さ
れ
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
は
残
念
で
す
ね
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戦
争
反
対
文
化
集
団
天
狗
講
代
表
）

　　
　
“「
日
本
フ
ィ
ル
」
そ
し
て
「
ぞ
う
列
車
」
へ
”
●
河
野
英
雄

　

今
崎
さ
ん
と
最
初
に
お
会
い
し
た
の
は
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
「
日
本
フ
ィ
ル
」
を
応
援

し
よ
う
と
、
日
本
フ
ィ
ル
九
州
公
演
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
昭
和
50
年
１
月
。
九
州
公
演
初
日
の
長
崎
市

公
会
堂
が
満
席
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
と
て
も
感
動
さ
れ
、
そ
の
夜
、
遅
く
ま
で
熱
っ
ぽ
い
話
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
事
は
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
』
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
崎
さ
ん
は
、
そ
の
後
も
、
た
び
た
び
長
崎
に
来
ら
れ
ま
し
た
が
、“
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き
た
”

を
長
崎
で
、
上
演
し
た
い
と
情
熱
を
傾
け
ら
れ
、
生
協
と
一
緒
に
数
回
上
演
し
ま
し
た
。
信
念
と
、
情

熱
の
人
～
今
崎
さ
ん
。
私
の
生
涯
で
、
今
崎
さ
ん
と
出
会
い
、
交
友
が
で
き
た
こ
と
は
、
最
も
大
き
な

“
宝
”
で
あ
り
、“
誇
り
”
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
・
長
崎
）

　　
　

い
つ
も
現
場
で
語
り
あ
え
た
人
●
小
林
雅
之

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
は
、
カ
コ
ス
ト
ロ
ボ
倒
産
に
よ
っ
て
日
立
資
本
相
手
に
職
場
占
拠
闘
争
を
続
け
て

い
た
現
場
に
よ
く
訪
れ
て
は
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
１
９
８
０
年
代
は
、
日
フ
ィ
ル
再
建
闘
争
、
沖
電
気
解
雇
争
議
、
日
航
差
別

撤
廃
闘
争
な
ど
大
き
な
争
議
が
相
次
い
だ
時
代
で
し
た
。
今
崎
さ
ん
は
優
れ
た
文
学
者
で
あ
る
ば
か

り
か
、
元
々
が
労
働
法
を
研
究
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
ゆ
え
で
し
ょ
う
。
彼
の
温
か
い

眼
差
し
の
な
か
に
は
、
労
働
運
動
の
現
状
を
見
据
え
る
鋭
い
視
点
が
い
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
き
に
怖
い
と
覚
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
し
か
し
未
来
に
希
望
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、
と
い

つ
も
労
働
者
を
励
ま
し
続
け
た
方
で
し
た
。
企
業
占
拠
し
た
品
川
の
ア
ジ
ト
に
集
ま
っ
て
く
る
写
真

家
、
音
楽
家
、
文
化
人
た
ち
は
、「
労
働
と
文
化
」
に
つ
い
て
よ
く
議
論
を
し
ま
し
た
。「
労
働
運
動

の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
起
こ
そ
う
」
と
、
今
崎
さ
ん
と
二
人
で
熱
く
語
り
合
っ
た
も
の
で
し
た
。　

　

彼
は
晩
年
、「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
ね
え
、
も
っ
と
文
学
的
地
位
が
正
当
に
扱
わ
れ
る
べ
き
だ
よ
」

と
力
説
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
は
い
ま
も
重
い
印
象
と
な
っ
て
残
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
・
全
金
カ
コ
支
部
委
員
長
、
現
・
公
務
公
共
一
般
労
組
副
委
員
長
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
）
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今崎暁巳さんと私

　　
　

淋
し
い
こ
と
で
す
●
早
乙
女
勝
元

　　

先
輩
た
ち
が
次
つ
ぎ
他
界
し
て
い
く
の
は
淋
し
く
、
残
念
な
こ
と
で
す
。

　

今
崎
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
で
、
当
日
、
あ
い
に
く
と
、
重
な
っ
て
し
ま
い
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ

の
お
人
柄
と
お
仕
事
を
偲
ぶ
こ
と
に
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
家
）

　　
　

今
崎
さ
ん
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
●
佐
藤
洋
作

 　
「
協
同
」
と
い
う
こ
と
ば
に
深
く
関
わ
り
は
じ
め
た
頃
、
今
崎
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
仕
事
の
方
向
性
を
手
探
り
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
あ
の
こ
ろ
、
今
崎
さ
ん
に
は
明
る

い
笑
顔
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
何
度
励
ま
さ
れ
た
こ
と
か
。

　

そ
し
て
人
び
と
と
の
出
会
い
の
機
会
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
じ
郷
里
で
も
あ
り
、
隠
岐

の
島
に
も
ご
一
緒
す
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
と
う
と
う
適
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
の
あ
の
す
て
き
な
笑
顔
を
偲
ん
で
、
心
か
ら
哀
惜
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
化
学
習
協
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

　
　

　
　

今
崎
先
生
と
私
●
小
松
み
ゆ
き

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
９
６
０
年
代
末
期
、
港
区
に
あ
っ
た
労
働
旬
報
社
と
い
う
出
版
社
で
受
付
を
や
っ
て
い
た
22
歳
の

こ
ろ
で
す
。
小
さ
な
応
接
間
に
、
花
形
作
家
の
今
崎
先
生
に
お
茶
を
運
ぶ
の
は
、
手
が
ふ
る
え
る
ほ
ど

感
動
し
ま
し
た
も
の
で
す
。
あ
の
頃
と
し
て
は
耳
新
し
い
「
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
」
と
い
う
肩
書
や
、
ル
ッ

ク
ス
、
や
さ
し
い
笑
顔
で
語
り
か
け
る
口
調
、
す
べ
て
が
時
代
の
先
駆
け
的
な
感
じ
で
、
あ
こ
が
れ
た

も
の
で
す
。

　

沖
電
気
争
議
以
後
に
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
開
講
し
た
「
ル
ポ
教
室
」
に
通
い
、
そ
の
修
了
者
た
ち

と
「
ル
ポ
研
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
書
く
こ
と
、
見
つ
め
る
こ
と
を
学
ぶ
な
か
で
今
崎
先
生
を
身
近

に
感
じ
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

先
生
が
次
々
と
作
品
に
し
た
人
間
賛
歌
は
、
今
の
時
代
に
こ
そ
必
要
な
先
取
り
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

私
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
イ
タ
リ
ア
経
由
、
現
在
は
ハ
ノ
イ
在
住
19
年
目
で
す
が
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
い
く
つ
に
な
っ
て
も
今
崎
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
時
代
も
世
代
も
国
境
も
超
え
る
宝
で
あ
り
大

き
な
輪
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
【
在
ベ
ト
ナ
ム
】）
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今崎暁巳さんと私

　　
　

班
は
故ふ
る
さ
と郷

●
椎し

い
の
き木

孝
雄

　

コ
ー
プ
み
や
ざ
き
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
、
本
に
紹
介
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
生
協
の
「
班
」
が
も

つ
社
会
的
活は

た
らき

を
こ
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
事
業
の
利
用
単
位
で
あ
っ
た
「
班
」
を

生
活
に
と
っ
て
、
地
域
に
と
っ
て
意
味
あ
る
も
の
だ
と
意
味
づ
け
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
私
の
心
に
今

も
生
き
て
い
ま
す
。
無
縁
社
会
と
い
わ
れ
る
状
況
の
中
で「
班
」の
活は

た
らき

を
み
が
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
）

　　
　

今
崎
さ
ん
と
の
賛
沢
な
ひ
と
と
き
●
篠
崎
次
男

　　

今
崎
さ
ん
と
は
、
労
働
旬
報
社
が
ま
だ
神
保
町
に
あ
っ
た
こ
ろ
、
同
社
の
木
檜
哲
夫
さ
ん
か
ら
紹
介

さ
れ
た
の
が
最
初
で
し
た
。

　

私
が
携
わ
っ
て
い
た
医
療
生
協
運
動
や
高
齢
期
運
動
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
も
た
れ
て
い

て
、
私
の
勤
務
先
の
日
本
生
協
連
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
て
、
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　

実
績
を
た
く
さ
ん
お
持
ち
の
人
に
あ
り
が
ち
な
、
若
い
者
に
自
説
を
押
し
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
な

く
、
私
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
多
く
聞
き
出
す
こ
と
に
力
点
を
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
ら
れ
て
か
ら

そ
の
質
問
事
項
を
あ
ら
た
め
て
読
み
返
す
と
、
質
問
と
い
う
形
で
今
崎
さ
ん
の
意
見
が
貫
か
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

高
齢
期
運
動
を
準
備
し
て
い
た
頃
に
は
高
齢
期
間
題
で
、
医
療
生
協
の
「
患
者
の
権
利
章
典
」
づ
く

り
の
と
き
に
は
患
者
と
人
権
に
つ
い
て
有
意
義
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
づ
き
あ
い
の
不
得
手
な
私
へ
の
配
慮
か
ら
か
、
事
務
所
以
外
で
お
会
い
し
た
記
憶
が
な
く
、
た
だ

た
だ
議
論
を
す
る
だ
け
の
お
付
き
合
い
で
し
た
が
、
私
に
は
賛
沢
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。
映
画
の
台
本

に
つ
い
て
意
見
を
た
び
た
び
聞
か
れ
ま
し
た
。
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会
）

　
　

安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
●
篠
垤　

潔

　　

突
然
の
訃
報
に
驚
き
と
悲
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。
私
よ
り
先
に
旅
立
た
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
は
１
９
９
１
年
７
月
１
日
以
後
、
ベ
ッ
ド
上
で
の
闘
病
専
一
の
暮
し
と
な
り
ま
し
た
が
、

故
今
崎
暁
已
さ
ん
は
お
便
り
で
励
ま
し
続
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
に
肺
が
ん
告
知
以
後
、
私
は
命
を
い
つ
失
う
か
不
安
な
毎
日
で
し
た
が
、
２
０
１
１
年

２
月
に
な
る
も
存
え
て
い
ま
す
。
お
励
ま
し
の
お
便
り
は
い
つ
も
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
命
あ
る
限
り
頑
張
り
ま
す
。
今
は
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
生
前
の
お
仕
事
が
語
り
続
け
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
、
友
人
）
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今崎暁巳さんと私

　
　

す
て
き
な
出
合
い
●
篠
原
友
恵

　

コ
ー
プ
か
な
が
わ
50
周
年
記
念
事
業
の
『
す
て
き
な
出
合
い
』
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、

と
て
も
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
崎
先
生
の
足
跡
を
偲
び
つ
つ
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〈
生
協
〉
コ
ー
プ
か
な
が
わ
元
理
事
）

　
　

地
域
を
住
民
の
視
点
か
ら
変
革
し
て
い
く
運
動
を
学
ぶ
●
清
水　

洋　

　　

今
崎
先
生
と
は
、私
が
弁
護
士
活
動
を
始
め
た
北
法
律
事
務
所
時
代
に
、地
球
の
共
生
を
求
め
て
「
北

区
人
権
研
究
交
流
集
会
」
を
開
催
し
た
と
き
か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
の
「
人
民
の
家
」
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
地
域
を
住
民
の
視
点
か
ら
変
革
し
て

い
く
運
動
に
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
不
死
鳥
の
如
き
復
活
を
慶
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
残
念
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
）

　　　　
　

金
属
労
働
者
だ
っ
た
今
崎
さ
ん
●
下
村
三
郎　

　

今
崎
さ
ん
は
短
い
期
間
だ
っ
た
が
理
学
電
機
と
い
う
会
社
の
本
社
に
籍
を
置
い
て
い
た
。
私
が
労
働

者
と
な
っ
た
１
９
６
０
年
、
そ
の
前
後
の
こ
と
だ
。
工
場
で
働
い
て
い
た
私
に
当
時
の
今
崎
さ
ん
の
記

憶
は
な
い
。
だ
が
組
合
事
務
所
に
残
る
全
国
金
属
東
京
地
本
の
大
会
議
事
録
に
、「
政
党
支
持
の
自
由
」

を
訴
え
る
今
崎
さ
ん
の
発
言
が
残
っ
て
い
る
。
退
職
さ
れ
「
判
決
」
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
く
頃
に
な
っ
て
、

「
ウ
チ
に
い
た
今
崎
さ
ん
」
の
名
前
が
語
ら
れ
た
。
団
体
交
渉
で
や
り
合
う
相
手
が
今
崎
さ
ん
の
早
稲

田
の
同
級
生
だ
っ
た
こ
と
も
後
に
知
っ
た
。

　

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
が
結
成
さ
れ
た
後
に
、
顧
問
弁
護
士
の
鍛
冶
利
秀
先
生
が
今
崎
さ
ん
と
同
窓
だ
っ
た
り
、

不
思
議
な
縁
を
感
じ
た
。
本
を
出
さ
れ
る
た
び
に
お
贈
り
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ご
生
前
、
ゆ
っ
く
り
と

お
話
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
だ
。
金
属
労
働
者
の
、
で
き
れ
ば
丸
子
警
報
器
の
た

た
か
い
な
ど
も
書
い
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
、
と
今
さ
ら
な
が
ら
思
う
。
遺
志
を
継
い
で
労
働
運
動
だ

け
は
離
れ
ま
い
と
誓
う
。　
　
　
　
　
　
　
（
元
理
学
電
機
で
共
に
働
く
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
中
央
本
部
で
）

　
　

不
遜
の
一
語
●
新
船
海
三
郎

　
「
十
五
歳
の
戦
争
」
と
表
題
さ
れ
た
分
厚
い
ゲ
ラ
稿
が
今
崎
さ
ん
か
ら
届
い
た
。
２
０
０
９
年
の
秋

だ
っ
た
。
読
ん
で
、
こ
れ
を
出
版
す
る
に
つ
い
て
の
意
見
を
聞
き
た
い
と
い
う
。
そ
れ
ま
で
に
も
何
度
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今崎暁巳さんと私

か
、
今
崎
さ
ん
か
ら
ご
自
分
の
構
想
や
書
い
た
も
の
に
意
見
を
求
め
ら
れ
た
か
ら
、
今
回
も
気
楽
に
引

き
う
け
た
。
内
容
は
、
今
崎
さ
ん
の
体
験
に
即
し
た
小
説
だ
っ
た
。
重
い
も
の
が
あ
り
、
現
代
の
、
よ

り
年
少
の
世
代
に
、
か
つ
て
こ
の
国
で
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
こ
を
懸
命
に
生
き
、
真
実
に
目
を
開

い
て
い
っ
た
若
者
が
い
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
真
情
に
溢
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
私
は
、
主
人
公
が
伸
び
て
大
き
く
育
っ
て
い
か
な
い
、
定
点
定
量
の
存
在
で
い
る
こ
と
に
不

満
を
持
っ
た
。
教
導
的
で
あ
る
こ
と
も
気
に
な
り
、
む
し
ろ
エ
ッ
セ
イ
に
し
た
方
が
生
き
る
と
、
先
輩

へ
の
言
葉
と
し
て
は
い
さ
さ
か
不
遜
な
返
事
を
し
た
た
め
た
。

　

そ
れ
が
、
今
崎
さ
ん
に
送
っ
た
最
後
の
手
紙
に
な
っ
た
。
言
葉
を
足
す
こ
と
は
も
う
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
芸
評
論
家
・
日
本
民
主
主
義
文
学
会
常
任
幹
事
）

　
　

輝
く
命
●
清
家
洋
子

　

今
崎
先
生
、
出
会
い
か
ら
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
、
き
ら
り
と
輝
く
発
見
を
教
わ
り
ま
し
た
。
生
産
者

と
消
費
者
を
、
作
る
現
場
の
人
と
調
理
す
る
主
婦
の
交
流
を
た
が
い
に
気
持
の
通
ず
る
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。
輝
く
と
は
、
日
常
の
暮
ら
し
か
ら
発
見
、
気
づ
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
何
と
素
敵

な
こ
と
で
し
ょ
う
！　

先
生
は
い
つ
も
手
帳
に
書
き
留
め
、
笑
顔
で
熱
く
語
り
合
う
お
姿
で
し
た
。

　

川
口
ぞ
う
列
車
の
ス
テ
ー
ジ
を
観
に
行
き
、
ロ
ビ
ー
で
再
会
、
多
く
の
仲
間
と
握
手
し
た
昨
年
の
夏
。

　

ぞ
う
列
車
合
唱
組
曲
の
存
在
を
、
柳
沢
さ
ん
と
二
人
で
何
度
も
千
葉
へ
お
い
で
い
た
だ
き
、
伝
え
て

く
だ
さ
り
、
誕
生
し
た
の
が
「
ち
ば
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
合
唱
団
」
で
す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の

ス
テ
ー
ジ
か
ら
卒
業
し
、
成
長
し
て
い
ま
す
。
全
国
に
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
り
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
曲
と
と
も
に
、
永
遠
に
命
優
し
く
輝
き
つ
づ
け
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ー
プ
ち
ば
生
協
を
通
じ
て
）

　
　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
判
決
」
打
ち
切
り
で
共
に
た
た
か
う
●
関
千
枝
子

　　

今
崎
さ
ん
と
は
早
大
文
学
部
時
代
の
友
人
で
す
。
彼
は
仏
文
、
私
は
露
文
で
す
が
、
卒
業
以
来
お
目

に
か
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
六
〇
年
安
保
の
デ
モ
の
中
で
お
互
い
に
ヤ
ア
、
と
い
い
あ
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
彼
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
判
決
」
の
脚
本
を
書
き
、
そ
の
打
ち
切
り
に
抗
議
、
立
ち

上
が
っ
た
と
き
、
私
は
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
記
者
会
の
一
員
と
し
て
と
も
に
た
た
か
い
ま
し
た
（
当
時
の

毎
日
新
聞
を
見
て
い
た
だ
け
け
れ
ば
、
何
件
か
記
事
が
あ
る
は
ず
で
す
）。
一
貫
し
て
か
わ
ら
ぬ
今
崎

さ
ん
の
生
き
方
に
感
動
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
）

  　
　

今
崎
暁
巳
君
に
つ
い
て
●
芹
澤
寿
良

　

今
崎
暁
巳
君
と
は
、
１
９
５
０
年
10
月
の
早
稲
田
に
お
け
る
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
反
対
闘
争
を
た
た
か
っ

た
時
代
か
ら
の
友
人
の
一
人
で
、
彼
も
当
時
、
仏
文
の
米
川
良
夫
、
杉
本
時
哉
、
須
藤
忠
昭
（
い
ず
れ
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も
故
人
）
ら
の
活
動
家
集
団
と
と
も
に
、
文
学
部
棟
の
前
に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
き
、
一
般
学
生
へ
抗
議

集
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
構
内
を
飛
び
回
っ
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

仏
文
卒
の
彼
が
労
働
法
を
学
ぶ
た
め
に
大
学
院
の
法
学
研
究
科
に
進
ん
だ
事
情
や
理
由
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
私
も
労
働
法
を
学
び
、
労
働
組
合
運
動
の
分
野
で
働
き
、
と
く
に
民
間
大
企
業
の
労
資

関
係
の
実
態
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら
彼
の
人
間
の
尊
厳
と
労
働
基
本
権
保

障
の
意
義
を
踏
ま
え
た
１
９
７
０
年
代
～
１
９
８
０
年
代
の
大
企
業
支
配
の
告
発
と
そ
れ
に
抵
抗
し
、

た
た
か
う
労
働
者
の
姿
を
描
い
た
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
作
品
の
数
々
は
、
職
場
の
自
由
と
民
主
主
義
を
守

る
運
動
の
全
国
的
発
展
と
労
働
者
の
権
利
の
法
的
保
障
と
拡
充
を
勝
ち
取
っ
た
裁
判
闘
争
等
に
大
き
く

寄
与
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
～
５
年
は
毎
年
、
早
稲
田
関
係
者
が
会
っ
て
近
況
交
歓
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
に
は

欠
席
さ
れ
た
の
で
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
最
近
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
の
仲
間

の
他
界
が
続
く
な
か
、
寂
し
さ
が
つ
の
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
学
友
、
高
知
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

　
　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
●
染
谷
正
圀　

　

吉
岡
吉
典
議
員
を
し
の
ぶ
会
に
当
っ
て
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
知
人
）

　
　

　
　

偲
ぶ
こ
と
ば
●
高
井
統
嗣

　　

今
崎
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

あ
な
た
を
偲
ぶ
会
実
行
委
員
長
の
柳
沢
明
朗
さ
ん
は
、
私
と
あ
な
た
の
間
柄
に
つ
い
て
、
し
ば
し
ば

「
活
動
分
野
も
専
門
分
野
も
ち
が
う
変
な
コ
ン
ビ
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
庶
民
の
命

と
暮
ら
し
、
文
化
と
民
主
主
義
・
平
和
を
ま
も
り
「
人
間
中
心
の
世
の
中
」
を
め
ざ
し
て
力
を
あ
わ
せ

て
き
た
仲
で
し
た
。
激
変
・
激
動
の
い
ま
、
人
間
の
尊
厳
を
ま
も
り
ぬ
く
た
た
か
い
が
、
い
よ
い
よ
大

切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
崎
さ
ん
、
あ
な
た
の
遺
志
を
ひ
き
つ
ぎ
、
こ
の
目
標
の
実
現
を
め
ざ
し
て
力

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ぬ
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
お
休
み
く
だ
さ
い
。       

（
下
町
人
間
の
会
・
下
町
総
研
）

　　
　

福
島
原
発
・
九
条
改
憲
へ
の
つ
な
が
り
●
高
岡
岑
郷

　

九
条
の
会
講
演
会
と
重
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
残
念
で
す
が
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
。
正
力
松
太
郎
と
中
曽
根
康
弘
に
よ
る
「
元
凶
」
へ

の
追
及
を
、九
条
改
憲
へ
と
つ
な
が
る
ア
メ
リ
カ
の
対
日
戦
略
を
暴
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、

今
崎
暁
巳
さ
ん
の
こ
と
が
す
ぐ
思
い
出
さ
れ
て
ま
し
た
。
残
念
で
す
。　
　
　
　
　
（
東
京
革
新
懇
）
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誠
実
な
人
柄
に
感
動
●
高
田
昭
治

　　

体
調
を
く
ず
し
て
お
り
、
入
院
中
の
た
め
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
、
30
年
ほ
ど
に
な
る
沖
電
気
争
議
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
ル
ポ
も
書
い
て
い
た
だ
い
た
関
係
で
の
長
い
お
つ
き
あ
い
で
す
。

　

い
つ
も
変
わ
ら
な
い
誠
実
な
お
人
柄
に
い
つ
も
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
合
掌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
電
気
争
議
団
）

　　
　
“
善
意
に
か
け
た
人
生
” 

●
高
橋
晴
雄

　

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
善
良
な
今
崎
さ
ん
。
目
に
浮
か
び
ま
す
。
貴
方
は
広
島
で
被
爆
者
岩
佐
先
生
が

あ
の
日
さ
ま
よ
っ
た
跡
を
学
生
た
ち
と
た
ど
っ
た
り
、
震
災
後
の
神
戸
や
ヒ
ロ
シ
マ
や
、
郷
里
の
三
瓶

山
の
ほ
と
り
で
合
唱
劇
「
ぞ
う
列
車
」
に
ご
一
緒
し
た
り
、
千
葉
県
各
地
の
生
産
地
と
暮
ら
し
の
現
場

を
何
年
も
か
け
て
取
材
し
た
り
、
生
協
で
働
く
障
が
い
者
一
人
ひ
と
り
を
記
録
し
た
り
、
時
に
は
直
接

お
母
さ
ん
た
ち
の
食
卓
を
の
ぞ
き
、
組
合
員
の
手
に
よ
る
開
発
の
生
協
商
品
を
追
跡
し
た
り
…
…
30
年

余
、
貴
方
は
生
協
の
私
た
ち
と
共
に
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
従
事
し
た
生
協
の
こ
と
で
貴
方
の
戦
友｢

柳
沢
さ
ん
」
の
好
意
で
、“
ご
い
っ
し
ょ
に
”　

の
本

に
な
り
そ
の
売
り
上
げ
は
１
万
部
を
超
え
ま
し
た
。
私
の
理
念｢
一
人
ひ
と
り｣

を
現
場
で
見
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
方
は
作
家
と
し
て
人
び
と
の
痛
み
や
喜
び
を
現
場
で
追
い
な
が
ら
、
変
革
へ
の

“
希
望
”
を
見
出
す
べ
く
、
そ
の
一
生
を
費
や
し
ま
し
た
。

　

貴
方
の
心
を
糧
に
仲
間
と
と
も
に
、
大
地
震
、
津
波
、
人
災
原
発
事
故
下
の
日
本
で
た
た
か
う
こ
と

を
魂
の
前
に
誓
い
ま
す
。
だ
か
ら
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
（
元
全
国
大
学
生
協
連
専
務
理
事
、
前
ち
ば
コ
ー
プ
理
事
長
、
前
千
葉
商
科
大
学
講
師
。

　
　
　
　
　

今
崎
さ
ん
は
元
ち
ば
コ
ー
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
生
協
に
関
す
る
執
筆
・
出
版
）

　　
　

今
崎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●
髙
橋
米
吉

　　
　

　

今
崎
さ
ん
に
は
３
冊
の
出
版
物
を
お
世
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
良
心
の
歴
史
を
つ
く
り
た
い
』

は
、「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
編
」
と
「
７
０
０
人
の
記
録
」
の
２
冊
で
す
。
１
９
６
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
報

知
争
議
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
攻
撃
か
ら
、
そ
れ
を
跳
ね
返
し
て
就
労
、
職
場
の
再
闘
争
に
入
る
ま
で
で
す
。

　

も
う
１
冊
の
『
吼
え
ろ
青
春
』（
労
働
旬
報
社
）
は
、
後
に
千
代
田
区
労
協
の
組
織
争
対
部
長
を
務

め
た
山
田
晃
一
君
の
青
春
時
代
を
描
い
た
も
の
で
す
。
職
場
闘
争
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
若
者

が
、
職
場
の
仲
間
と
悩
み
な
が
ら
も
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

当
時
、
青
年
婦
人
部
長
の
山
田
君
の
下
で
副
部
長
を
務
め
て
い
た
私
も
何
か
誇
ら
し
げ
に
感
じ
た
事

を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
今
崎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
知
印
刷
労
組
）
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人
生
80
年
代
か
ら
い
え
ば
…
●
竹
中
博
美

　

私
が
故
今
崎
さ
ん
と
久
々
に
お
逢
い
し
た
の
は
２
０
０
９
年
10
月
30
日
、
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会

員
の
作
家
井
上
文
夫
氏
の
『
時
を
つ
な
ぐ
航
路
』
出
版
を
祝
う
会
の
席
上
で
す
。
そ
れ
が
最
後
に
お
目

に
か
か
れ
た
時
で
し
た
。
そ
の
折
“
ず
い
ぶ
ん
顔
色
が
悪
い
、
ご
病
気
で
は
”
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
去
年
12
月
18
日
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
で
12
月
15
日
に
心
不
全
で
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
知

り
、“
あ
あ
、
や
は
り
あ
の
折
は
具
合
が
悪
か
っ
た
の
だ
”
と
思
い
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
致
す
も
の
で
す
。

　

故
人
と
は
こ
の
10
年
に
前
述
の
時
も
含
め
三
度
し
か
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。
作
品
も『
い
の
ち
の
証
言
』

（
ふ
き
の
と
う
書
房
、
２
０
０
６
年
）
を
一
冊
読
ん
だ
だ
け
で
し
た
。
特
に
親
し
い
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
故
人
は
１
９
３
０
年
生
ま
れ
、
私
は
１
９
２
８
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
。
人
生
80
年
代
か
ら
い
え

ば
早
い
死
で
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
作
品
を
ル
ポ
方
式
で
続
け
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
）

　
　

木
谷
さ
ん
を
励
ま
す
革
新
オ
ー
ル
早
稲
田
の
会
で
尽
力
●
田
中
幹
夫

　

今
崎
暁
已
さ
ん
と
は
、
木
谷
八
士
さ
ん
が
旧
東
京
五
区
か
ら
衆
院
選
挙
に
立
候
補
を
決
意
し
た

１
９
７
７
年
以
来
、「
木
谷
八
士
さ
ん
を
励
ま
す
革
新
オ
ー
ル
早
稲
田
の
会
」
の
結
成
の
準
備
か
ら
会

の
運
営
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
な
か
で
も
労
を
い
と
わ
ず
、
世
話
人
会
に
も
よ
く
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
の
運
営

に
つ
い
て
も
“
早
稲
田
ら
し
く
変
革
的
で
文
化
の
薫
り
高
い
”
内
容
で
と
、
発
足
総
会
に
日
フ
ィ
ル
の

メ
ン
バ
ー
を
招
請
し
て
い
た
だ
い
た
の
も
、
今
崎
さ
ん
の
ご
尽
力
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
木
谷
さ
ん
を
国
会
に
送
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
充
実
し
た
活
動
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
木
谷
八
士
秘
書
）

　
　

生
活
協
同
の
試
み
へ
の
熱
い
視
線
●
田
辺
準
也

　
『
暮
ら
し
の
ル
ネ
サ
ン
ス
』（
１
９
８
４
年
）
で
、
め
い
き
ん
生
協
〔
現
コ
ー
プ
あ
い
ち
〕、
岡
山
コ
ー

プ
、
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
、
の
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
生
活
協
同
の
試
み
を
ル
ポ
し
て
い
た
だ
き
、
お
母
さ

ん
た
ち
の
思
い
、
そ
し
て
生
協
運
動
に
人
生
の
夢
を
描
い
た
専
従
職
員
の
思
い
に
限
り
な
い
信
頼
、
共

感
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
ど
ん
な
に
励
ま
し
に
な
っ
た
か
、
今
読
み
返
し
て
も
新
鮮
、
あ
の
頃

ど
ん
な
に
希
望
を
持
た
せ
て
い
た
だ
い
た
か
、
感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。

　

今
崎
さ
ん
自
身
の
、
人
に
対
す
る
優
し
さ
、
絆
、
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
熱
い
思
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

ま
だ
、
海
の
も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
し
れ
な
い
時
期
の
生
活
協
同
の
試
み
に
熱
い
視
線
を
注
い
で
い

た
だ
き
、
生
協
運
動
に
燃
え
る
力
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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時
代
は
、
そ
し
て
東
日
本
大
地
震
の
惨
禍
は
、
今
崎
さ
ん
の
足
跡
、
し
っ
か
り
引
き
継
ぐ
こ
と
を
求

め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
協
ル
ポ
で
。
元
め
い
き
ん
生
協
専
務
理
事
）

　　
　

生
き
る
こ
と
へ
の
賛
歌
●
近
津
経
史

　

１
９
７
５
年
で
あ
っ
た
か
、
労
旬
の
柳
沢
社
長
か
ら
刷
り
上
が
っ
た
ば
か
り
の
『
友
よ
！
未
来
を
う

た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
物
語 

』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
５
年
）
を
い
た
だ
い
た
。
読
ん
で

ひ
ど
く
感
動
し
た
わ
た
し
は
、
以
来
、
愛
読
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
今
崎
さ
ん
と
お
会
い
し
、
子
ど
も
・
青
年
の
学
習
疎
外
や
そ
の
回
復
の
実
践
に
つ
い
て
仲

本
正
夫
さ
ん
や
柳
沢
さ
ん
と
と
も
に
、
お
話
を
し
た
り
、
お
聴
き
し
た
り
す
る
機
会
が
あ
り
、
職
場
に

も
何
度
か
足
を
お
運
び
い
た
だ
い
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
が
映
画
「
巣
立
ち
の
と
き
・
教
育
は
死
な
ず
」
の
脚
本
と
な
っ
て
結
実
し
た
と
お
聞

き
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
の
作
品
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
同
映
画
に
見
る
よ
う
に
子
ど
も
・
青
年
へ
の
あ
た
た
か
い

眼
差
し
で
あ
り
、
人
間
へ
の
限
り
な
い
信
頼
を
根
底
に
す
え
た
生
き
る
こ
と
へ
の
賛
歌
で
あ
っ
た
。

　
『
い
の
ち
の
証
言
―
私
は
毒
ガ
ス
弾
を
埋
め
ま
し
た
』 （
ふ
き
の
と
う
書
房
、 

２
０
０
６
年
６
月
）
を

い
た
だ
い
た
お
り
、
わ
ざ
わ
ざ
お
電
話
を
く
だ
さ
り
、
お
声
を
お
聞
き
し
た
の
が
最
後
で
あ
っ
た
。
今

崎
さ
ん
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
正
則
高
校
教
諭
・
知
人
）

　
　

　
　

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
基
底
に
す
え
て
●
寺
久
保
光
良

　　

今
は
も
う
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
中
央
労
働
学
院
で
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
講
座
で
、
初
め
て
今
崎
先

生
の
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
座
の
卒
業
生
で
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
を
つ
く
り
、
今
崎
先
生
に
ず
っ
と
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、私
が
学
ん
だ
こ
と
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
す
。
今
後
も
そ
れ
を
基
底
に
す
え
て
書
き
、

考
え
、
行
動
し
た
い
と
い
う
思
い
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　　
　

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
●
冨と

だ田
憲
二

　
「
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
」
の
忘
年
会
の
席
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
ト
ダ
さ
ん
、
今
度
、
連
載
や
る

か
ら
取
っ
て
よ
！
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
２
０
０
４
年
３
月
号
か
ら
お
よ
そ
１
年
半
、
定
期
購
読
者
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
『
民
主
文
学
』
誌
上
の
「
人
間
と
し
て
生
き
る　

戦
争
を
や
ら
な
い
人
間
の
記
録
」

が
今
崎
さ
ん
か
ら
僕
へ
の
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
は
旧
制
松
江
中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
故
藤
原
治
先
生
（
歴
史
家
、
教
育
者
）
と
深
く
親
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交
が
あ
っ
て
、
そ
の
藤
原
先
生
が
僕
の
母
校
安
来
高
校
の
校
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
だ
お
顔
も
知

ら
な
い
前
か
ら
「
作
家
今
崎
暁
巳
」
の
う
わ
さ
は
藤
原
先
生
か
ら
何
度
も
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

後
年
、「
島
根
の
会
」
で
同
席
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
会
の
座
長
役
で
あ
っ
た
今
崎
さ
ん
の
満
面
の

笑
み
が
、
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彫
刻
家
・
オ
ー
ル
革
新
島
根
の
会
）

　　
　
『
師
』
●
冨
岡　

豊

　　

人
間
と
人
間
と
の
つ
な
が
り
、
生
命
へ
の
慈
し
み
、
表
現
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
「
文
章
」
の

師
で
す
。
不
肖
の
弟
子
は
た
だ
た
だ
、
泣
の
合
掌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
、
下
町
人
間
の
会
）

　　
　

生
命
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
●
豊
田
誠

　

今
崎
さ
ん
の
『
こ
の
人
生
に
愛
な
く
ば
―
い
の
ち
と
自
立
の
う
た
』 （
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
１
年
）

は
、
今
崎
著
作
集
の
珠
玉
の
作
品
の
一
つ
で
し
ょ
う
。
薬
害
ス
モ
ン
患
者
た
ち
の
人
生
の
ド
ラ
マ
を
タ

テ
糸
に
、
薬
害
ス
モ
ン
の
裁
判
・
運
動
を
ヨ
コ
糸
に
織
り
な
し
た
、
人
間
の
心
の
絵
巻
と
な
っ
て
い
る

の
で
す
。

　

１
９
７
０
年
代
に
展
開
さ
れ
た
薬
害
ス
モ
ン
の
裁
判
は
、
訴
訟
の
規
模
と
い
い
、
被
害
の
深
刻
さ
と

い
い
、日
本
の
司
法
に
と
っ
て
正
に
前
例
の
な
い
も
の
で
し
た（
東
京
地
裁
可
部
所
見
）。
こ
の
裁
判
は
、

人
間
の
生
存
に
対
す
る
国
の
責
任
を
確
立
す
る
基
本
を
築
き
上
げ
、
そ
の
後
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
、
公
害
・

薬
害
・
労
災
裁
判
に
大
道
を
切
り
拓
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
崎
さ
ん
は
、
１
９
８
１
年
５
月
10
日
、
こ
の
作
品
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
こ
う
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　
「
私
た
ち
日
本
人
は
、
高
度
経
済
成
長
の
二
〇
年
間
で
破
壊
さ
れ
た
も
の
、
失
っ
た
も
の
を
と
り

　

か
え
し
、
人
権
を
も
う
一
度
確
立
し
、
人
間
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
わ
れ
わ
れ
の
文
化
社
会
を

　

建
設
す
る
時
を
迎
え
て
い
ま
す
」「
こ
の
突
破
口
を
開
い
た
の
が
、
公
害
反
対
の
市
民
運
動
で
あ
り
、

　

ス
モ
ン
の
た
た
か
い
も
そ
の
新
し
い
世
界
を
一
歩
押
し
広
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
」　
「『
原
子

　

力
公
害
』
が
大
き
く
問
題
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
、
す
べ
て
の
人
間
・
環
境
破
壊
と
た
た
か
う
人

　

間
の
運
動
が
大
き
な
連
帯
の
輪
と
な
り
、
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
と
な
る
、
新
し
い
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

　

運
動
、
国
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
緊
急
に
必
要
な
課
題
だ
と
考
え
ま
す
」

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
問
題
で
世
界
が
揺
れ
動
い
て
い
る
今
日
、
今
崎
さ
ん
の
こ
の
警

告
は
ま
さ
に
驚
き
で
す
。
今
崎
さ
ん
の
、
こ
よ
な
く
人
間
を
愛
す
る
心
が
、
原
子
力
公
害
の
恐
怖
を
予

知
し
、
人
間
を
守
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

惜
別
の
思
い
、
た
だ
た
だ
募
る
ば
か
り
で
す
。（
２
０
１
１
・
４
・
５
）　　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
）
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今
崎
暁
巳
先
生
の
安
ら
か
な
ご
永
眠
を
お
祈
り
し
ま
す
●
鳥
生
忠
佑

　

今
崎
さ
ん
は
、
多
く
の
作
品
の
最
後
に
、
私
の
弁
護
士
活
動
史
・『
北
の
砦
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
鳥

生
忠
佑
と
北
法
律
』（
日
本
評
論
社
、
２
０
０
９
年
６
月
）
を
出
版
さ
れ
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
筆
致
で
読

む
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
中
で
あ
り
な
が
ら
の
完
成
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
北
法
律
事
務
所
長
・
弁
護
士　

最
後
著
作
・「
北
の
砦
」
の
出
版
で
）

　
　

今
崎
暁
巳
さ
ん
の
思
い
出
●
内
藤　

功

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
の
ご
自
宅
に
、
飯
田
幸
平
さ
ん
の
ご
案
内
で
お
邪
魔
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
20

年
以
上
前
で
し
た
。
物
静
か
な
謙
虚
な
方
で
し
た
。

　

今
、
私
の
手
元
に
御
著
書
『
北
の
砦
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
鳥
生
忠
佑
と
北
法
律
』（
日
本
評
論
社
、 

２
０
０
９
年
６
月
）
が
あ
り
ま
す
。
北
区
の
住
民
運
動
と
鳥
生
忠
佑
弁
護
士
を
描
い
た
本
で
す
。

　

も
っ
と
も
っ
と
私
た
ち
に
力
を
与
え
て
ほ
し
か
っ
た
。
残
念
で
す
。
ご
遺
志
の
万
分
の
一
で
も
継
い

で
前
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
）

　
　

ご
冥
福
を
●
中
川
和
郎　

　

あ
り
し
日
の
故
人
を
偲
び
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
大
学
同
級
生
）

　　
　

先
生
の
眼
差
し
の
や
さ
し
さ
●
中
島
祥
子

　

文
学
教
室
で
先
生
の
ル
ポ
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
未
だ
に
ル
ポ
は
書
け
ず
に
居
り
ま

す
。
も
う
一
度
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
先
生
の
講
義
を
受
け
た
い
と
思
い
つ
つ
、
悲
し
い
お
知
ら
せ
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
出
版
記
念
会
や
、
時
に
は
演
奏
会
会
場
で
お
見
受
け
す
る
時
、
生
き
方
が
お
姿
に

表
わ
れ
て
い
る
と
思
う
こ
と
し
ば
し
ば
で
し
た
。
先
生
の
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
眼
差
し
を
今
、
し
み

じ
み
と
思
い
返
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
主
文
学
萌
葱
支
部
・
文
学
教
室
生
徒
）

　
　
　
　

今
崎
暁
巳
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●
中
島
文
男

　

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
沖
電
気
争
議
支
援
、
北
区
の
人
権
と
民
主
主
義
を
守
る
運
動
の
な
か

で
、「
人
と
人
と
の
き
ず
な
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
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ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
人
び
と
が
被
災
に
遭
い
ま
し
た
。
先
生
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た「
人

と
人
と
の
き
ず
な
」
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
は
、
希
望
を
生
み
、
復
興
の
大
き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
私
も
人
間
大
好
き
の
目
線
の
生
き
方
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
友
人
）

　　
　

平
和
と
社
会
進
歩
に
献
身
●
中
祖
昭
規

　　

中
国
地
方
の
名
山
・
三
瓶
山
の
山
麓
の
す
ば
ら
し
い
大
自
然
の
大
気
を
共
に
楽
し
ん
だ
郷
土
の
先

輩
。
平
和
と
社
会
進
歩
に
献
身
し
た
生
涯
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
区
革
新
懇
代
表
世
話
人
・
事
務
局
長
、
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
）

　
　

永
田
廣
志
の
映
画
化
を
望
む
な
ら
●
永
沼
孝
致

　　

２
０
０
８
年
６
月
に
『
日
本
に
お
け
る
唯
物
論
の
開
拓
者
―
永
田
廣
志
の
生
涯
と
業
績
』（
学
習
の

友
社
）
を
発
刊
に
到
る
過
程
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

永
田
廣
志
の
娘
さ
ん
・
今
崎
則
子
さ
ん
に
は
、
原
稿
を
い
た
だ
い
た
上
に
、
東
京
の
お
宅
に
鰺
坂
先

生
と
私
た
ち
二
人
（
宮
田
哲
夫
・
永
沼
孝
致
）
が
訪
問
し
ま
し
た
際
に
は
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
無
宗

教
葬
の
時
の
弔
辞
13
通
の
コ
ピ
ー
を
い
た
だ
き
、
ご
主
人
の
今
崎
暁
巳
様
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話

を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
お
言
葉
が
、
い
ま
で
も
耳
朶
に
響
い
て
い
る
の

で
す
。「『
永
田
廣
志
の
生
涯
と
業
績
』
の
映
画
化
を
み
な
さ
ん
が
望
む
な
ら
、
私
の
知
り
合
い
に
優
れ

た
人
物
が
い
ま
す
か
ら
紹
介
し
ま
す
よ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。　
　
　
（
永
田
廣
志
研
究
会
役
員
）

　　
　

古
い
友
人
と
し
て
●
中
藤
泰
雄

　　

今
崎
さ
ん
と
は
、
古
い
友
人
、
長
い
付
き
合
い
、
な
ん
で
も
し
ゃ
べ
り
、
率
直
な
意
見
を
言
え
る
仲

で
し
た
。
彼
は
、
多
く
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
人
で
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

突
然
の
訃
報
に
呆
然
と
し
ま
し
た
が
、
と
て
も
残
念
で
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ツ
会
長
）

　
　

い
つ
も
励
ま
し
て
く
れ
る
こ
と
ば
か
け
●
中
村　

博

　

ど
こ
で
は
じ
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
か
…
…
、
教
師
を
し
て
い
た
私
が
退
職
し
た
頃
、『
子
ど
も

ら
に
夢
と
力
を
!!
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
０
年
１
月
）
と
い
う
本
を
出
版
し
た
。

　

そ
の
頃
、
出
版
社
の
柳
沢
明
朗
氏
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
40
年
以
上
も
前
の

こ
と
…
…
。
言
葉
が
美
し
く
力
強
か
っ
た
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
ま
す
。
教
員
仲
間
の
言
葉
と
ち
が
っ
て
、
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文
化
が
私
を
、
そ
し
て
次
の
目
標
に
向
っ
て
歩
き
出
し
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

　

お
病
気
を
知
っ
て
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
そ
の
電
話
口
で
も
歯
切
れ
の
よ
い
い
つ
も
の
言
葉
。
そ
れ
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
て
。
教
育
と
文
化
と
子
ど
も
を
結
び
つ
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
世
に
発
言
を
し
て
い
く
こ
と
が
私

の
…
仕
事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
ど
も
と
民
話
の
会
）

　
　
　

今
崎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
●
な
か
む
ら
み
の
る

　

日
本
民
主
主
義
文
学
会
の
い
ろ
い
ろ
な
会
議
で
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
本
当
に
静
か
な
方
で
し
た
。
し

か
し
会
議
で
は
必
ず
発
言
し
、
ご
自
分
の
今
書
い
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
そ
の
意
図
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。
低
く
静
か
な
話
し
声
が
ま
だ
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

私
は
中
年
代
か
ら
手
探
り
状
態
で
小
説
を
書
き
始
め
ま
し
た
。
右
往
左
往
す
る
私
に
、
長
く
労
働
生

活
を
経
験
し
て
き
た
こ
と
が
、
物
書
き
に
と
っ
て
ど
ん
な
貴
重
な
財
産
で
あ
る
か
、
私
の
耳
元
で
静
か

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
、
社
会
の
真
実
を
求
め
、
人
間
の
絆
を
つ
む
ぎ
続
け
て
き
た
方
の
言
葉
と
し
て
、

ど
ん
な
に
か
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
は
、
人
生
の
真
実
を
、
明
日
を
見
つ
め
今
日
を
真
剣
に
生
き
て
い
る
人
び
と
の
真
実
の
姿
を
、
書

き
続
け
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
今
崎
さ
ん
に
誓
い
ま
す
。　

３
／
23　
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
）

　
　
『
学
力
へ
の
挑
戦
』
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
今
崎
さ
ん
●
仲
本
正
夫

　

今
崎
さ
ん
の
『
コ
ブ
だ
ら
け
の
勝
利
』
は
１
９
６
９
年
の
作
品
だ
と
い
う
。
な
つ
か
し
い
作
品
で
あ

る
。
40
数
年
前
の
そ
の
年
は
、
私
が
あ
る
私
立
高
校
で
組
合
結
成
を
準
備
し
て
い
て
発
覚
し
、
電
話
１

本
で
解
雇
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　

そ
の
後
私
は
、
組
合
を
結
成
し
、
教
職
員
組
合
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、「
私

学
に
憲
法
な
し
」
と
い
わ
れ
た
き
び
し
い
時
代
に
、
今
崎
さ
ん
の
作
品
は
こ
ぶ
だ
ら
け
に
な
っ
て
た
た

か
う
教
師
に
限
り
な
い
激
励
と
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
与
え
て
い
た
。

　

そ
の
今
崎
さ
ん
が
、急
に
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
き
た
の
は
、労
働
旬
報
社
か
ら
出
版
し
た
拙
著
『
学

力
へ
の
挑
戦
』（
１
９
７
９
年
）
を
と
り
あ
げ
、「
今
崎
が
、
微
分
積
分
の
本
質
は
分
析
と
総
合
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
国
民
が
身
に
つ
け
る
べ
き
共
通
教
養
だ
と
講
演
で
話
し
て
い
た
」
と
い
う
こ

と
を
、
当
時
の
社
長
の
柳
沢
明
朗
氏
か
ら
聞
い
た
と
き
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
こ
と
で
今
崎
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
話
し
合
う
機
会
が
も
て
な
い
ま
ま
の
痛
恨
の
お
別
れ
と
な
っ

た
。
今
崎
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
私
立
高
校
教
師
）　
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人
間
と
日
航
の
未
来
の
た
め
に
●
仲
本
政
良

　　
「
人
間
と
日
航
の
未
来
の
た
め
に　

１
９
８
２
・
１
１
・
２　

今
崎
暁
巳
」の
色
紙
が
私
の
部
屋
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
今
崎
さ
ま
と
の
運
動
の
接
点
で
す
。
今
崎
さ
ま
が
執
筆
し
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日

本
航
空
』（
１
９
８
２
年
、
日
航
経
営
の
分
裂
差
別
の
労
務
政
策
と
労
働
組
合
の
た
た
か
い
を
リ
ア
ル

に
描
か
れ
た
作
品
）
が
日
航
労
組
の
運
動
を
大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本

航
空
』
を
広
げ
、
労
働
組
合
の
支
援
を
得
る
た
め
に
、
一
緒
に
北
海
道
に
行
き
各
労
働
組
合
を
歩
き
回

り
ま
し
た
。
飲
め
な
い
お
酒
に
付
き
合
い
、
支
援
を
訴
え
た
こ
と
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
０
年
に
開
催
し
た
「『
沈
ま
ぬ
太
陽
』
企
業
・
人
間
・
労
働
組
合
を
考
え
る
集
い
」

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
日
航
労
組
50
周
年
集
会
に
も
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
中
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
や
す

み
く
だ
さ
い
。
今
崎
さ
ま
に
教
え
ら
れ
た
道
を
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
日
航
労
組
）

　
　

　
　

沖
電
気
争
議
を
通
し
て
●
中
屋
重
勝

　　

１
９
７
８
年
に
起
こ
っ
た
沖
電
気
の
指
名
解
雇
事
件
で
、
解
雇
さ
れ
た
た
か
い
に
立
ち
あ
が
っ
た
若

者
た
ち
。
不
安
い
っ
ぱ
い
の
時
期
に
、
ペ
ン
を
引
っ
提
げ
て
駆
け
付
け
た
の
が
、
三
田
の
争
議
団
事
務

所
近
く
の
中
央
労
働
学
院
で
、
ル
ポ
教
室
を
開
い
て
い
た
今
崎
さ
ん
と
そ
の
生
徒
た
ち
。

　

そ
の
後
、
沖
争
議
特
集
の
『
闘
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
』
創
刊
号
が
つ
く
ら
れ
、
今
崎
さ
ん
は
『
な

に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
―
―
沖
電
気
指
名
解
雇
を
こ
え
て
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
０
年
）
に
、

沖
争
議
の
時
代
的
意
味
を
問
い
、
若
者
群
像
を
描
い
て
、
全
国
に
沖
争
議
支
援
を
広
げ
る
強
力
な
武
器

を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
づ
く
り
に
、
当
事
者
と
し
て
、
時
々
立
ち
会
い
ま
し
た
が
、
当
時

の
労
旬
の
柳
沢
社
長
、
飯
島
さ
ん
な
ど
と
熱
い
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
何
度
も
書
き
直
し
を
重
ね
る
作

業
に
「
た
た
か
い
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
の
一
面
を
垣
間
見
た
も
の
で
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
は
争
議
の
解
決
ま
で
、
ず
う
っ
と
沖
電
気
争
議
を
見
守
り
支
援
し
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

争
議
の
力
に
な
る
人
を
紹
介
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
争
議
団
を
つ
な
い
で
く
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て

は
、
そ
の
絆
が
い
ま
で
も
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
元
沖
電
気
争
議
団
事
務
局
長
）

　
　

本
と
し
て
読
み
た
か
っ
た
母
上
の
物
語
●
西
亀
百
合
子

　

今
崎
先
生
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
１
９
８
２
年
出
版
の
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
』
執
筆

の
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
し
た
。
こ
の
本
は
、
当
時
、
10
億
円
賃
金
差
別
と
た
た
か
っ
て
い
た
日
本

航
空
労
働
組
合
の
運
動
を
広
め
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
30
年
、
出
版
記
念
集
会
や
日
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
数
年
お
き
に
お
目
に
か
か
る
と
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い
う
お
つ
き
あ
い
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
折
に
伺
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
先
生
の
母
上
の
物
語
で
し

た
。
そ
の
長
い
物
語
を
伺
っ
た
と
き
即
座
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
小
説
の
ヒ
ロ

イ
ン
の
名
で
し
た
。
ぜ
ひ
本
に
す
る
べ
き
で
す
と
僭
越
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
。
先
生
は
「
そ
う
で
す

ね
え
」
と
微
笑
ま
れ
た
だ
け
で
し
た
が
、
私
は
そ
の
後
、
機
会
が
あ
る
た
び
に
「『
魅
せ
ら
れ
た
る
魂
』

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
」
と
お
尋
ね
し
た
も
の
で
し
た
。

　

30
冊
を
超
え
る
ご
著
書
を
は
じ
め
立
派
な
お
仕
事
を
達
成
さ
れ
て
の
旅
立
ち
で
す
が
、
私
に
は
こ
の

本
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
本
当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
先
生
の
新
た
な
旅
路
が
安
ら

か
な
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
航
空
労
働
組
合
元
組
合
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

ル
ポ
を
書
く
情
熱
●
西
村
一
郎

　

私
の
所
属
す
る
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
の
顧
問
を
今
崎
さ
ん
に
は
長
く
し
て
い
た
だ
き
、
昨

年
11
月
の
例
会
が
お
会
い
す
る
最
後
と
な
っ
た
。
参
加
者
が
遅
れ
、
待
っ
て
い
る
間
に
次
作
の
構
想
に

つ
い
て
今
崎
さ
ん
か
ら
話
を
う
か
が
っ
た
。
戦
後
の
激
動
期
の
中
で
、
自
ら
が
ど
う
生
き
て
き
た
の
か

を
ま
と
め
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

そ
の
前
の
例
会
で
は
、
会
場
入
口
の
階
段
で
動
け
な
く
な
り
、
青
い
顔
で
帰
ら
れ
た
。
11
月
も
顔
の

血
色
は
よ
く
な
く
、
亡
く
な
る
１
カ
月
前
で
あ
っ
た
。

　

最
期
ま
で
ル
ポ
を
書
く
情
熱
を
私
も
持
ち
た
い
。　
　
　
（
現
代
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
会
員
）

　
　

映
画
『
あ
し
た
の
火
花
』
づ
く
り
か
ら
い
っ
し
ょ
に
●
西
村
直
樹

　

今
崎
さ
ん
、
70
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
当
時
、
私
は
総
評
全
国
金
属
東
京
地
本
の
専
従
者
。
65
年
に
劇
映
画
『
ド
レ
イ
工
場
』
を
つ
く
っ

た
の
ち
、
次
の
映
画
『
沖
縄
』
を
作
る
ま
で
は
東
北
の
農
村
の
出
稼
ぎ
調
査
な
ど
を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
あ
と
、「
お
前
は
こ
っ
ち
の
方
が
向
い
て
い
る
」
と
い
う
佐
竹
五
三
九
さ
ん
の
指
示
で
、
調

査
部
に
ま
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
家
計
調
査
を
や
り
、労
働
時
間
短
縮
の
理
論
面
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
時
、
渡
辺
製
鋼
の
船
台
に
大
型
船
が
入
っ
て
い
た
の
を
モ
デ
ル
に
し
て
映
画
『
あ
し
た
の

火
花
』
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
そ
ば
に
私
が
い
ま
し
た
。

　
『
沖
縄
』
の
赤
字
解
消
の
た
め
、も
う
一
度
、日
本
ロ
ー
ル
争
議
に
題
材
を
え
て
映
画
『
ど
ぶ
川
学
級
』

を
作
り
ま
し
た
が
、
そ
の
姉
妹
編
の
よ
う
な
『
巣
立
ち
の
と
き　

教
育
は
死
な
ず
』
の
シ
ナ
リ
オ
に
意

見
を
言
っ
た
り
し
ま
し
た
。　

　

…
私
が
文
化
運
動
離
れ
し
て
、
お
つ
き
あ
い
が
途
絶
え
ま
し
た
。
暮
れ
の
12
月
18
日
、「
し
ん
ぶ
ん

赤
旗
」
を
見
て
驚
き
、
き
り
ぬ
い
て
手
帳
に
貼
っ
た
も
の
で
す
。　
（
元
総
評
全
国
金
属
東
京
地
本
）
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イ
タ
リ
ア
へ
二
度
ご
い
っ
し
ょ
に
●
二
宮
厚
美　

　
　

　

今
崎
さ
ん
と
は
１
９
８
０
年
代
半
ば
以
降
の
つ
き
あ
い
で
し
た
。
特
に
80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
前

半
期
に
は
、
大
阪
よ
ど
が
わ
市
民
生
協
を
通
じ
て
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
イ
タ
リ
ア
に
二
度
い
っ

し
ょ
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
崎
さ
ん
に
強
く
学
ん
だ
こ
と
は
、
研
究
に
は
現
場
の
声
を
聞
く
こ
と
が
ま
ず
重
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
崎
さ
ん
は
、
と
も
か
く
現
場
の
話
を
聞
く
、
声
を
ひ
き
だ
す
こ
と
に
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
今
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
大
学
教
授
）

　
　
“
出
会
い
” 

●
根
本　

保

　　

第
一
印
象
―
―
島
根
県
隠
岐
島
よ
り
静
岡
市
立
城
内
東
小
学
校
へ
転
校
し
た
今
崎
君
は
垢
抜
け
し

た
利
発
そ
う
な
少
年
に
見
え
た
。

　

教
室
―
―
授
業
中
、
先
生
と
の
対
話
に
そ
つ
が
無
く
、
は
き
は
き
し
た
明
る
い
姿
勢
は
、
多
く
の
級

友
の
羨
望
の
的
だ
っ
た
。
い
つ
も
謙
虚
な
態
度
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　

課
外
活
動
―
―
４
年
生
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
共
に
剣
道
部
に
所
属
、
朝
夕
の
激
し
い
稽
古
を
重

ね
、
一
緒
に
県
大
会
団
体
戦
に
出
場
、
準
優
勝
。
あ
の
と
き
の
喜
び
と
悔
し
さ
は
格
別
だ
っ
た
。
今
崎

君
の
じ
っ
と
耐
え
て
い
た
姿
は
、
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

戦
後
の
出
会
い
―
―
君
と
同
じ
静
岡
中
学
校
（
現
・
静
岡
高
校
）
に
進
学
す
る
も
、
３
年
生
中
途
で

学
徒
動
員
。
そ
し
て
終
戦
。
厳
し
い
戦
後
生
活
に
音
信
途
絶
え
が
ち
。

　

20
年
前
に
級
友
の
森
川
君
を
中
心
に
城
内
東
一
七
会
発
足
。
数
年
前
、
今
崎
君
と
再
会
で
き
、
昨
年

秋
、『
北
の
砦
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
鳥
生
忠
佑
と
北
法
律
』（
日
本
評
論
社
、 

２
０
０
９
年
６
月
）
を
い

た
だ
い
た
ば
か
り
。
祈
冥
福
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
市
立
城
内
東
小
学
校
の
級
友
）

　
　

子
育
て
文
化
協
同
の
運
動
で
ご
一
緒
に
●
野
々
垣
務

　　

今
崎
先
生
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
育
て
文
化
協
同
の
運
動
で
は
、
全
国
各
地
に
ご
一
緒
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
生
協
や
子
ど
も
劇
場
の

方
々
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
集
会
成
功
に
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ぞ
う
列
車
の
運
動
で
は
、
柳
沢
さ
ん
と
と
も
に
子
ど
も
や
親
た
ち
に
希
望
を
話
さ
れ
、
そ
の

映
画
化
に
も
夢
を
も
っ
て
脚
本
を
書
か
れ
ま
し
た
が
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
心
残
り
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

川
口
ぞ
う
列
車
を
指
導
し
て
い
た
高
校
教
師
の
長
谷
川
良
雄
君
の
聞
き
取
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
先
生
よ
り
先
に
若
く
し
て
、
急
逝
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
先
生
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
悲
し
い
こ

と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
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ま
た
、
個
人
的
な
思
い
出
と
し
て
は
、
拙
宅
で
イ
タ
リ
ア
の
リ
ア
リ
ズ
ム
映
画
の
名
作
、
４
時
間
の

長
い
「
１
９
０
０
年
」
と
い
う
映
画
を
藤
岡
貞
彦
さ
ん
、
柳
沢
社
長
、
長
谷
川
君
な
ど
と
酒
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
鑑
賞
し
、
語
り
合
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
い
つ
も
明
る
く
、
楽
観
的
に
展
望
を
語
っ
て
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
人
で
し
た
。
そ
れ
は
人
間

の
可
能
性
を
限
り
な
く
信
頼
し
て
い
た
人
間
観
か
ら
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
の
生
き
方
に
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
子
育
て
・
文
化
協
同
代
表
）

　
　

映
画
人
の
墓
碑
に
合
葬
●
野
原
嘉
一
郎

　

故
今
崎
暁
巳
さ
ん
は
、
去
る
４
月
29
日
開
催
さ
れ
た
、
映
画
人
の
墓
碑
の
会
主
催
の
「
第
20
回
全
合

葬
者
・
合
同
追
悼
会
」
で
合
葬
さ
れ
、
納
骨
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
御
冥
福
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）

　
　

御
著
書
『
吼
え
ろ
青
春
』
を
通
し
て
●
橋
本　

勇

　

報
知
争
議
支
援
の
た
た
か
い
の
中
で
出
会
い
ま
し
た
。

　

こ
の
出
会
い
が
自
分
も
ふ
く
め
労
組
青
年
部
が
外
に
目
を
む
け
、
足
を
出
す
、
原
動
力
で
あ
っ
た
と

懐
古
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
日
販
労
組
）

　
　

弱
き
も
の
に
い
つ
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
人
●
波
多
野
章

　

穏
や
か
な
微
笑
を
浮
か
べ
、
包
み
込
む
よ
う
な
語
り
口
で
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
今
崎
さ
ん
。
そ
ん

な
先
生
が
、
こ
の
世
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。

　

私
は
、
日
航
労
組
Ｏ
Ｂ
で
１
９
８
２
年
９
月
に
出
版
さ
れ
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
』
の
著
作

を
お
手
伝
い
し
た
も
の
で
す
が
、
著
作
ば
か
り
か
私
た
ち
が
た
た
か
っ
て
い
た
「
差
別
撤
回
闘
争
」
解

決
に
先
生
は
心
血
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
御
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
格
差
社
会
と
い
う
形
で
私
た
ち
の
問
題
が
さ
ら
に

蔓
延
し
て
い
る
今
日
、
高
齢
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
も
そ
の
改
善
に
努
力
せ
ね
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
天
国
か
ら
も
ご
支
援
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
（
元
日
本
航
空
労
組
）

　
　

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
●
浜
口
武
人

　

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
夫
婦
ぐ
る
み
の
お
付
き
あ
い
で
し
た
が
、
今
崎
さ
ん
は
闘
争

史
の
執
筆
者
と
し
て
、
私
は
弁
護
団
の
一
員
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
争
議
現
場
で
顔
を
合
わ
せ
た
も
の

で
す
。
合
掌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弁
護
士
）
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革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
で
出
逢
っ
て
●
原　

徹

　
「
宮
本
顕
治
さ
ん
を
国
会
へ
」
と
「
革
新
オ
ー
ル
中
国
の
会
」
を
結
成
し
、
そ
の
後
、「
革
新
オ
ー
ル
島

根
の
会
」
に
発
展
さ
せ
る
中
で
、
今
崎
さ
ん
の
活
躍
に
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
島
根
の
大
先
輩
「
今
崎
さ
ん
」「
吉
岡
吉
典
さ
ん
」
た
ち
の
活
躍
に
、
明
日
の
希
望
を
も
っ
て
前

進
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
石
播
争
議
団
の
人
生
を
歩
み
、
今
崎
さ
ん
の
活
躍
を
励
み
に
し
た
も

の
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
安
ら
か
に
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
）

　
　

感
動
し
た
『
い
の
ち
の
証
言
』
●
原
美
佐
男

　　

島
根
県
人
会
で
の
諸
行
事
を
通
し
て
、
私
は
今
崎
さ
ん
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
崎
さ
ん
の
挨

拶
は
物
静
か
で
、
落
ち
着
い
た
話
し
振
り
で
し
た
が
、
そ
の
中
に
も
ロ
マ
ン
や
情
熱
が
込
め
ら
れ
て
い
て

力
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
今
崎
さ
ん
か
ら
、『
い
の
ち
の
証
言
』（
２
０
０
６
年
、
ふ
き
の
と
う

書
房
）
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
と
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
主
人
公
の
好
太
郎
（
好
っ
ち
ゃ
ん
）
の
、
何
事
に

も
一
生
懸
命
に
努
力
し
て
事
を
成
し
遂
げ
て
い
く
と
い
う
素
晴
ら
し
い
生
き
方
に
、
私
は
大
き
な
感
動
を

覚
え
、
私
に
と
っ
て
の
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
い
の
ち
の
証
言
』
を
読
ん
で
い
る
と
、

好
っ
ち
ゃ
ん
と
今
崎
さ
ん
が
二
重
写
し
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
不
思
議
な
感
覚
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
崎
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
心
を
砕
い
た
お
付
き
合
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
他
界
と
の
報

を
受
け
取
り
、
残
念
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
合
掌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
）

　
　
「
ガ
ン
バ
レ
日
フ
ィ
ル
」
出
版
記
念
会
で
の
こ
と
●
日
野
三
朗

　

今
崎
さ
ん
の
著
書
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
物
語
』（
正
・
１
９
７
４
年
、
続
・

１
９
７
７
年
）、
の
「
ガ
ン
バ
レ
日
フ
ィ
ル
」
出
版
記
念
会
が
１
９
７
７
年
、
日
本
青
年
館
で
開
催
さ

れ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
国
鉄
労
働
組
合
の
顧
問
で
早
稲
田
大
学
教
授
の
故
野
村
平
爾
先
生
か
ら
の
熱

烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
交
響
曲
「
風
雪
」
が
国
労
全
国
大
会
で
日
フ
ィ

ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
風
雪
合
唱
団
の
演
奏
に
つ
い
て
で
し
た
。
私
は
全
身
に
こ
み
上
が
る
感
動
で
、
と

め
ど
な
く
流
れ
落
ち
る
涙
で
床
を
ぬ
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
先
生
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

国
労
本
部
は
先
生
の
追
悼
文
を
機
関
誌
『
国
労
文
化
』
に
発
表
す
る
と
い
う
の
で
、
私
は
そ
の
記
事

に
つ
い
て
申
し
入
れ
、
書
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
今
崎
さ
ん
に
お
願
い
し
て
コ

ピ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
私
の
著
書
『
レ
ー
ル
よ
高
ら
か
に
う
た
え
』（
文
芸
社
、
２
０
０
７
年
）
に

も
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
（
国
鉄
の
う
た
ご
え
顧
問
）
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前
向
き
の
人
●
比
留
間
柏
子

　　

１
９
６
０
年
の
春
、
私
が
い
た
会
社
に
今
崎
さ
ん
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
安
保
闘
争
の
年
で
、
組
合

づ
く
り
と
相
俟
っ
て
若
者
た
ち
は
高
揚
し
て
い
ま
し
た
。
歌
声
、
平
和
の
会
、
デ
モ
へ
と
運
動
が
広
が

り
、
彼
は
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
で
、
自
然
に
み
ん
な
の

な
か
に
融
け
こ
み
組
織
し
て
い
ま
し
た
。
３
年
後
、
彼
は
突
然
、
会
社
を
辞
め
ま
し
た
。
彼
に
は
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
の
構
想
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
後
ろ
に
引
か
れ
る
事
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
成
す

べ
き
道
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
の
出
発
で
す
。
数
年
前
、
40
年
ぶ
り
に
再
会

し
ま
し
た
。
大
病
の
あ
と
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
夢
を
語
り
能
弁
で
し
た
。
中
国
や
ロ
シ
ア
ま
で
取
材

に
出
か
け
、
ご
く
普
通
の
誠
実
に
生
き
た
人
を
温
か
い
目
で
記
録
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
は
ど
ん
な
困
難
に
遭
っ
て
も
悩
ま
ず
疑
わ
ず
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
信
じ
て
進
む
と
い
う
楽
天

的
な
意
志
の
強
さ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
正
月
、
彼
か
ら
年
賀
状
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
残
念
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
理
学
電
機
時
代
の
同
僚
）

　
　

心
か
ら
ご
冥
福
を
●
藤
井　

都

　　

今
崎
暁
巳
様
、こ
こ
に
お
別
れ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）

　　
　

穏
や
か
な
中
に
情
熱
が
こ
も
っ
た
作
品
●
藤
田
越
子

　

今
崎
さ
ん
は
穏
や
か
な
中
に
、
そ
の
作
品
に
は
情
熱
が
こ
め
ら
れ
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
方
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
９
条
の
会
の
活
動
で
ご
い
っ
し
ょ
で
き
た
こ
と
は
、
大
切
な
思
い
出
で
す
。
ご
冥
福

を
祈
り
、
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
康
を
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）

　　
　
　
“
灯
の
会
”
の
中
で
お
会
い
で
き
た
●
藤
村
記
一
郎

　

６
月
４
日
、
す
で
に
抜
け
ら
れ
な
い
リ
ハ
ー
サ
ル
が
入
っ
て
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
す
。

今
崎
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
学
生
時
代
に
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
物
語
』

が
労
働
旬
報
社
か
ら
１
９
７
５
年
に
出
さ
れ
た
の
を
、感
動
を
も
っ
て
読
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
そ
の
日
フ
ィ
ル
が
私
の
師
・
寺
原
信
夫
先
生
の
『
マ
ン
モ
ス
狩
り
は
夜
明
け
に
始
ま
る
』
を
演
奏
し
、

ハ
チ
ャ
ト
リ
ア
ン
が
指
揮
を
す
る
」
と
い
う
音
楽
会
を
名
古
屋
で
計
画
し
、
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
。

　

雲
の
上
の
方
だ
っ
た
今
崎
さ
ん
と
、
そ
の
後
“
灯
の
会
”
の
中
で
お
会
い
で
き
た
こ
と
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）
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群
馬
の
勤
評
闘
争
の
実
態
調
査
時
か
ら

　
　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
才
が
●
古
屋
孝
夫

　　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
築
き
、
働
く
者
の
団
結
と
権
利
の
た
た
か
い
に
大
き
な
貢

献
を
な
さ
れ
た
今
崎
さ
ん
の
御
逝
去
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

学
生
時
代
共
に
群
馬
の
勤
評
闘
争
の
実
態
調
査
を
し
た
時
か
ら
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
才
が
示
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
ま
た
、
近
年
は
地
域
の
西
ヶ
原
・
上
中
里
九
条
の
会
の
活
動
に
努
め
ら
れ
、

草
の
根
か
ら
の
共
同
を
大
切
に
さ
れ
た
姿
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
遺
志
を
受
け
つ
ぎ
運
動
の
発
展

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
時
代
か
ら
の
友
人
、
最
近
は
地
域
九
条
の
会
で
協
力
）

　
　

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
先
駆
者
●
松
井
繁
明　

　

今
崎
さ
ん
が
健
康
を
回
復
さ
れ
、
執
筆
活
動
を
再
開
し
た
の
を
知
っ
て
喜
ん
で
い
た
の
で
す
が

…
…
。
い
ま
で
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
文
章
の
形
式
は
ご
く
普
通
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

60
年
代
後
半
の
こ
ろ
に
は
ま
っ
た
く
目
新
し
い
も
の
で
し
た
。
今
崎
さ
ん
は
そ
の
先
駆
者
の
役
割
を
は

た
さ
れ
た
の
で
す
。

　

今
崎
さ
ん
、
時
代
は
ま
す
ま
す
奇
怪
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

ご
交
流
を
貴
重
な
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
６
０
年
代
千
代
田
争
議
団
時
代
か
ら
の
お
付
合
い
、
弁
護
士
）

　
　
　

希
望
・
勇
気
を
あ
た
え
続
け
て
く
れ
た
今
崎
さ
ん
●
松
本
克
巳

　

今
崎
さ
ん
、
長
き
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
の
代
弁
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
け
の
力
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
感
動
が
希
望
の
光
と
な
っ
て
さ
し
こ
ん
で
き
ま
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
）

　
　

理
想
の
社
会
を
め
ざ
し
、
自
ら
も
争
議
団
の

　
　

心
意
気
●
松
本
謙
司
（
ま
つ
け
ん
）

　　

１
９
７
８
年
11
月
、
沖
電
気
で
指
名
解
雇
が
強
行
さ
れ
て
か
ら
８
年
４
カ
月
後
の
１
９
８
７
年
３
月

に
勝
利
解
決
、
そ
の
後
も
熱
烈
な
愛
情
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

労
働
運
動
の
イ
ロ
ハ
も
知
ら
ず
運
動
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
平
均
年
齢
30
歳
の
71
人
は
「
捨
て
子
の
争
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議
団
」
と
呼
ば
れ
る
困
難
な
ス
タ
ー
ト
。
24
歳
の
女
性
団
員
が
解
雇
さ
れ
る
ま
で
「
こ
わ
い
よ
」
と
怯

え
た
日
々
。
支
援
要
請
先
の
労
働
組
合
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
ご
馳
走
に
な
り
「
日
本
の
国
に
も
こ
ん
な

に
暖
か
い
心
の
労
働
組
合
が
あ
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
…
」
と
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
、
泣
い
て
笑
っ
て

た
た
か
い
続
け
て
い
る
現
実
を
ペ
ン
で
描
く
こ
と
で
争
議
に
参
加
。

　

現
実
の
中
に
真
理
が
あ
り
、
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
描
こ
う
と
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

著
書
・
沖
電
気
指
名
解
雇
を
こ
え
て
『
な
に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
』（
１
９
８
０
年
）
の
最
後
の

一
文
―
―
「
労
働
者
階
級
の
新
た
な
る
連
帯
が
、
大
い
な
る
時
代
を
き
り
ひ
ら
き
、
真
の
働
く
も
の
の

世
界
に
、
力
強
く
前
進
し
始
め
て
い
る
の
だ
」、
も
そ
の
証
左
で
す
。　
　
　
（
沖
電
気
争
議
団
Ｏ
Ｂ
）

　
　
　

全
国
に
広
が
っ
た
日
本
フ
ィ
ル
の
た
た
か
い
●
松
本
伸
二

　

今
崎
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
物
語 

』（
労
働
旬
報

社
、
１
９
７
５
年
）
と
そ
の
続
編
（
１
９
７
７
年
）
に
よ
っ
て
、
日
本
フ
ィ
ル
の
た
た
か
い
は
全
国
に

広
が
り
、
大
き
な
支
援
の
輪
が
で
き
ま
し
た
。

　

執
筆
の
過
程
の
中
で
の
、
執
拗
な
取
材
に
は
と
き
に
は
閉
口
し
ま
し
た
が
、
本
を
読
ん
だ
人
び
と
か

ら
の
励
ま
し
に
よ
っ
て
、
た
た
か
い
へ
の
確
信
が
持
て
ま
し
た
し
、
一
方
で
と
も
す
れ
ば
く
じ
け
そ
う

に
な
る
気
持
ち
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

温
和
な
ま
な
ざ
し
の
奥
に
秘
め
ら
れ
た
、
物
事
の
本
質
を
と
こ
と
ん
追
求
す
る
ク
ー
ル
さ
と
、
し
い

た
げ
ら
れ
た
人
び
と
の
人
間
性
を
尊
重
す
る
温
か
さ
、
そ
の
二
つ
が
今
崎
さ
ん
の
著
書
の
い
ず
れ
に
も

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
音
楽
バ
カ
と
い
わ
れ
て
い
た
私
も
、
い
つ
の
ま
に
か
今
崎
さ
ん
を
取

り
巻
く
人
び
と
の
絆
に
引
き
込
ま
れ
、
多
く
の
魅
力
的
な
ひ
と
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
目
に
か
か
る
た
び
に
、
い
ま
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
仕
事
を
熱
く
語
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
、
日

本
フ
ィ
ル
の
松
本
克
巳
さ
ん
の
本
の
出
版
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
日
の
目
を
見
な
か
っ

た
こ
と
は
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
労
働
組
合
執
行
委
員
長
）

　
　
　
「
日
フ
ィ
ル
物
語
・
炎
の
第
五
楽
章
」
を
映
画
化
●
松
本　

平　

　　

今
崎
さ
ん
の
ご
逝
去
、
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
日
活
労
組
委
員
長
時
代
、
今
崎
さ
ん
の
た
た
か
う
労
働
者
の
著
作
を
よ
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
崎
さ
ん
の
著
作
は
映
画
化
さ
れ
る
も
の
も
多
く
、
会
う
た
び
に
映
画
の
話
を
致
し
ま
し

た
。
物
静
か
な
中
に
強
さ
が
あ
り
、情
熱
的
に
語
る
今
崎
さ
ん
の
話
に
い
つ
も
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
お
付
き
合
い
か
ら
今
崎
さ
ん
原
作
に
よ
る
「
日
フ
ィ
ル
物
語
・
炎
の
第
五
楽
章
」
も
映
画

化
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
、
お
会
い
す
る
機
会
を
失
っ
て
い
た
の
で
す
が
、「
今
年
こ
そ
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と

年
賀
は
が
き
に
書
い
た
直
後
の
訃
報
に
目
を
疑
う
思
い
で
し
た
。
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本
当
に
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
皆
様
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
日
活
労
組
委
員
長
・
㈱
日
活
元
専
務
取
締
役
、
友
人
）

　
　

私
を
よ
く
理
解
し
、
励
ま
し
て
く
れ
た
●
松
本
哲
男

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
と
は
学
生
時
代
に
知
り
合
い
、
侵
略
戦
争
敗
北
後
の
荒
廃
の
な
か
で
、
ど
う
生
き
る

べ
き
か
と
、
学
生
た
ち
と
よ
く
話
し
合
っ
た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
今
崎
さ
ん
は
、
よ
く
考
え
、
言

葉
少
な
に
大
事
な
発
言
を
す
る
。
そ
う
い
う
発
言
が
私
の
胸
に
は
強
く
残
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
後
私
は
、
１
９
５
０
年
、
朝
鮮
戦
争
に
つ
い
て
の
「
イ
ー
ル
ズ
声
明
」（
戦
争
に
反
対
す
る
良

心
的
教
授
の
大
学
追
放
）
に
反
対
す
る
た
た
か
い
で
大
学
を
除
籍
・
逮
捕
さ
れ
て
い
た
の
で
、
今
崎
さ

ん
と
も
会
う
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
会
っ
た
と
き
に
は
、
パ
ー
ジ
後
で
、
職
も
な

く
、
苦
難
の
ど
ん
底
に
あ
り
な
が
ら
も
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す
る
私
を
よ
く
理
解
し
、
励
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
そ
の
後
、
私
が
日
本
共
産
党
の
中
央
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
普
通
の
友
人
、
同
志
と

し
て
、
い
つ
も
“
が
ん
ば
れ
”
と
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
今
崎
暁
巳
さ
ん
に
、
先
に
逝
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
な
こ
と
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
）

　
　

希
望
を
語
り
つ
づ
け
た
今
崎
さ
ん
●
三
上　

満　

　　

今
崎
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
の
は
も
う
何
年
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
柳
沢
さ
ん
の
労
働
旬
報
社
か
ら

私
も
『
わ
か
る
授
業
』（
１
９
７
４
年
）
な
ど
何
冊
か
本
を
出
し
、同
じ
よ
う
に
、す
ぐ
れ
た
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
を
出
版
さ
れ
て
い
た
、
今
崎
さ
ん
と
知
り
合
い
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
の
作
品
す
べ
て
は
、「
人
間
讃
歌
」
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
、
そ
の
人
柄
い
っ
ぱ
い
の
暖

か
さ
が
全
篇
を
お
お
っ
て
い
ま
し
た
。
人
び
と
を
は
げ
ま
し
、
希
望
を
語
り
つ
づ
け
た
今
崎
さ
ん
。

　

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
い
の
り
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
町
人
間
の
会
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

父
は
「
辰
野
事
件
」
の
被
告
●
三
澤
節
子

　

先
生
と
の
出
会
い
は
昭
和
47
年
、
私
の
実
家
に
来
ら
れ
た
時
で
す
。
当
時
、
父
は
「
辰
野
事
件
」
の

被
告
で
し
た
（
私
の
母
は
若
く
し
て
小
さ
い
私
と
弟
、
義
父
を
残
さ
れ
夫
に
先
だ
た
れ
、
生
活
の
為
、

失
対
で
働
く
中
、父
と
知
り
合
い
再
婚
）。
昭
和
27
年
、警
察
に
よ
っ
て
デ
ッ
チ
上
げ
ら
れ
た
こ
の
事
件
、

先
生
は
各
被
告
の
家
を
ま
わ
ら
れ
取
材
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
間
近
で
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
そ
の

時
一
度
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
温
和
な
お
顔
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
年

の
12
月
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
無
罪
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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以
来
ず
っ
と
、
年
賀
状
で
の
ご
挨
拶
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
先
生
か

ら
の
年
賀
状
が
届
か
ず
、
ど
う
さ
れ
た
の
か
心
配
し
て
い
た
矢
先
、
先
日
奥
さ
ま
か
ら
の
お
葉
書
で
、

訃
報
を
知
ら
さ
れ
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
偲
ぶ
会
に
は
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
信
州
の
地
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
辰
野
事
件
家
族
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

た
ば
こ
病
を
な
く
す
横
浜
裁
判
、
原
告
と
し
て
●
水
野
雅
信

　

私
は
か
つ
て
横
浜
市
従
労
組
の
教
宣
部
長
や
三
役
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し
た
。
今
崎
先
生
に
は
私
ど

も
の
労
働
学
校
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
「
横
浜
た
ば
こ
裁
判
」
原
告
と
な
り
、
先

生
に
は
何
度
か
傍
聴
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
高
校
生
た
ち
が
た
ば
こ
の
み
に
な
ら
な
い
よ
う
、
わ
か

り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
ね
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
果
た
せ
ず

残
念
で
す
。
僕
は
す
で
に
重
い
肺
気
腫
で
身
動
き
と
れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
の
お
気
持
に
こ
た
え
て
裁
判

勝
利
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
、
元
横
浜
市
従
労
組
委
員
長
）

　
　

今
崎
暁
巳
・
小
倉
寛
太
郎
・
山
崎
豊
子

　
　

そ
し
て
恩
地
元
が
…
●
溝
畑
和
利

　

ボ
ク
が
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
日
本
航
空
―
国
民
の
翼
を
め
ざ
し
て 
』（
労
働
旬
報
社
、
１
９
８
２
年
）

を
読
ん
だ
の
は
、
１
９
８
２
年
に
出
版
さ
れ
た
ス
グ
の
頃
で
し
た
。
人
間
的
魅
力
こ
の
上
な
い
人
、
小

倉
寛
太
郎
さ
ん
を
中
心
に
日
航
の
労
働
者
を
―
―
小
倉
さ
ん
を
９
年
余
、
外
国
勤
務
に
追
い
や
っ
た
人

び
と
を
含
め
―
―
優
し
い
眼
差
し
と
筆
遣
い
で
、
そ
し
て
怒
り
の
感
情
を
節
度
あ
る
易
し
い
文
章
で
、

一
人
ひ
と
り
を
描
写
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
今
も
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
会
っ
た
こ
と
も
な
い

小
倉
さ
ん
を
カ
ン
タ
ロ
ウ
さ
ん
と
い
う
親
し
み
と
敬
愛
の
念
を
こ
め
て
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

今
崎
さ
ん
と
の
出
逢
い
は
厳
し
い
対
立
を
ル
ポ
し
た
本
で
し
た
が
、「
温
か
い
も
の
を
感
じ
た
」
も

の
で
し
た
。

　

数
年
前
、「
横
浜
た
ば
こ
裁
判
」（
原
告
の
一
人
・
水
野
氏
は
友
人
）
公
判
の
日
、
今
崎
さ
ん
は
遠
路
、

横
浜
地
裁
に
お
出
か
け
下
さ
い
ま
し
た
。
今
崎
さ
ん
と
の
初
対
面
は
水
野
氏
の
紹
介
で
し
た
。
そ
の
後
、

数
度
お
会
い
し
、
映
画
・
芝
居
の
こ
と
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
！　

も
っ
と
お
会
い
し
、
話
を
お
聴
き
し
た
か
っ
た
。

　

謹
ん
で
今
崎
さ
ん　

小
倉
さ
ん
に
合
掌
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
市
・
知
人
）

　
　

今
崎
暁
巳
さ
ん
の
志
を
つ
な
い
で
●
道
下
英
夫

　

32
年
と
少
し
前
、
沖
電
気
争
議
が
始
ま
り
、
芝
浦
事
業
所
（
東
京
工
場
と
な
る
）
の
職
場
か
ら
争
議

支
援
活
動
を
行
っ
た
が
、『
な
に
を
み
つ
め
て
翔
ぶ
の
か
―
沖
電
気
指
名
解
雇
を
こ
え
て
』（
労
働
旬
報



107 106

今崎暁巳さんと私

社
、
１
９
８
０
年
）
の
著
作
が
発
行
さ
れ
て
今
崎
さ
ん
を
知
っ
た
。

　

ほ
ど
な
く
高
校
同
窓
先
輩
の
板
垣
さ
ん
よ
り
「
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
」
の
会
合
に
誘
わ
れ
て
出
席

し
た
と
こ
ろ
、
今
崎
さ
ん
が
代
表
幹
事
で
話
を
さ
れ
た
。
以
後
は
、
数
度
、「
赤
旗
ま
つ
り
」
や
国
政

選
挙
の
あ
る
時
に
共
産
党
の
島
根
県
出
身
の
議
員
や
候
補
者
を
励
ま
す
会
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
数
年
の
年
賀
状
で
も
、
憲
法
９
条
を
生
か
し
広
げ
る
た
め
に
創
作
意
欲
に
燃
え
た
生
き
様

を
示
し
て
お
ら
れ
、『
北
の
砦
―
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
鳥
生
忠
佑
と
北
法
律
』（
日
本
評
論
社
、 

２
０
０
９

年
６
月
）
の
出
版
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
県
人
と
し
て
誇
り
に
思
い
、
今
崎
さ
ん
の
志
を
つ
な
い
で
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
革
新
オ
ー
ル
島
根
の
会
）

　
　

も
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し
か
っ
た
●
三
井
敏
雄

　　

今
崎
さ
ん
は
短
い
出
会
い
で
し
た
が
、『
い
の
ち
の
証
言
―
私
は
毒
ガ
ス
弾
を
埋
め
ま
し
た
』 （
ふ
き

の
と
う
書
房
、 

２
０
０
６
年
６
月
）
を
熟
読
し
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
小
説
を
期
待
し
て
い
た
矢
先
の

逝
去
で
し
た
。
残
念
で
す
。
偲
ぶ
会
当
日
は
、「
日
中
友
好
協
会
」
の
全
国
大
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

欠
席
い
た
し
ま
す
。
合
掌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
県
人
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

常
に
前
向
き
の
人
●
宮
腰　

賢

　

１
９
８
４
年
７
月
、 

今
崎
暁
已
さ
ん
は
、
大
学
生
協
連
の
学
生
委
員
長
研
修
セ
ミ
ナ
ー
で
「
暮
ら
し

の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
と
い
う
題
目
で
、
講
演
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
生
協
連
が
発
行
し
て
い
る
『
生
協
運
動
』
と
い
う
、
主
と
し
て
職
員
の
方
に
読
ま
れ
て
い
る

雑
誌
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
、
昨
年
ぐ
ら
い
か
ら
ま
る
ま
る
１
年
半
近
く
、
月
の
う
ち
取
材
に
１
週

間
～
10
日
、
書
く
こ
と
を
合
わ
せ
て
半
月
か
ら
３
分
の
２
く
ら
い
を
、
生
活
協
同
組
合
の
運
動
に
か
か

わ
っ
て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
全
国
の
生
協
活
動
を
紹
介
し
、「
若
者
た
ち
が
明

日
の
日
本
を
育
て
、
創
り
出
す
」
と
結
ん
だ
講
演
で
し
た
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
全
国
の
大
学
生
協
を
取
材
な
さ
っ
て
『
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
』
に
探
訪
記
事
を

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
た
。こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、ど
れ
ほ
ど
多
く
の
教
え
を
賜
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
あ
の
時
代
の
大
学
生
協
活
動
を
力
強
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
恩
人
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
、
元
東
京
学
芸
大
学
―
大
学
生
協
連
、
千
葉
市
民
生
協
）

　
　

継
承
す
べ
き
多
く
の
も
の
を
残
さ
れ
た
●
宮
寺
清
一

　　
『
民
主
文
学
』（
２
０
１
１
年
５
月
号
）
に
今
崎
さ
ん
の
業
績
に
関
わ
る
一
文
を
書
き
ま
し
た
。
継
承
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今崎暁巳さんと私

す
べ
き
多
く
の
も
の
を
残
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
）

　
　
「

‘99
子
育
て
文
化
協
同
か
な
が
わ
集
会
」
の
想
い
出
●
森
悠
紀
子

　

神
奈
川
の
藤
岡
貞
彦
先
生
、
柳
澤
明
朗
さ
ん
を
中
心
に
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
実
に
居
心
地
よ
さ
そ
う
に
、
に
こ
や
か
に
う
な
ず
い
て
い
ら
し
た
今
崎
さ
ん
の

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
こ
の
お
じ
さ
ん
た
ち
の
青
年
の
よ
う
な
情
景
が
、
私
の
宝
物
に
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ー
プ
か
な
が
わ
元
理
事
） 

　
　

あ
る
思
い
出
●
山
形
暁
子

　

十
五
～
六
年
前
、『
住
民
と
自
治
』と
い
う
月
刊
誌
に「
松
の
見
え
る
町
か
ら
」と
題
す
る
ル
ポ
風
エ
ッ

セ
イ
を
連
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

私
が
36
年
間
働
い
た
都
市
銀
行
を
退
職
し
て
間
も
な
く
の
こ
ろ
だ
。
今
崎
さ
ん
が
か
ね
が
ね
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
「
地
域
に
入
る
と
、
企
業
の
中
だ
け
で
は
見
え
な
か
っ
た
、
別
の
も
の
が
見
え
て
く
る
」

と
い
う
言
葉
を
、
改
め
て
実
感
し
た
も
の
だ
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
と
の
出
会
い
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
印
象
深
い
の
は
、
賃
金
・

昇
格
差
別
と
た
た
か
う
明
治
乳
業
争
議
団
市
川
工
場
32
人
の
男
性
た
ち
の
存
在
だ
。
裁
判
所
の
勧
告
に

も
応
じ
な
い
卑
劣
な
企
業
と
の
た
た
か
い
は
、
今
も
な
お
続
い
て
い
る
が
、
１
９
９
１
年
に
発
行
さ
れ

た
冊
子
『
俺
た
ち
は
負
け
な
い
―
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
』
に
は
、
連
帯
あ
る
生
活
を
創
り
姶
め

た
青
年
た
ち
を
、
熱
い
眼
差
し
で
捉
え
た
今
崎
さ
ん
の
ル
ポ
「
雪
の
下
で
準
備
す
る
春
」
が
載
っ
て
い

た
。
あ
っ
、
こ
こ
に
も
。
思
い
が
け
な
い
巡
り
会
い
だ
っ
た
。　
　
（
日
本
民
主
主
義
文
学
会
会
員
）

　
　

良
心
を
守
る
た
た
か
い
を
伝
え
て
く
れ
た
人
●
山
口
克
己

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
報
知
争
議
」
を
通
し
て
、
労
働
旬
報
社
の
み
な
さ
ん
と

お
付
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
争
議
は
悪
質
な
攻
撃
に
あ
い
、
兄
弟
や
夫
婦
が
、
ま
た
家
族
ま
で
引

き
裂
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
労
働
組
合
運
動
と
い
う
よ
り
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
の
た

た
か
い
で
し
た
。
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
『
良
心
の
歴
史
を
つ
く
り
た
い
』（
新
聞
労
連
報
知
新
聞
労

組
・
報
知
印
刷
労
組
・
報
知
大
阪
労
組
編
、
労
働
旬
報
社
、
今
崎
暁
巳
執
筆
協
力
、
１
９
７
０
年
６
月
）

の
本
が
今
崎
さ
ん
と
編
集
労
働
者
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　

争
議
の
全
面
勝
利
に
よ
っ
て
、
労
旬
の
み
な
さ
ん
で
『
早
く
高
く
勝
利
を
』（
報
知
系
３
単
組
共
闘

会
議
編
、
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
６
年
）
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、
報
知
の
労
働
者
に
と
っ
て
今
崎
さ
ん

は
忘
れ
ら
れ
な
い
方
で
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
報
知
印
刷
労
組
委
員
長
）
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今崎暁巳さんと私

　　
　

一
生
の
仕
事
と
な
っ
た
学
生
時
代
の
約
束
●
山
口
義
夫

　
　
　
　
（
一
）

　

昨
年
末
、「
今
崎
暁
巳
死
す
」
と
の
訃
報
を
聞
い
て
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、学
生
時
代
、私
が
提
案
し
、

彼
が
引
き
受
け
た
約
束
で
す
。「
作
家
に
な
る
の
な
ら
フ
ラ
ン
ス
抵
抗
文
学
の
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
の
よ

う
に
日
本
の
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
私
の
提
案
に
対
し
、「
俺
は
作
家

と
し
て
必
ず
そ
れ
を
書
く
よ
」
と
彼
は
約
束
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
米
軍
占
領
下
で
朝
鮮
戦
争
が
行
わ
れ
、
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
暗
黒
政
治
の
も
と
で
、
こ
の
約
束

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　　
　
　
　
（
二
）

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
と
私
が
初
め
て
あ
っ
た
の
は
、
私
が
18
歳
、
早
大
旧
制
第
一
高
等
学
院
２
年
生
の
時

で
す
。
全
学
連
の
教
育
復
興
防
衛
闘
争
の
中
で
、
下
駄
履
き
で
ビ
ラ
を
脇
に
抱
え
た
新
入
生
を
同
級
生

の
梅
田
欽
治
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
63
年
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・「
判
決
」
シ
リ
ー
ズ
の
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
世
に
出
た

彼
を
守
り
偏
向
映
画
攻
撃
に
反
対
し
、
外
国
通
信
社
労
働
組
合
書
記
長
・
新
聞
労
連
執
行
部
と
し
て
マ

ス
コ
ミ
共
闘
を
組
織
し
て
た
た
か
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
宝
労
組
移
動
映
画
工
作
隊
に
入
り
、
共
同
映
画
株
式
会
社
を
つ
く
り
、
安
保
反
対
映

画
製
作
協
議
会
、
労
働
組
合
視
聴
者
活
動
研
究
集
会
、
民
主
映
画
自
主
製
作
上
映
協
議
会
、
親
子
映

画
運
動
等
を
と
も
に
生
み
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
『
コ
ブ
だ
ら
け
の
勝
利
―
闘
う
青
年
労
働
者
』

（
労
働
旬
報
社
、
１
９
６
９
年
）
以
後
の
多
数
の
た
た
か
う
労
働
者
を
描
い
た
単
行
本
と
エ
ッ
セ
ー
の

発
行
、映
画
「
あ
し
た
の
火
花
」「
ド
レ
イ
工
場
」「
ど
ぶ
川
学
級
」
の
製
作
上
映
に
も
協
力
し
ま
し
た
。

今
崎
さ
ん
の
す
す
め
で
イ
タ
リ
ア
の
民
主
的
文
化
運
動
と
統
一
戦
線
の
見
学
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
（
三
）

　

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
金
子
満
広
日
本
共
産
党
書
記
局
長
地
元
秘
書
と
し
て
、
私
が
今
崎
さ
ん
に
た

の
ん
で
『
人
生
つ
ね
に
始
発
駅
―
下
町
の
代
議
士　

人
間
金
子
満
広
』
の
製
作
・
発
行
を
多
く
の
人
の

協
力
を
得
て
二
人
で
や
っ
た
こ
と
で
す
。

　

日
本
版
「
レ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
」
を
本
当
に
書
い
て
も
ら
い
、
学
生
時
代
の
二
人
の
約
束
を
実
現
す

る
共
同
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
本
は
１
９
９
０
年
、ソ
連
崩
壊
の
最
中
に
８
０
０
０
部
普
及
さ
れ
、

人
間
不
信
に
陥
っ
て
い
た
人
び
と
の
立
ち
直
り
の
力
と
な
り
ま
し
た
。
二
人
の
約
束
を
大
切
に
し
て
、

戦
前
・
戦
中
の
彼
と
母
と
の
成
長
を
描
い
た
最
後
の
彼
の
作
品
を
発
行
し
て
あ
げ
た
い
と
今
も
考
え
て

い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
町
人
間
の
会
会
長
）

　
　

次
世
代
へ
の
バ
ト
ン
を
創
る
い
と
な
み
●
山
科
三
郎

　

今
崎
さ
ん
は
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
、
現
実
の
厳
し
い
矛
盾
に
生
き
る
人
び
と
の
希
望
を
拓
く
た
た
か
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今崎暁巳さんと私

い
の
武
器
と
し
た
。

　

私
は
、
彼
と
の
つ
き
あ
い
の
な
か
で
、
人
間
の
尊
さ
、
も
っ
と
正
確
に
表
現
す
れ
ば
、
歴
史
の
重
み

を
う
け
と
め
、“
い
ま
こ
こ
に
生
き
る
”
こ
と
の
意
味
を
問
い
つ
づ
け
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
氏

の
生
き
た
軌
跡
で
あ
ろ
う
。

　

氏
の
思
い
は
、
私
た
ち
の
中
で
永
遠
に
生
き
る
と
考
え
る
。
散
文
的
で
は
あ
る
が
こ
れ
を
以
っ
て
、

私
の
献
辞
と
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
哲
学
者
）

　
　

あ
り
が
と
う
や
さ
し
い
兄
貴
！
●
山
田　

晃
一

　

昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
か
ら
た
た
か
わ
れ
た
報
知
争
議
を
通
し
、
労
働
旬
報
社
の
柳
沢
編
集
長
の

紹
介
で
お
つ
き
合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
争
議
中
に
行
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
、
勝
た
せ
る
会
の
催

し
な
ど
常
に
顔
を
出
し
、
報
知
争
議
勝
利
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
と
の
個
人
的
関
係
で
は
、
私
を
題
材
に
し
た
『
民
青
新
聞
』
で
の
連
載
「
さ
よ
な
ら
の
い
え
な
い

ヤ
ツ
」（
そ
の
後
の
小
説
『
吼
え
ろ
青
春
』〈
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
５
年
〉）
の
出
版
な
ど
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

体
調
不
良
は
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
突
然
の
訃
報
に
驚
い
て
い
ま
す
。
や
す
ら
か
に
…
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
知
新
聞
争
議
を
通
し
て
）

　
　

真
正
面
か
ら
肯
定
さ
れ
た
こ
と
●
山
田
多
恵
子

　

今
崎
先
生
と
の
出
会
い
は
今
か
ら
20
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
ち
ば
市
民
生
協
が
合
併
す
る
に

あ
た
り
、「
暮
ら
し
ご
一
緒
に
」
と
い
う
本
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
、
新
し
い
理
事
長
が
今
崎
先
生
を

連
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

生
協
の
事
務
所
で
、
労
働
旬
報
社
の
柳
沢
さ
ん
と
今
崎
先
生
、
今
は
な
き
田
中
さ
ん
（
元
ち
ば
市
民

生
協
専
務
）、
高
橋
さ
ん
（
元
ち
ば
コ
ー
プ
理
事
長
）
と
理
事
た
ち
と
の
編
集
会
議
み
た
い
な
会
議
が

始
ま
っ
た
。
28
歳
ぐ
ら
い
か
ら
生
協
の
活
動
に
か
か
わ
り
、
10
年
余
が
す
ぎ
た
頃
で
も
あ
っ
た
。
自
分

た
ち
が
行
っ
て
い
る
こ
と
が
真
正
面
か
ら
肯
定
さ
れ
た
こ
と
が
と
て
も
心
地
よ
か
っ
た
。
主
婦
で
あ

る
こ
と
が
ど
こ
か
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
余
り
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。　

　

暮
ら
し
の
な
か
で
の
子
育
て
の
こ
と
、
安
心
・
安
全
な
食
べ
も
の
を
家
族
に
食
べ
さ
せ
た
い
、
広
め

た
い
。
そ
ん
な
思
い
を
つ
な
ぎ
、
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
。
千
葉

で
「
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き
た
」
を
開
催
で
き
た
こ
と
、
子
育
て
文
化
協
同
集
会
へ
の
参
加
。
い
ろ
ん

な
方
々
と
の
出
会
い
を
つ
な
い
で
い
た
だ
い
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
葉
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
勤
務
、
元
ち
ば
コ
ー
プ
理
事
）　
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今崎暁巳さんと私

　
　

今
崎
暁
巳
さ
ん
と
日
本
フ
ィ
ル
と
私
●
山
本
武
司

　

日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
争
議
は
、
１
９
７
２
年
７
月
か
ら
12
年
に
わ
た
っ
た
。

　

東
京
地
評
・
市
毛
良
昌
さ
ん
は
「
争
議
に
は
普
遍
性
と
特
殊
性
が
在
る
」
と
言
わ
れ
、
音
楽
家
ユ
ニ

オ
ン
・
佐
藤
一
晴
さ
ん
は
「
不
屈
で
不
退
転
の
決
意
に
徹
す
る
、
争
議
体
験
は
一
生
の
も
の
」
と
語
り
、

弁
護
士
・
小
島
成
一
先
生
は
「
歴
史
の
事
実
を
知
り
、
要
求
の
正
当
性
と
証
拠
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
」

と
音
楽
家
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
原
理
・
原
則
の
セ
オ
リ
ー
構
築
を
め
ざ
し
て
い
た
時
、

労
働
旬
報
社
柳
沢
明
朗
社
長
か
ら
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
今
崎
暁
巳
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
た
。

　

今
崎
さ
ん
は
“
楽
団
員
一
人
ひ
と
り
の
生
い
立
ち
、
生
き
方
”
に
大
い
に
興
味
を
持
た
れ
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
労
旬
か
ら
は
『
友
よ
！
未
来
を
う
た
え
―
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
物
語
』（
正
・

１
９
７
４
年
、
続
・
１
９
７
７
年
）、『
新
世
界
へ
―
日
本
フ
ィ
ル
の
旅
立
ち
』 （
労
働
旬
報
社
、

１
９
８
４
年
）
を
３
冊
出
版
し
た
。

　

今
崎
さ
ん
は
楽
団
員
の
お
か
れ
た
苦
悩
、
不
安
に
着
目
し
、
た
だ
音
楽
し
か
知
ら
な
い
“
大
人
子
ど

も
”
の
生
き
方
、
た
た
か
い
方
を
ル
ポ
し
た
。「
傷
つ
い
た
音
楽
家
た
ち
の
人
間
回
復
へ
の
叫
び
、
途

方
も
な
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
再
建
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
未
来
像
を
描
い
て
く
れ
た
」
今
崎
さ
ん
の
ル
ポ
と

労
旬
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆
さ
ん
の
情
熱
は
、
楽
団
員
の
未
知
な
る
先
行
き
に
“
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
守

り
、
人
間
回
復
へ
の
使
命
感
・
連
帯
の
絆
の
尊
さ
”
を
教
え
て
く
れ
た
。
２
０
１
１
年
２
月
18
日

　
　
　
　
　
　
（
元
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
、
同
労
働
組
合
書
記
長
）

　
　

松
江
の
美
少
年
●
山
本
元
恵

　
「
ア
、
松
江
の
今
井
書
店
で
、
た
び
た
び
見
か
け
た
美
少
年
は
今
崎
さ
ん
だ
っ
た
の
か
」

　

そ
れ
は
、40
年
後
、島
根
県
人
会
で
同
席
し
て
会
っ
た
こ
と
。
１
８
９
０
年
、来
松
し
た
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
が
英
語
の
教
師
を
し
た
松
江
中
学
の
生
徒
で
あ
っ
た
今
崎
氏
。
少
年
時
代
の
お
も
か
げ
そ

の
ま
ま
。
話
を
し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
旧
知
の
友
人
の
よ
う
な
、
な
つ
か
し
さ
。

　

お
だ
や
か
な
表
情
、
や
さ
し
い
人
柄
に
つ
つ
ま
れ
た
英
知
と
情
熱
を
ペ
ン
に
こ
め
て
の
生
涯
、
同
県

人
と
し
て
喜
び
、
誇
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

医
療
の
進
歩
と
充
実
の
た
め
、
生
涯
た
た
か
わ
れ
た
父
上
と
同
じ
政
治
革
新
の
道
を
め
ざ
し
た
今
崎

さ
ん
。
中
学
の
同
窓
生
で
も
あ
っ
た
、「
キ
ッ
テ
ン
を
偲
ぶ
会
」（
２
０
１
０
年
３
月
）
で
お
会
い
し
た

の
が
最
後
に
な
る
な
ど
、
は
か
ら
ず
も
並
ん
で
撮
っ
た
写
真
が
最
後
と
は
、
無
情
き
わ
ま
り
な
し
。

　

や
さ
し
さ
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
を
、
さ
り
げ
な
く
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
お
別
れ
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
）

　
　

点
か
ら
線
へ
、
そ
し
て
面
へ
●
湯
沢
満
男　

倫

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
と
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
今
か
ら
35
年
前
、
東
京
都
立
農
産
高
校
に
勤
務
し
て

い
た
時
で
あ
っ
た
。
も
の
静
か
な
、
そ
し
て
穏
や
か
な
語
り
口
調
は
そ
の
後
の
お
つ
き
合
い
の
中
で
も



117 116

今崎暁巳さんと私

変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
５
年
間
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
、
生
徒
、
卒
業
生
、
農
産
高
校
の
教
職

員
の
授
業
（
パ
ン
加
工
の
授
業
、
体
育
の
授
業
、
家
庭
科
・
保
健
の
授
業
、
農
業
実
習
そ
の
他
）
を
見

学
し
て
、
丹
念
に
一
つ
ひ
と
つ
取
材
し
て
ま
わ
っ
て
い
た
。

　

取
材
さ
れ
た
生
徒
や
卒
業
生
は
い
っ
ぺ
ん
に
今
崎
フ
ァ
ン
に
な
り
、
そ
の
後
、
個
人
的
に
も
交
流
は

続
い
て
い
た
。
や
が
て
農
産
高
校
の
実
践
が
『
若
者
は
い
ま
歩
み
は
じ
め
る
―
高
校
生
活
へ
の
挑
戦
』

（
労
働
旬
報
社
、
１
９
７
８
年
）
と
い
う
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

マ
ン
ガ
に
な
り
、
テ
レ
ビ
映
画
に
も
な
っ
た
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
き
ち
ん
と
取
材
し
一
つ
ひ

と
つ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
面
か
ら
立
体
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。「
農
産
高
校
の
心
を
す
べ
て
の

学
校
に　

す
べ
て
の
若
者
に
」
を
残
し
て
。
合
掌　
　
　
　
　
　
　
（
尚
美
学
園
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　

　
　

丸
紅
と
の
人
権
問
題
で
の
出
会
い
●
吉
田
昂
弘

　

今
崎
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、私
が
丸
紅
と
の
人
権
（
隔
離
部
屋
、賃
金
格
差
、夫
婦
共
働
き
）
問
題
で
、

名
古
屋
地
裁
に
て
提
訴
し
、
裁
判
中
に
東
京
へ
の
転
勤
命
令
が
出
さ
れ
て
、
や
む
を
得
ず
上
京
し
て
、

３
年
間
、
東
京
で
た
た
か
っ
て
い
る
最
中
に
、
友
人
の
紹
介
で
お
会
い
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

　

裁
判
終
了
後
に
、「
毒
ガ
ス
」
問
題
の
ル
ポ
の
販
売
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
書
簡
が
手
許

に
あ
り
ま
す
。
日
航
の
人
権
問
題
も
読
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
間
、
労
働
者
の
実
態
に
迫
り
、
人
間
性
の
豊
か
な
可
能
性
と
未
来
を
豊
か
に
切
り
拓
く
文
筆
業
は
、

労
働
者
の
真
の
解
放
へ
の
尊
い
礎
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
知
人
）　

　
　

　
　

い
つ
も
感
動
を
与
え
る
人
で
し
た
●
吉
田
博
德

　

今
崎
暁
巳
さ
ん
が
ご
逝
去
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
驚
き
ま
し
た
。
何
も
知
ら
な
か
っ
た
も
の
で
す

か
ら
。
今
崎
さ
ん
と
い
つ
頃
か
ら
ど
ん
な
経
緯
で
つ
き
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
か
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
長
い
間
、
電
話
や
手
紙
な
ど
で
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

思
い
出
す
こ
と
は
、
小
平
で
毎
年
「
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
「
象

列
車
が
や
っ
て
き
た
」
の
構
成
劇
を
何
回
か
行
い
、
た
び
た
び
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
関
係
で
象
一
頭
を
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
運
動
の
宣
伝
や
カ
ン
パ
な
ど
に
協
力

し
た
こ
と
。
私
が
北
区
で
朝
鮮
問
題
の
講
演
を
し
た
時
に
、
積
極
的
に
協
力
さ
れ
て
感
想
を
述
べ
ら
れ

て
い
た
こ
と
。

　

鳥
生
弁
護
士
の
事
務
所
の
50
周
年
記
念
行
事
に
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　

話
は
ボ
ソ
ボ
ソ
と
し
て
気
弱
そ
う
な
感
じ
で
し
た
が
、
文
章
は
す
ば
ら
し
い
感
動
を
よ
ぶ
よ
う
な
も

の
ば
か
り
で
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
で
す
、
ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
友
人
）
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今
も
生
き
る
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日
本
航
空
』
●
若
月
司
郎

　

今
崎
先
生
の
御
逝
去
に
哀
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
心
よ
り
の
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

　

１
９
７
０
年
代
後
半
と
80
年
代
初
め
の
日
航
機
連
続
事
故
は
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
原
因
究

明
と
再
発
防
止
の
対
策
確
立
が
求
め
ら
れ
た
。
１
９
８
２
年
発
行
の
こ
の
著
書
は
、
日
航
内
の
乗
員
・

客
乗
・
整
備
職
な
ど
現
場
で
起
き
て
い
る
問
題
点
を
多
面
的
な
取
材
と
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
、
事
故

の
背
景
に
「
利
益
第
一
・
安
全
軽
視
」
と
「
分
裂
差
別
の
職
場
支
配
」
の
経
営
姿
勢
が
あ
る
と
告
発
し
、

そ
の
変
更
を
迫
る
異
色
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
な
っ
た
。

　

当
時
の
高
木
社
長
や
労
務
当
局
は
、
こ
の
提
案
に
耳
を
傾
け
日
航
労
組
と
の
和
解
は
成
立
さ
せ
た

が
、
抜
本
的
経
営
政
策
を
怠
っ
た
た
め
に
遂
に
倒
産
し
た
。
再
建
途
中
の
日
航
は
、
乗
員
・
客
乗
職
の

不
当
解
雇
を
強
行
し
、
再
び
労
務
政
策
が
社
会
的
に
糾
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
今
こ
そ
、
生
前
の
今
崎
先

生
の
忠
告
を
聞
き
入
れ
、“
国
民
の
翼
”
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
を
望
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
元
日
航
労
組
委
員
長
）

　
《
返
信
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
い
た
方
々
》　

　

石
井
信
喜
／
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　p170―176、2004 年 11 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（10）、「民主文学」、　
　p146―152、2004 年 12 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（11）、「民主文学」、　
　p220―226、2005 年 1 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（12）、「民主文学」、　
　p150―156、2005 年 2 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（13）、「民主文学」、　
　p144―150、2005 年 3 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（14）、「民主文学」、　
　p124―130、2005 年 4 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（15）、「民主文学」、　
　p146―152、2005 年 5 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（16）、「民主文学」、　
　p142―148、2005 年 6 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（17）、「民主文学」、　
　p140―146、2005 年 7 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（18）、「民主文学」、　
　p148―154、2005 年 8 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（19）、「民主文学」、　
　p186―192、2005 月 9 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（最終回）、「民主文学」、
　p122―128、2005 月 10 月
ルポルタージュ 　「いのちとくらし」、いのちとくらし研究所報（18）、
　p37―41、2007 月 2 月
　　　（「今崎暁巳さんを偲ぶ会」事務局　編集・制作　飯島信吾）
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原水爆禁止 1999 年世界大会に参加して、「民主文学 」、p 148―151、　
　1999 年 11 月

【２０００年代】
「ドキュメント日本航空」と「ともに生きる生活創造」の関係について、
　「たたかいのルポルタージュ」、2000 年 3 月
原水爆禁止 2000 年世界大会に参加して、「民主文学」、p158-159.、2000
　年 10 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（1）、「民主文学」、　　
　p124―129、2004 年 3 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（2）、「民主文学」、　　
　p142―148、2004 年 4 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（3）、「民主文学」、　　
　p170―176、2004 年 5 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（4）、「民主文学」、　　
　p150―156、2004 年 6 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（5）、「民主文学」、　　
　p184―190、2004 年 7 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（6）、「民主文学」、　　
　p170―176、2004 年 8 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（7）、「民主文学」、　　
　p166―172、2004 年 9 月
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（8）、「民主文学」、　　
　p144―150、2004 年 10 月
第 19 回下町人間庶民文化賞受賞・柳沢明朗さん、「天狗講と下町人間
　のつどい」、下町人間の会、2004 年 10 月、ＮＯ .103
人間として生きる―戦争をやらない人間の記録（9）、「民主文学」、 　

　昇給差別撤廃争議団、1991 年 9 月
今、なぜ、人間育ちあい運動の呼びかけなのか―ルポルタージュから
　の提言、「民主文学」、p95―105、1991 年 10 月

「生活と協同」今崎暁巳／組合員活動大交流集会記念講演より、「健康
　せいきょう」、日本生協連医療部会、1992 年 3 月号、創刊 3 号 
現代ルポルタージュ研究会のこと （現代とルポルタージュ＜特集＞、　
　「民主文学」、p95―97、1992 年 7 月
バブルはじけ、人間が住み生きるたたかいの序曲（ルポルタージュ）、「民
　主文学」、p82―90、1993 年 5 月
人間が豊かな生活を創るたたかい（ルポルタージュ）、「「民主文学」、 
　p74―89、1994 年 6 月
人間一人ひとりの“居場所”を作り、生活を創り始めた庄内地域の人
　びと （特集 21 世紀を展望する生協の地域戦略―共立社 40 年の歴史
　からロマンとビジョンを学ぶ）、（財）生協総合研究所「生活協同組
　合研究」 （251）、 p41―46、1996 年 12 月
シナリオ「夢運ぶぞう列車にて」（仮題 ) を書く思い、「たたかいのル
　ポルタージュ」、1997 年 2 月
生活の日常に憲法を生かす、「民主文学」、 p102―109、1997 年 10 月
インド、パキスタンの核実験に思う、「民主文学」、p166―168、1998　
　年 8 月
1998 原水爆禁止世界大会に参加して 、「民主文学」、p164―167、1998
　年 10 月
私の世界文学――私の愛した短編名作と若者たち、「民主文学」、p136
　―139、1999 年 8 月
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　会 今崎暁巳、芹沢憲一、 富沢賢治、「労働法律旬報」（1187）、 p4―
　25、1988 年 3 月 10 日号
イタリア「第 2 のルネッサンス」の現場訪問記―3―住民による自治・
　文化・子育て―ボローニャ市の経験から、「労働法律旬報 」（1187）、
　p40―45、1988 年 3 月 10 日号
イタリア「第 2 のルネッサンス」の現場訪問記―4 完―すべての人間
　が自己表現できる社会、「労働法律旬報」 （1189）、p17―23、1988 年
　4 月 10 日号
ルポルタージュ集１　解説・今崎暁巳、「日本プロレタリア文学集　　
　33」　（新日本出版社、1988 年 9 月）
ルポルタージュ集２　解説・今崎暁巳、「日本プロレタリア文学集　　
　34」　（新日本出版社、1988 年 10 月）
ルポルタージュの今日的課題―取材現場に思うこと、「民主文学」、　　
　p172―181、1988 年 10 月

【１９９０年代】
60 年安保闘争　30 周年に想う、「民主文学 」、p122―125、1990 年 6　
　月
女性パワーをさぐる（「女性の時代」と文学＜特集＞）、「民主文学」、　
　p114―121、1990 年 9 月
イタリアにおける青少年の民主的育成現場にみる、講座「青年」3（世
　界の青年はいま、ｐ 209―224、清風堂出版部、1991 年 1 月
雪の下で準備する春――明治乳業での 26 年間の労働者支配、「俺たち
　は負けない―人間らしく生きるために」、ｐ 12―20.、明治乳業賃金・

女が街を変えるとき―2―学童保育所づくりの輪＜ルポ＞、「文化評
　論 」、p182―199、1985 年 9 月
人間無視の日本航空の体質（『いま想うこと』欄）、「東京革新懇ニュー   
　ス」、1985 年 9 月号
女が街を変えるとき―3―広がる住民座談会＜ルポ＞、「文化評論」、　
　p182―201、1985 年 10 月
なぜ生協か、なぜ婦人たちか―婦人が生協に結集するその魅力とは （婦
　人と農協運営＜特集＞）、「農業協同組合」、p58―66、1985 年 10 月
女が街を変えるとき―4―自立する子どもたち＜ルポ＞、「文化評論 」、
　p176―201、1985 年 11 月
大企業労働者が人間らしい暮らしづくりをたたかいの基本にすえるま
　で、「経済科学通信」・第 50 号、基礎経済科学研究所、1986 年 9 月
新たな出発への思いをこめて、「たたかいのルポルタージュ」、1987 年
　2 月
いまなぜ人間らしく生きることなのか、「国公労文化」、1987・No7、　  
　ｐ 8―19. 日本国家公務員労働組合連合会、1987 年 7 月
女たちが「安保」にたちむかう時―三宅島・逗子をつないで（ルポルター
　ジュ）、「民主文学」、p88―94、1987 年 11 月
イタリア「第 2 のルネッサンス」の現場訪問記―1、生活の " 豊か　　
　さ " とはなにか―日本でどう実現するか、「労働法律旬報」（1183・
　1184）、p42―48、1988 年 1 月 25 日号
イタリア「第 2 のルネッサンス」の現場訪問記―2、時間を豊かに使う
　生活、「労働法律旬報」（1185）、p53―58、1988 年 2 月 10 日号
いま“豊かさ”とは―働き方・ライフサイクルを見直す・問直す 座談
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現場からのレポート―老人たちはいま…老人保健法実施後の現実 （中
　曽根政治と福祉の貧困）、「文化評論」、p79―89、1983 年 12 月
今日の現実と「民主文学」の役割 座談会 今崎 暁巳 [ 他 ]、「民主文学」、
　p104―118、1983 年 12 月
文化と生活を創造する生協運動 （生協はなぜ伸びつづけるか―現代研
　究会レポート＜特集＞）「賃金と社会保障」（888）、p21―26、1984
　年 4 月 25 日号
古さについて、現代の“人間らしさの創造にむかって、「たたかいのル
　ポルタージュ」、1984 年 5 月
唐津にて―子どもたちと教師と母親と （人間破壊に抗して―ルポル　
　タージュ特集）、「民主文学」、 p100―111、1984 年 6 月
ルポルタージュの可能性―現代の矛盾をどうとらえるか （人間破壊に
　抗して―ルポルタージュ特集） 座談会 及川 和男、稲沢 潤子、今崎 
　暁巳、「民主文学」、 p116―135、1984 年 6 月

“人間のくさり”で日本列島を―五・二七反トマホーク横須賀集会に参
　加して、民主文学、 p136―141、1984 年 8 月
女のいきがい―1―女が平和を語りだすとき―三九年の沈黙を破って、
　「賃金と社会保障」 （900）、p4―13、 1984 年 10 月 25 日号
イタリアをたずねて―文化と協同のふるさと、「民主文学 」、p152―　
　164、1985 年 7 月
文化そして協同の故郷より、「たたかいのルポルタージュ」、1985 年 7
　月
女が街を変えるとき―1―＜ルポ＞、「文化評論」、p155―176、1985 年
　8 月

人間らしく働き生きることを、「たたかいのルポルタージュ」、1982 年
　5 月
青春の群像―2―正一郎はなぜ東京から U ターンしたか―福島県石筵
　（いしむしろ）の酪農青年たち（ルポルタージュ）、「文化評論 」、　
　p182　―202、1982 年 5 月

「悪魔の飽食」のしめすもの （現代文学と「戦争」＜特集＞）、「民主文
　学」、p128―133、1982 年 8 月
青春の群像―3―日フィルと歩む若きバイオリニスト―松本克巳の場
　合、「文化評論」、p200―220、1982 年 9 月
青春の群像―4―銀行ではたらく娘たち、「文化評論」、p192―212、　
　1982 年 11 月

「東倶知安行」 （小林多喜二没後五十周年記念特集） ―（作家による作
　品論）、「民主文学 」、p102―105、1983 年 2 月
青春の群像―一人暮し老人を訪ねる日々―宮城・塩釜の若い医療従事
　者たち（ルポルタージュ）、「文化評論」、p195―213、1983 年 3 月
日航機事故の深部と労使問題―「ドキュメント日本航空」を書き終　
　えて （労務管理のあり方と事故＜特集＞）「賃金と社会保障」（862）、
　p18―22、1983 年 3 月 25 日号
青春の群像―地域社会の担い手となって―都立農産高校の卒業生たち
　は今…（ルポルタージュ）、「文化評論」、p147―167、1983 年 5 月
ルポ　虹がたつとき（日本生活協同組合連合会、「生協運動」誌、1983
　年 4 月号～ 1984 年 3 月号に連載された）
労働現場を生活の中心にすえることの大切さ、現実を見る眼の一面性
　や浅さ、「たたかいのルポルタージュ」、1983 年 5 月
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大企業にみる労働者群像 （現代における国民の自己形成＜特集＞）、「季
　刊科学と思想」、p77―87、1977 年 7 月
人間らしくねばり強く賃金差別をなくすまで―川重の賃金差別を告発
　する原告団の一人 山野学さん（職場に生きる―ある労働者の人間記
　録）、「労働運動 」、p213―224、1978 年 8 月
新たなる時代を切り拓くために～たたかいのルポルタージュを目指す
　仲間たちへ、「たたかいのルポルタージュ」、1979 年 5 月
それでも私は生きる―瀬戸際に立つ中高年労働者の生活と意見（特別
　ルポ）、「文化評論」、p108―119、1979 年 12 月
新たなる“人間的連帯”のかがやき （80 年春闘読本）、「賃金と社会保
　障 」（783）、p6―8、1979 年 12 月 10 日号

【１９８０年代】
人間精神支配とのたたかい （80 年代と私＜特集＞）、「民主文学」、　　
　p127―129、1980 年 1 月
今、なぜ、たたかいのルポルタージュか、「たたかいのルポルタージュ」
　1980 年 3 月
労働運動における人間性の復権（80 年代労働運動と人間性）、座談会 
　石坂 悦男、 元島 邦夫、 今崎 暁巳、「賃金と社会保障」（834）、p6―
　35、1982 年 1 月 25 日号
ルポルタージュ・ノート、「民主文学」、p142―150、1980 年 6 月
青春の群像―1―職業に生命かける現代の娘たち―観光産業で働くバ
　スガイドの仕事と人生（ルポルタージュ）、「文化評論 」、p184―　
　204、1982 年 3 月

　全 200 回。
▽脚本

「娘たちは風にむかって」（監督： 若杉光夫、配給： ほるぷ 1972 年） 
「あしたの火花」（監督：橘祐典  日本造船機械労働組合と共同映画の
　提携作品、1977 年）

「巣立ちのとき　教育は死なず」（脚本・監督はこの作品がデビュー作
　となる板谷紀之、1981 年） 

「日本フィルハーモニー物語　炎の第五楽章」（神山征二郎氏と今崎暁
　巳さんの共同執筆、監督：神山征二郎、1981 年） 
▽原作

「日本フィルハーモニー物語　炎の第五楽章」（1981 年） 
▽スクリプター／記録

「巣立ちのとき　教育は死なず」（1981 年）

●今崎暁巳さんの雑誌・パンフレット掲載ルポ・評論・エッ

セイ

【１９７０年代】
伊那谷に春が訪れて―無罪判決を勝ち得た辰野事件の人びとの姿、「法
　学セミナー」、124―127、1973 年 3 月
市民とともに歩むオーケストラ―日本フィル九州演奏旅行同行記、「文
　化評論」、p135―147、1975 年 6 月
映画「あしたの火花」の完成まで―造船大企業での職場支配とたたか
　う労働者とともに 、「労働運動」、p181―183、1977 年 3 月　
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　1987 年 7 月） 
『すてきな大学―キャンパスに協同を求めて』 （UNICO BOOKS） （全国
　大学生活協同組合連合会、1989 年 1 月） 

『夢を、もっと大きな夢を―東都生協「産直物語」』（富民協会、1989　
　年 10 月）

□１９９０年代～２０００年代
『人生つねに始発駅　人間金子満広』（東京八区日本共産党後援会・『人
　間　金子満広』刊行委員会発行、　今崎暁巳執筆、1990 年）

『生活ごいっしょに―ふれあいからつながり　むすびつきへ』（労働旬
　報社、 1990 年 3 月）

『人生いつも素人―弁護士尾崎陞の挑戦』（シリーズ時代を創る人びと）
　（あけび書房、1992 年 12 月）

『いのちの証言―私は毒ガス弾を埋めました』（ふきのとう書房、 2006
　年 6 月）

『北の砦―ルポルタージュ鳥生忠佑と北法律』（日本評論社、 2009 年 6
　月） 

テレビ、映画関係・脚本（シナリオ）
▽テレビ

判決（日本教育テレビ、現在の「テレビ朝日」）にシナリオ作家として
　参加。
1962 年（昭和 37 年）10 月 16 日から 1966 年（昭和 41 年）8 月 10 日に、
　日本教育テレビ（NET、現・テレビ朝日）で放送されたテレビドラマ。

　（若者とともに生きかたを考えるシリーズ〈1〉） 
『いのち萌え―おかあさん身体がなければよかったね』（労働旬報社、　
　1979 年） 

□１９８０年代
『なにをみつめて翔ぶのか―沖電気指名解雇をこえて』（労働旬報社、　
　1980 年） 

『この人生に愛なくば―いのちと自立のうた』（労働旬報社、1981 年） 
『故郷は緑なり』（労働旬報社、1981 年 2 月）
『ドキュメント・日本航空―国民の翼をめざして』（労働旬報社、1982 年） 
『われら熱き日々をいま !―ルポ・青春の群像 』（新日本出版社、1983 年） 
『新世界へ―日本フィルの旅立ち』（労働旬報社、1984 年） 
『高校生の午後―ある受験生の旅立ち』（労働旬報社、1984 年、青春ラ
　イブラリー）

『暮らしのルネッサンス―生活をつくり変える女たち』（労働旬報社、　
　1984 年） 

『おんなのライフサイクルと幸せ』（滝いく子他共著、学習の友社、　　
　1985 年 12 月）

『暮らしと女と街づくり―協同のネットワーク』（現代社会を考えるシ
　リーズ（6））今崎 暁巳・二宮 厚美共著、労働旬報社、 1986 年 1 月）

『地域社会と生協運動』（大月書店、全国生協労働組合連合会・生協研
　運営委員会編、共著、1986 年 6 月）

『お母さんきれいだね』（日本生協連、1986 年）
『すてきな出会い―協同する私たち』（全国大学生活協同組合連合会、 
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●今崎暁巳さんの主な単行本・映画・テレビの脚本

□１９６０年代末から７０年代
『コブだらけの勝利――闘う青年労働者』 （労働旬報社、1969 年） 
『良心の歴史をつくりたい』（新聞労連報知新聞労組・報知印刷労組・
　報知大阪労組編、労働旬報社、今崎暁巳執筆協力、1970 年 6 月）
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